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はじめに 
 
このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞは、ﾕｰｻﾞｰが C ｺﾝﾊﾟｲﾗを使用して CipherLab 8 ｼﾘｰｽﾞ･ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を書くためのｶﾞｲﾄﾞです。以下の章で構成されています。 
 
 
Part1 基本とﾊｰﾄﾞｳｪｱ制御 
 
第 1 章：開発環境。C ｺﾝﾊﾟｲﾗでﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを開発するための導入ｶﾞｲﾄﾞです。 
第 2 章：ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用関数。ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数の使用方法です。ﾃﾞｰﾀ通信用ﾗｲﾌﾞﾗﾘについて

 は Part2 を参照してください。 
第 3 章：標準関数。ANSI 標準関数に関する簡単な説明です。 
第 4 章：ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ。ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ、uC/OS に関する記述です。ﾕｰｻﾞｰは、uC/OS 機能を使用したﾘｱﾙﾀｲﾑ･ﾏ

 ﾙﾁﾀｽｸ･ｼｽﾃﾑを構築することができます。 
第 5 章：ｼﾐｭﾚｰﾀ。ｼﾐｭﾚｰﾀの機能と、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開発する際の使用方法に関する記述です。 
 
 
Part2 ﾃﾞｰﾀ通信 
 
第 1 章：通信ﾎﾟｰﾄ。 
第 2 章：TCP/IP 通信。 
第 3 章：ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ。 
第 4 章：IEEE 802.11b/g。 
第 5 章：Bluetooth。 
第 6 章：GSM/GPRS。 
第 7 章：音響ｶﾌﾟﾗ。 
第 8 章：ﾓﾃﾞﾑ、ｲｰｻﾈｯﾄ、GPRS 接続。 
第 9 章：USB 接続。 
第 10 章：GPS 機能。 
第 11 章：FTP 機能。 
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1 通信ﾎﾟｰﾄ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙには、少なくとも COM1 と COM2 の 2 つの通信ﾎﾟｰﾄが用意されています。通信ﾎﾟｰﾄを利用

する場合は、SetCommType 関数をｺｰﾙして、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟを指定する必要があります。 
各機種で利用できるｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟは、下記の表のとおりです。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを指定することにより、同じ処理でｵｰﾌﾟﾝ、ｸﾛｰ

ｽﾞ、読込み、書込みを行うことができます。 
ｼﾘｰｽﾞ COM1 COM2 COM3 COM4 COM5 
8000 ｼﾘｱﾙ IR、IrDA 音響ｶﾌﾟﾗ、Bluetooth 該当なし 該当なし 該当なし 
8200 RS-232 Bluetooth 該当なし 該当なし USB 
8300 RS-232、ｼﾘｱﾙ IR、IrDA 音響ｶﾌﾟﾗ、RF、Bluetooth 該当なし RFID 該当なし 
8400 RS-232 Bluetooth 該当なし 該当なし USB 
8500 ｼﾘｱﾙ IR、IrDA Bluetooth GSM RFID 該当なし 
8700 RS-232 Bluetooth 3.5G RFID USB 
(1) Bluetoorh は、SPP、DUN、HID、HSP、FTP をｻﾎﾟｰﾄしています。 
(2) HSP と FTP は 8200 ｼﾘｰｽﾞのみｻﾎﾟｰﾄしています。 
(3) GSM/GPRS/EDGE または UMTS/HSDPA ｻｰﾋﾞｽは 8700 ｼﾘｰｽﾞでｻﾎﾟｰﾄしています。 



 
 

1.1 基本 
 

1.1.1 通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

RS-232 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200、76800、57600、38400、19200、9600、4800、2400 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7 または 8 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数、奇数、無し 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾌﾛｰ制御 RTS/CTS、XON/XOFF、無し 

ｼﾘｱﾙ IR ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200、57600、38400、19200、9600 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数、奇数、無し 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾌﾛｰ制御 無し 

IrDA、USB ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 無視されます。ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞの互換性のためだけに用意されています。 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 無視されます。ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞの互換性のためだけに用意されています。 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無視されます。ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞの互換性のためだけに用意されています。 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 無視されます。ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞの互換性のためだけに用意されています。 
ﾌﾛｰ制御 無視されます。ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞの互換性のためだけに用意されています。 
 

1.1.2 送受信ﾊﾞｯﾌｧ 

受信ﾊﾞｯﾌｧ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの各ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄには、256 ﾊﾞｲﾄの FIFO ﾊﾞｯﾌｧが割り当てられています。ﾃﾞｰﾀが正しく受

信された場合は、このﾊﾞｯﾌｧに順番に格納されて行き、ｴﾗｰ(ﾌﾚﾐﾝｸﾞｴﾗｰ, ﾊﾟﾘﾃｨｴﾗｰ… 等)が発生したﾃﾞｰﾀは破棄されます。

また、ﾊﾞｯﾌｧが一杯の状態でﾃﾞｰﾀを受信すると、受信ﾃﾞｰﾀは破棄され、ｴﾗｰを示すｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞがｾｯﾄされます。 

送信ﾊﾞｯﾌｧ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙには、送信ﾊﾞｯﾌｧは割り当てられていません。単純に送信関数の引数で指定されたﾃﾞｰﾀを順

番にﾇﾙが検出されるまで送信します。つまり、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で送信ﾊﾞｯﾌｧを用意することになりますが、送信中に

ﾊﾞｯﾌｧの内容が変更されたりしないように注意をして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成しなければいけません。 

1 



 
 

1.2 ﾌﾛｰ制御 
ﾃﾞｰﾀの損失を避けるために、3 つのﾌﾛｰ制御ｵﾌﾟｼｮﾝが用意されており、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞで実行されます。 
(1) 無し 
(2) RTS/CTS 
(3) XON/XOFF 
※ ﾌﾛｰ制御は、通常 COM1 に割り当てられている RS-232 通信にのみ適用されます。 
 

1.2.1 RTS/CTS 
CTS は受信待ち(Clear To Send)を、RTS は送信要求(Ready To Send)を表します。この 2 つの信号がﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾌﾛｰ制御

に使われます。 

受信 
RTS ﾗｲﾝを利用して、送信側ﾃﾞﾊﾞｲｽに受信ﾊﾞｯﾌｧ状態を知らせるﾌﾛｰ制御です。受信ﾊﾞｯﾌｧの空き容量が 5 ﾊﾞｲﾄより少なく

なると、RTS ﾗｲﾝをﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ(ｽﾍﾟｰｽ)にし、送信側ﾃﾞﾊﾞｲｽに送信中断を要求します。空き容量が 10 ﾊﾞｲﾄ以上になると、

再度 RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾏｰｸ)にし、送信の再開を促します。但し、ﾊﾞｯﾌｧに十分な空きがある場合は、RTS がﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ(ｽ
ﾍﾟｰｽ)の状態でも受信ﾃﾞｰﾀは、正しくﾊﾞｯﾌｧへ格納されます。 

送信 
CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾏｰｸ)になると、送信を開始又は再開し、ﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ(ｽﾍﾟｰｽ)になると送信を中断するﾌﾛｰ制御です。この

制御は、ｼｽﾃﾑによりﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞで実行されるのですが、UART(ｵﾝﾁｯﾌﾟﾃﾝﾎﾟﾗﾘ送信ﾊﾞｯﾌｧ)の設計上、CTS ﾗｲﾝがﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ

(ｽﾍﾟｰｽ)になった後、最大 2 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀが送信されることになります。 
 

1.2.2 XON/XOFF 
RTS/CTS 信号の代わりに 2 つの特殊文字、XON(Hex11)と XOFF(Hex13)をｿﾌﾄｳｪｱのﾌﾛｰ制御に使用します。XON は送

信を有効に、XOFF は送信を無効にします。 

受信 
受信ﾊﾞｯﾌｧの空き容量が 5 ﾊﾞｲﾄより少なくなると、XOFF(13H)ｷｬﾗｸﾀを送信側ﾃﾞﾊﾞｲｽに送信し、送信中断を要求します。

空き容量が 10 ﾊﾞｲﾄ以上になると、XON(11H)ｷｬﾗｸﾀを送信し、送信の再開を促します。但し、ﾊﾞｯﾌｧに十分な空きがある

場合は、XOFF(13H)ｷｬﾗｸﾀを受信した状態でも受信ﾃﾞｰﾀは、正しくﾊﾞｯﾌｧへ格納されます。 

送信 
ﾎﾟｰﾄがｵｰﾌﾟﾝされると、送信がｲﾈｰﾌﾞﾙ(有効)になります。受信側から XOFF(13H)ｷｬﾗｸﾀを受信すると、送信を中断し、

XON(11H)を受信すると、送信を再開します。先の CTS ﾌﾛｰ制御と同様に、XOFF(13H)ｷｬﾗｸﾀを受信した後、最大 2 ﾊﾞｲﾄ

のﾃﾞｰﾀが送信されることになります。 
 
※ 送受信が同時に行われると、通信ﾃﾞｰﾀに XON/XOFF ｷｬﾗｸﾀが含まれてしまう可能性があります。このﾒｿｯﾄﾞを使用す

る場合は、双方が同じ制御方法であることを確認してください。そうでない場合、ﾃﾞｯﾄﾞﾛｯｸが発生する可能性があ

ります。 
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1.2.3 関数 

com_cts 
 目的  RS-232 の CTS ﾚﾍﾞﾙを取得します。 

 書式  int com_cts (int port); 

 引数  int port 
1 COM1 (RS-232 用) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (com_cts(1) == 0)   printf ("COM1 CTS is space"); 
   else printf("COM1 CTS is mark"); 

 戻り値  1 = ｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾏｰｸ)  
   0 = ﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ(ｽﾍﾟｰｽ) 

com_rts 
 目的  RTS ﾗｲﾝをｾｯﾄします。 

 書式  void com_rts (int port, int val); 

 引数  int port 
1 COM1 (RS-232 用) 

   int val 
0 ﾃﾞｨｱｸﾃｨﾌﾞ(ｽﾍﾟｰｽ) 
1 ｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾏｰｸ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  com_rts (1, 1);  /* COM1 の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾏｰｸ)にｾｯﾄ */ 

 戻り値  無し 

 備考  RTS 信号を制御します。ただし、RTS は受信ﾊﾞｯﾌｧの状態に応じてﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ処理によって変

更される場合があります。 
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1.3 ｺﾝﾌｨｸﾞ設定 
 

1.3.1 関数 

SetCommType 
 目的  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟを設定します。 

 書式  int SetCommType (int port, int type); 

 引数  int port 
使用する COM ﾎﾟｰﾄ。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   int type 
0 COMM_DIRECT RS-232 
1 COMM_DOCKING ｲｰｻﾈｯﾄ経由のﾓﾃﾞﾑまたは GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙ (8200/8400/8700 ｼ

ﾘｰｽﾞ) 
2 COMM_IR 通信ｸﾚｰﾄﾞﾙ (8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ) 

COMM_AUTODIRECT 備考参照(8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
3 COMM_IrDA IrDA(8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ) 
4 COMM_RF RF、Bluetooth SPP/DUN/HID 

RF、Bluetooth SPP/DUN/HID/HSP (8200 ｼﾘｰｽﾞ) 
5 COMM_SMS GSM_SMS (8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
6 COMM_ACOUSTIC 音響 (8000/8300 ｼﾘｰｽﾞ) 

COMM_GSMMODEM GSM ﾓﾃﾞﾑ (8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
7 COMM_USBHID USB HID (8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
8 COMM_USBVCOM USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM (8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
9 COMM_USBDISK USB ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞ (8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
10 COMM_USBVCOM_CDC USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM_CDC (8200 ｼﾘｰｽﾞ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCommType (1, 2);  // COM1 を IR 通信に設定 

 戻り値  1 = 正常終了 
   0 = 上記以外(ﾊﾟﾗﾒｰﾀにｴﾗｰあり) 

 備考  この設定は、必ず COM ﾎﾟｰﾄをｵｰﾌﾟﾝする前に行ってください。 
 8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞでは、実際のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにかかわらず、ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞを送信する必要があ

る、またはｸﾚｰﾄﾞﾙ経由で接続する場合には、2 番目の引数として COMM_IR を指定します。 
 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、2 番目の引数は、実際に使用するｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに依存しています。 

A) ｹｰﾌﾞﾙまたはｸﾚｰﾄﾞﾙ経由で RS-232 接続する場合は、COMM_DIRECT を指定します。 
B) ｹｰﾌﾞﾙまたはｸﾚｰﾄﾞﾙ経由で USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 接続する場合は、COMM_USBVCOM を指定し

ます。 
C) ｲｰｻﾈｯﾄ、ﾓﾃﾞﾑ、または GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙを経由で接続する場合は、COM_DOCKING を指定し

ます。(RS-232、USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ではありません。) 
D) 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、open_com をｺｰﾙ後、上記のどの条件を満たし方自動検出す

ることができるため、ｻﾎﾟｰﾄされていない COMM_IR を引数としても構いません。 
   COM ﾎﾟｰﾄの対応はﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙごとに異なることに注意してください。すべての通信種別をｻﾎﾟｰﾄ

していない場合があります。 

 参照  GetIOPinStatus, open_com, SetACTone 
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1.4 COM ｵｰﾌﾟﾝとｸﾛｰｽﾞ 
 

1.4.1 関数 

open_com 
 目的  指定された COM ﾎﾟｰﾄを有効にし、通信を初期化します。 

 書式  int open_com (int port, int setting); 

 引数  int port 
使用する COM ﾎﾟｰﾄ。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   int setting 
0x00 
0x01 
0x02 
0x03 
0x04 
0x05 
0x06 
0x07 

BAUD_115200 
BAUD_76800 
BAUD_57600 
BAUD_38400 
BAUD_19200 
BAUD_9600 
BAUD_4800 
BAUD_2400 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ(bps) 

 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ、ﾌﾛｰ制御はｼﾘｱﾙ IR には適用されません。 
0x00 
0x08 

DATA_BIT7 
DATA_BIT8 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 

0x00 
0x10 
0x30 

PARITY_NONE 
PARITY_ODD 
PARITY_EVEN 

ﾊﾟﾘﾃｨ 

0x00 
0x40 
0xC0 

HANDSHAKE_NONE 
HANDSHAKE_CTS 
HANDSHAKE_XON 

ﾌﾛｰ制御 

ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ(8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ) 
0x8000 WEDGE_EMULATOR ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ設定 
ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ設定(8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ) 
0x0100 CRADLE_COMMAND 『付録 1 ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ』参照 
Bluetooth 設定 
0x00 
0x03 
0x04 
0x05 
0x06 

BT_SERIALPORT_SLAVE 
BT_ SERIALPORT_MASTER 
BT_DIALUP_NETWORKING 
BT_HID_DEVICE 
BT_HEADSET 

Bluetooth SPP ｽﾚｰﾌﾞ 
Bluetooth SPP ﾏｽﾀ 
Bluetooth DUN 
Bluetooth HID 
Bluetooth HSP (8200 ｼﾘｰｽﾞのみ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  open_com (1, 0x0b); // COM1 ｵｰﾌﾟﾝ : 38400bps,8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ, ﾊﾟﾘﾃｨ無し, ﾌﾛｰ制御無し 

 戻り値  1=正常終了 
   0=上記以外(ﾊﾟﾗﾒｰﾀにｴﾗｰあり) 

 備考  引数で指定された COM ﾎﾟｰﾄの初期化、受信ﾊﾞｯﾌｧのｸﾘｱ、処理中の伝送の終了、COM ﾎﾟｰﾄｽﾃｰﾀｽ

のﾘｾｯﾄし、設定に従って COM ﾎﾟｰﾄを設定します。 
   RS-232 は通常 COM1、Bluetooth ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ用のﾊﾞｰﾁｬﾙ COM は COM2 です。ただし、RS-232 の

み、ﾌﾛｰ制御を設定できます。 

 参照  close_com, SetACTone, SetCommType 

close_com 
 目的  通信を終了し、指定された COM ﾎﾟｰﾄを無効にします。 

 書式  void close_com (int port); 

 引数  COM ﾎﾟｰﾄ対応表参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  close_com(1);  /* COM1 をｸﾛｰｽﾞ */ 

 戻り値  常に 1 

 参照  open_com 
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1.5 ﾃﾞｰﾀ送受信 
 

1.5.1 関数 

clear_com 
 目的  指定された COM ﾎﾟｰﾄの受信ﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。 

 書式  void clear_com (int port); 

 引数  COM ﾎﾟｰﾄ対応表参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clear_com(1);  /* COM1 の受信ﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱ */ 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定されたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄの受信ﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰやその他のｴﾗｰが発生した

場合に、誤受信を防ぐためにｺｰﾙします。 

 参照  com_overrun 

com_eot 
 目的  COM1 または COM2 の送信状態(EOT)を取得します。 

 書式  int com_eot (int port); 

 引数  COM ﾎﾟｰﾄ対応表参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  while ( !com_eot(1) ); /* 送信が完了する迄待ちます */ 
   write_com (1, "NEXT STRING"); 

 戻り値  1 = 送信完了 
   0 = 上記以外 

com_overrun 
 目的  ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ状態を取得します。 

 書式  int com_overrun (int port); 

 引数  COM ﾎﾟｰﾄ対応表参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (overrun(1) > 0) clear_com(1);   // ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰで受信ﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱ 

 戻り値  1 = ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ有り 
   0 = ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ無し 

 参照  clear_com 
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read_com 
 目的  受信ﾊﾞｯﾌｧからﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ取得します。 

 書式  int read_com (int port, char *c); 

 引数  int port 
使用する COM ﾎﾟｰﾄ。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   char *c 
取得した文字を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char c; 
   if (read_com (1, &c)) 
       printf ("char %c received from COM1", c); 

 戻り値  1=正常終了 
   0=上記以外 0(受信ﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀなし) 

 備考  引数で指定されたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄの受信ﾊﾞｯﾌｧからﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ取得し、ﾊﾞｯﾌｧから削除します。

受信ﾊﾞｯﾌｧが空の場合、戻り値は 0 となります。 

 参照  nwrite_com, write_com 

nwrite_com 
 目的  指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを送信します。 

 書式  int nwrite_com (int port, char *s, int count); 

 引数  int port 
使用する COM ﾎﾟｰﾄ。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   char *s 
送信する文字列を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int count 
送信する文字数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char s[ ] = { "Hello\n" }; 
   nwrite_com (1, s, 2);  // COM1 から "He" の 2 ﾊﾞｲﾄを送信 

 戻り値  送信成功の場合、戻り値には送信した文字数がｾｯﾄされます。Bluetooth SPP の場合、戻り値は 1
となります。失敗の場合、戻り値には 0 がｾｯﾄされます。 

 備考  送信は、指定ﾊﾞｲﾄ数に到達するまで、1 ﾊﾞｲﾄずつ行われます。 

write_com 
 目的  Null 文字に到達するまで文字列を送信します。 

 書式  int write_com (int port, char *s); 

 引数  int port 
使用する COM ﾎﾟｰﾄ。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   char *s 
送信する文字列を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char s[ ] = { "Hello\n" }; 
   write_com (1, s);  // COM1 から "Hello\n" を送信 

 戻り値  送信成功の場合、戻り値には送信した文字数がｾｯﾄされます。失敗の場合、戻り値には 0 がｾｯﾄさ

れます。 

 備考  引数で指定されたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄを通して、文字列を送信します。実行中の送信処理がある場合

は、その処理を強制終了し、送信を行います。送信は、ﾇﾙｷｬﾗｸﾀに到達するまで、1 ﾊﾞｲﾄずつ行わ

れます。実行中の先の送信処理を強制終了させたい場合は、送信ﾃﾞｰﾀとして、空文字列(“”)を指

定します。 
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2 TCP/IP 通信 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙには、少なくとも COM1 と COM2 の 2 つの通信ﾎﾟｰﾄが用意されています。通信ﾎﾟｰﾄを利用

する場合は、SetCommType()をｺｰﾙして、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟを指定する必要があります。 

8 



 
 

2.1 固有ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 
 

2.1.1 基本 
 Nopen()はｺﾈｸｼｮﾝを確立するために使用します。ｺﾈｸｼｮﾝが正常に確立した後、Nopen()は他の TCP/IP ｽﾀｯｸ処理と区別

するためのｺﾈｸｼｮﾝ番号を返します。 
 Nclose()は指定されたｺﾈｸｼｮﾝを切断するために使用します。 
 Nread()と Nwrite()はﾈｯﾄﾜｰｸでのﾃﾞｰﾀの送受信に使用します。 
※ ﾘﾓｰﾄと送受信を行う前に、ｺﾈｸｼｮﾝを確立し、ﾎﾟｰﾄを開いておく必要があります。 
 

2.1.2 関数 

Nclose 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝを切断します。 

 書式  int Nclose(int conno); 

 引数  int conno 
切断する接続のｺﾈｸｼｮﾝ番号(Nopen の戻り値)。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  Nclose(conno); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時はｴﾗｰ状態を示すﾏｲﾅｽの値を返します。 

 参照  Nopen, socket_fin 
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Nopen 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝを確立します。 

 書式  int Nopen(const char* remote_ip,const  char* proto, int lp, int rp, int flags); 

 引数  const char* remote_ip 
下記の何れかのﾌｫｰﾏｯﾄで指定します。 
 “n1.n2.n.3.n4”   ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽ。 
 “*”  ﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(全てのﾎｽﾄ) 

   const  char* proto 
TCP/IP” 又は “UDP/IP” の何れかのﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。 

   int lp 
ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号を指定します。 
 通常、ｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｸﾗｲｱﾝﾄ)の場合、ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄは一時利用のため、Nportno 関数で適当なﾗﾝﾀﾞﾑ

値を取得するか、0 を指定します。 
   int lp 

ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号を指定します。 
 ﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｻｰﾊﾞｰ)の場合、0 を指定し、全てのﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号からの接続に対応します。 

   int  flags 
0 通常は 0 をｾｯﾄします。 
S_NOCON UDP 接続なし 
S_NOWA ﾉﾝﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞｵｰﾌﾟﾝ 
IPADDR remote_ip がﾊﾞｲﾅﾘ(4 ﾊﾞｲﾄ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  /*  Passive Open (Server)  */ 
   conno = Nopen(“*”, “TCP/IP”, 2000, 0, 0);  //  Active Open (Client ) 
   char remote_ip[] = “230.145.22.4”; 
   if ((conno = Nopen(remote_ip, “TCP/IP”, Nportno( ), 2000, 0)) < 0) 
       printf(“Fail to connect to Host:%s\r\n”, remote_ip); 

 戻り値  正常終了すると、以降の処理で使用するｺﾈｸｼｮﾝ番号を返します。ｴﾗｰ発生時はｴﾗｰ状態を示すﾏｲﾅｽ

の値を返します。 

 備考  Nopen 関数は、ｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｸﾗｲｱﾝﾄ)及びﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｻｰﾊﾞｰ)の両方に対応しており、指定された

引数により動作が異なります。 
 ﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｻｰﾊﾞｰ)とした場合は、ｸﾗｲｱﾝﾄからのｺﾈｸｼｮﾝを無期限に待ちます。 
 ｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(TCP ﾌﾟﾛﾄｺﾙ ｸﾗｲｱﾝﾄ)の場合は、ｺﾈｸｼｮﾝが確立されるか、一定時間内(2~3 分)にｺﾈｸ

ｼｮﾝが確立されなければﾀｲﾑｱｳﾄとして返されます。 
 どのｺﾈｸｼｮﾝが確立しているかは socket_isopen でﾁｪｯｸします。 

 参照  Nclose, Nportno, socket_ipaddr, socket_isopen 
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Nread 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝからﾃﾞｰﾀを読込みます。 

 書式  int Nread(int conno, char * buff, int len); 

 引数  int conno 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号(Nopen の戻り値)。 

   char buff 
読込んだﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
読込む最大ﾊﾞｲﾄ数。通常、この値は読込みﾊﾞｯﾌｧのｻｲｽﾞと同じです。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_hasdata(conno) > 0) 
       Nread(conno, buf, sizeof(buf)); 

 戻り値  正常終了すると、読込んだﾊﾞｲﾄ数を返します。ｴﾗｰ発生時はｴﾗｰ状態を示すﾏｲﾅｽの値を返します。 

 備考  指定されたﾊﾞｯﾌｧにｺﾈｸｼｮﾝから読込んだﾃﾞｰﾀを格納します。 
 ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞでは、ﾃﾞｰﾀが読込まれるか、ﾀｲﾑｱｳﾄが発生するまでの間、この関数は、ﾌﾞﾛｯｸさ

れます。ﾀｲﾑｱｳﾄ値は、socket_rxtout 関数で調整します。 
 このﾌﾞﾛｯｸ現象を防ぎたい場合は、Nread 関数をｺｰﾙする前に、socket_hasdata 関数をｺｰﾙし

て、ﾊﾞｯﾌｧにﾘｰﾄﾞ可能なﾃﾞｰﾀがあるかをﾁｪｯｸしてください。 
 ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸは、ﾘﾓｰﾄｻｲﾄﾞから受信したﾃﾞｰﾀをｺﾝﾊﾟｸﾄにまとめようとするため、Nread 関数で読

込んだﾃﾞｰﾀは、複数ﾊﾟｹｯﾄで構成されている可能性があるので、注意してください。 

 参照  Nwrite, socket_hasdata, socket_rxout 

Nwrite 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝへﾃﾞｰﾀを書込みます。 

 書式  int Nwrite(int conno, char * buff, int len); 

 引数  int conno 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号(Nopen の戻り値)。 

   char buff 
書込むﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
書込む最大ﾊﾞｲﾄ数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_cansend(conno, strlen(buf))) 
    Nwrite(conno, buf, strlen(buf)); 

 戻り値  正常終了すると、書込んだﾊﾞｲﾄ数を返します。ｴﾗｰ発生時はｴﾗｰ状態を示すﾏｲﾅｽの値を返します。 

 戻り値  正常終了すると、書込んだﾊﾞｲﾄ数を返します。ｴﾗｰ発生時はｴﾗｰ状態を示すﾏｲﾅｽの値を返します。 

 備考  指定されたﾊﾞｯﾌｧから指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀをｺﾈｸｼｮﾝへ書込みます。 
 通常、この関数は、ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸがﾃﾞｰﾀをｷｰﾌﾟして、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞにて送信処理を行うため、すぐ

にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへ処理を戻しますが、下記のｹｰｽでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへ処理が復帰するまでに、1~8 秒程

度かかる場合があります。 
  ｹｰｽ 1 :  TCP ﾌﾟﾛﾄｺﾙで、既に 4 つのﾊﾟｹｯﾄを送信しているが、未だに ACK を一度も取得して

いない場合、ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸは、ﾀｲﾑｱｳﾄ(8 秒)を迎えるまで、その 4 ﾊﾟｹｯﾄの再送信を試

みます。このような状態を回避したい場合、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、Nwrite()をｺｰﾙす

る前に、socket_cansend()で書込み可能な状態であるかをﾁｪｯｸします。 
  ｹｰｽ 2 :  UDP ﾌﾟﾛﾄｺﾙで、ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸが、ﾘﾓｰﾄｻｲﾄﾞの MAC ID を取得できていない場合、ARP

によって MAC ID を問い合せるのに約 1 秒を要します。 

 参照  Nread, socket_cansend 
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2.2 ｿｹｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 
 

2.2.1 基本 

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 
ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ”errno.h”はｴﾗｰｺｰﾄﾞ定義が含まれています。このﾌｧｲﾙは通常、C ｺﾝﾊﾟｲﾗの”include”ﾌｫﾙﾀﾞにあります。 
※ 構造体については、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ固有のﾗｲﾌﾞﾗﾘ用ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙを参照してください。 

接続指向ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(TCP) 
SOCK_STREAM のような接続指向のｿｹｯﾄについては、それは全二重接続を提供し、ﾃﾞｰﾀが送受信する前に接続状態で

なければなりません。別のｿｹｯﾄへの接続は、connect()を使用して作成されます。接続が完了したら、ﾃﾞｰﾀは send()と
recv()を使用して転送することができます。ｾｯｼｮﾝが完了したときは closesocket()を実行する必要があります。 

 

無接続ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(UDP) 
無接続ﾒｯｾｰｼﾞ指向ﾌﾟﾛﾄｺﾙについては、ﾃﾞｰﾀｸﾞﾗﾑは sendto()や recvfrom()を使用し、接続されたﾋﾟｱから送受信することが

できます。 

 

接続要求 

接続 

ﾃﾞｰﾀ通信 

ﾃﾞｰﾀ通信 

切断要求 

切断 

接続が許可され
るまでﾌﾞﾛｯｸ 

ｸﾗｲｱﾝﾄから接続
要求があるまで
ﾌﾞﾛｯｸ&待ち 

ﾃﾞｰﾀ通信 

ﾃﾞｰﾀ通信 

ﾃﾞｰﾀが来るまで 
ﾌﾞﾛｯｸ&待ち 
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2.2.2 関数 

accept 
 目的  ｸﾗｲｱﾝﾄからの接続要求を受け入れます。 

 書式  int accept(SOCKET s, struct sockaddr *name, int *namelen); 

 引数  SOCKET s 
ﾘｽﾆﾝｸﾞ状態のｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   struct sockaddr *name 
ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽやﾎﾟｰﾄ番号がｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int *namelen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞを示す整数型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET listen_socket, remote_socket; 
   struct sockaddr_in local_name, remote_name; 
   int size_of_name; 
   listen_socket = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (listen_socket < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
   } 
   memset(&local_name,0,sizeof(local_name)); 
   local_name.sin_family = AF_INET; 
   local_name.sin_port = htons(3000); 
   if (bind(listen_socket, (struct sockaddr*)&local_name, sizeof(local_name)) < 0) { 
       printf(“Error in Binding on socket : %d”, listen_socket); 
   } 
   if (listen(listen_socket, 1)) { 
       printf(“Error in Listening on socket : %d”, listen_socket); 
       ………………… 
   } 
   size_of_name = sizeof(remote_name); 
   remote_socket = accept(listen_socket,(struct sockaddr*)&remote_name, &size_of_name); 
   if (remote_socket < 0) { 
       printf(“Error in accept on socket : %d”,listen_socket); 
       …………………………… 
   } 
   send(remote_socket, “Hello”, strlen(“Hello”), 0); 

 戻り値  正常終了すると、新しく生成したｿｹｯﾄ識別番号を示す 0 以上(>=0)の値を返します。ｴﾗｰが発生し

た場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 説明  この関数は、ｸﾗｱﾝﾄからの接続要求を許可するﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝを実行するｻｰﾊﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで使用され

ます。 
 name は接続相手のｱﾄﾞﾚｽが格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄは通信を行っているｱﾄﾞﾚｽﾌ

ｧﾐﾘによります。 
 namelen は結果が格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。name 構造体のﾎﾟｲﾝﾀが格納されています。関数の

処理結果として、格納されたｱﾄﾞﾚｽの実際の長さがﾊﾞｲﾄ単位でｾｯﾄされます。引数で指定したﾊﾞ

ｯﾌｧｻｲｽﾞが小さい場合、ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞを超える部分は切り捨てられます。 
 ｸﾗｲｱﾝﾄがｻｰﾊﾞｰによって提供されるﾎﾟｰﾄとの接続を確立するまで、ｿｹｯﾄは接続待ち(listen)状態

のままになります。 
 ｺﾈｸｼｮﾝはこの関数によって返されたｿｹｯﾄで作成されます。 

   元のｿｹｯﾄが接続待ち(listen)状態のままで、追加の接続を行うために、この関数をｺｰﾙすることが

できます。 
   この関数はﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ関数のため、新しいｺﾈｸｼｮﾝが確立するか、ｴﾗｰが発生しない限りﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへ処

理を戻しません。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで複数のｺﾈｸｼｮﾝを受け入れようとする場合は、それぞれ別の

ﾀｽｸ内で、この関数をｺｰﾙするようにしなければいけません。 

 参照  connect, listen, select 
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bind 
 目的  ｿｹｯﾄとﾛｰｶﾙｱﾄﾞﾚｽ/ﾘｽﾆﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ番号をﾊﾞｲﾝﾄﾞ(結合)します。 

 書式  int bind(SOCKET s, struct sockaddr *name, int namelen); 

 引数  SOCKET s 
ﾊﾞｲﾝﾄﾞされていないｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   struct sockaddr *name 
ﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽやﾘｽﾆﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ番号がｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int namelen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in name; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       ……………… 
   } 
   memset(&name,0,sizeof(name)); 
   name.sin_family = AF_INET; 
   name.sin_port = htons(3000); 
   if (bind(s, (struct sockaddr*)&name, sizeof(name)) < 0) { 
       printf(“Error in Binding on socket : %d”, s); 
       …………………. 
   } 
 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ｿｹｯﾄとﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽ/ﾘｽﾆﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ番号をﾊﾞｲﾝﾄﾞ(結合)します。 
 ﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ(ｻｰﾊﾞｰ)の場合は、この関数を listen()及び accept()をｺｰﾙする前に実行しなければ

いけません。 
 指定するｿｹｯﾄは socket()からの戻り値である有効なﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀでなければなりません。 
 ﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽには、0 をｾｯﾄしておくことができます。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが割り当てられたｱﾄﾞﾚｽとﾎﾟｰﾄ

を取得するために、getsockname()を使用することができます。 
 ﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽに 0 以外が設定されていると、この関数は、実際のﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽとの検証を行い

ます。 

 参照  connect, getsockname, listen, socket 

closesocket 
 目的  ｿｹｯﾄをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  int closesocket(SOCKET s); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   ………………………… 
   if (closesocket(s) < 0) { 
       printf(“closesocket fails on socket:%d”,s); 
       ……………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 参照  shutdown, socket 
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connect 
 目的  ｻｰﾊﾞｰと通信を行うためにｺﾈｸｼｮﾝの確立を行います。 

 書式  int connect(SOCKET s, struct sockaddr *name, int namelen); 

 引数  SOCKET s 
ﾊﾞｲﾝﾄﾞされていないｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   struct sockaddr *name 
ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽやﾎﾟｰﾄ番号がｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int namelen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in name; 
   struct hostent *phostent; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       ……………… 
   } 
   memset(&name,0,sizeof(name)); 
   name.sin_family = AF_INET; 
   name.sin_port = htons(3000); 
   phostent = gethostbyname(“server1.cipherlab.com.tw”); 
   if (!phostent)) { 
       printf(“Can not get IP from DNS server”); 
       …………………. 
   } 
   memcpy(&name.sin_addr, phostent->h_addr_list[0],4); 
   if (connect(s, (struct sockaddr*)&name, sizeof(name)) < 0) { 
       printf(“Error in Establishing connection”); 
       …………………. 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ｻｰﾊﾞｰと通信を行うためにｺﾈｸｼｮﾝの確立を行います。引数として、ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽ及びﾎﾟｰﾄ番号をｾ

ｯﾄした sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀを指定して、ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでこの関数をｺｰﾙします。  

 参照  accept, getpeername, getsocketname, listen, select, socket 

fcntlsocket 
 目的  ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ経由でﾌｧｲﾙを提供します。 

 書式  int fcntlsocket(int filds, int cmd, int arg); 

 引数  SOCKET s 
下記の cmd で操作できるﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   int cmd 
O_NDELAY ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞなし 
FNDELAY_O_NDELAY ｼﾉﾆﾑ 
F_GETFL ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀのｽﾃｰﾀｽ取得(arg の値は無視されます) 
F_SETFL 引数 arg に設定されている値でﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの値を更新 

   int arg 
2 番目の引数 cmd の値によって異なります。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ……………… 

 戻り値  正常終了すると、cmd の値に応じたﾌﾟﾗｽの値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 
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gethostbyname 
 目的  DNS ｻｰﾊﾞｰからﾎｽﾄ名に対応した IP ｱﾄﾞﾚｽを取得します。 

 書式  struct hostent* gethostbyname(const char *hnp); 

 引数  const char *hnp 
IP ｱﾄﾞﾚｽを取得したいﾎｽﾄ名を格納したﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in name; 
   struct hostent *phostent; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       ……………… 
   } 
   memset(&name,0,sizeof(name)); 
   name.sin_family = AF_INET; 
   name.sin_port = htons(3000); 
   phostent = gethostbyname(“server1.cipherlab.com.tw”); 
   if (!phostent)) { 
       printf(“Can not get IP from DNS server”); 
       …………………. 
   } 
   memcpy(&name.sin_addr, phostent->h_addr_list[0],4); 
   if (connect(s, (struct sockaddr*)&name, sizeof(name)) < 0) { 
       printf(“Error in Establishing connection”); 
       …………………. 
   } 

 戻り値  正常終了すると、hostent 構造体に指定のﾎｽﾄﾈｰﾑに対応する IP ｱﾄﾞﾚｽが返されます。その他の場

合は、Null が返されます。 

 備考  引数 hnp で指定されたﾎｽﾄ名の情報を取得します。ﾎｽﾄ名からｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾎｽﾄのﾘﾌｧﾚﾝｽが格納された

hostnet 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀを返します。 
 SetNetConfig()をｺｰﾙする場合、DNS ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽを指定する必要があります。

DhcpEnable が設定されている場合は、DHCP ｻｰﾊﾞｰ自動的にから取得することができます。 

 参照  DNS_resolver 
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getpeername 
 目的  接続したﾋﾟｱの名前を取得します。 

 書式  int getpeername(SOCKET s, sockaddr *name, int *namelen); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   struct sockaddr *name 
ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽやﾎﾟｰﾄ番号がｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int *namelen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞを示す整数型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in remote_name; 
   int size_of_name; 
   ………………………………….. 
   size_of_name = sizeof(remote_name); 
   if (getpeername(s, (struct sockaddr*)&remote_name, &size_of_name) < 0) { 
       printf(“Can not get remote name info”); 
       …………………………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ｿｹｯﾄ s に接続されたﾋﾟｱの名前を返します。接続されたｿｹｯﾄで使用することができます。 
 name は接続相手のｱﾄﾞﾚｽが格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄは通信を行っているｱﾄﾞﾚｽﾌ

ｧﾐﾘによります。 
 namelen は結果が格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。name 構造体のﾎﾟｲﾝﾀが格納されています。関数の

処理結果として、格納されたｱﾄﾞﾚｽの実際の長さがﾊﾞｲﾄ単位でｾｯﾄされます。引数で指定したﾊﾞ

ｯﾌｧｻｲｽﾞが小さい場合、ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞを超える部分は切り捨てられます。 

 参照  connect, getsockname 
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getsockname 
 目的  ｿｹｯﾄ名を取得します。 

 書式  int getsockname(SOCKET s, sockaddr *name, int *namelen); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   struct sockaddr *name 
ﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽやﾎﾟｰﾄ番号がｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int *namelen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞを示す整数型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in local_name; 
   int size_of_name; 
   ………………………………….. 
   size_of_name = sizeof(local_name); 
   if (getsockname(s, (struct sockaddr*)&local_name, &size_of_name) < 0) { 
       printf(“Can not get local name info”); 
       …………………………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ﾊﾞｲﾝﾄﾞまたは接続されたｿｹｯﾄ名を返します。connect()のｺｰﾙを最初にﾊﾞｲﾝﾄﾞを行わずになされた

ときに特に便利です。 
 name は接続相手のｱﾄﾞﾚｽが格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄは通信を行っているｱﾄﾞﾚｽﾌ

ｧﾐﾘによります。 
 namelen は結果が格納されるﾊﾟﾗﾒｰﾀです。name 構造体のﾎﾟｲﾝﾀが格納されています。関数の

処理結果として、格納されたｱﾄﾞﾚｽの実際の長さがﾊﾞｲﾄ単位でｾｯﾄされます。引数で指定したﾊﾞ

ｯﾌｧｻｲｽﾞが小さい場合、ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞを超える部分は切り捨てられます。 

 参照  bind, connect, getperrname 
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getsockopt 
 目的  ｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝを取得します。 

 書式  int getsockopt(SOCKET s, int level, int optname, char *optval, int *option); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   int level 
ｵﾌﾟｼｮﾝが属するﾚﾍﾞﾙ。 
SOL_SOCKET, IPPROTO_TCP, IPPROTO_IP 

   int optname 
値を取得するｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝ。例えば、以下のｵﾌﾟｼｮﾝが認識されます。 
 SOL_SOCKET 

SO_DEBUG ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報の記録を有効。 
SO_REUSEADDR ﾛｰｶﾙｱﾄﾞﾚｽの再利用あり。 
SO_KEEPALIVE ｷｰﾌﾟｱﾗｲﾌﾞﾁｪｯｸ送信あり。 
SO_DONTROUTE 送信ﾒｯｾｰｼﾞのﾙｰﾄﾊﾞｲﾊﾟｽ有効。 
SO_BROADCAST ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄﾒｯｾｰｼﾞ送信許可有効。 
SO_BINDTODEVICE (…) 
SO_LINGER 現在のﾘﾝｶﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ。 
SO_OOBINLINE ﾊﾞﾝﾄﾞ内の帯域外ﾃﾞｰﾀの受信有効。 
SO_SNDBUF 送信ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞ取得。 
SO_RCVBUF 受信ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞ取得。 
SO_ERROR ｿｹｯﾄのｴﾗｰ取得&ｸﾘｱ。 
SO_TYPE ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ取得。 
 IPPROTO_TCP 

TCP_MAXSEG TCP 最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞ取得。 
TCP_NODELAY ﾈｰｸﾞﾙｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ無効。 
 IPPROTO_IP 

IP_OPTIONS IP ﾍｯﾀﾞｵﾌﾟｼｮﾝ取得。 
 

   char *optval 
ｵﾌﾟｼｮﾝの値が設定されているﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int *option 
ﾊﾞｲﾄ単位で、ﾊﾞｯﾌｧのｻｲｽﾞを格納した int 型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  任意の状態、ﾀｲﾌﾟのｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝの現在の値を取得し、結果を optval に格納します。ｵﾌﾟｼｮﾝは、複

数のﾌﾟﾛﾄｺﾙﾚﾍﾞﾙに存在する場合がありますが、それらは最上位ｿｹｯﾄﾚﾍﾞﾙに常駐しています。ｵﾌﾟｼ

ｮﾝは、このようなﾊﾟｹｯﾄﾙｰﾃｨﾝｸﾞおよび OOB ﾃﾞｰﾀ転送などのｿｹｯﾄ操作に影響します。 
 ｿｹｯﾄﾚﾍﾞﾙでｵﾌﾟｼｮﾝを操作する場合は、引数 level に SOL_SOCKET を指定します。 
 他のﾚﾍﾞﾙでｵﾌﾟｼｮﾝを操作するために、ｵﾌﾟｼｮﾝを制御する適切なﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾌﾟﾛﾄｺﾙ番号が提供され

ています。 

 参照  setsockopt 

inet_addr 
 目的  ﾄﾞｯﾄ(.)区切りで表現された IP ｱﾄﾞﾚｽをﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰ(unsigned long integer)に変換します。 

 書式  unsigned long inet_addr(char *dotted); 

 引数  char *dotted 
変換する標準的なﾄﾞｯﾄ表記の IP ｱﾄﾞﾚｽ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct sockaddr_in name; 
   name.sin_addr .s_addr = inet_addr(“192.168.1.1”); 

 戻り値  ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換された値が返されます。 

 参照  inet_ntoa 
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inet_ntoa 
 目的  ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰ(unsigned long integer)で表現された IP ｱﾄﾞﾚｽをﾄﾞｯﾄ(.)ﾌｫｰﾑに変換します。 

 書式  char* inet_ntoa(struct in_addr addr); 

 引数  struct in_addr addr 
in_addr 構造体に格納されている IP ｱﾄﾞﾚｽを指定します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct sockaddr_in name; 
   char ip_addr[16]; 
   strcpy(ip_addr, inet_ntoa(name.sin_addr)); 
   printf(“Remote IP:%s”,ip_addr); 

 戻り値  ﾄﾞｯﾄﾌｫｰﾑに変換された値が返されます。 

 参照  inet_addr 

ioctlsocket 
 目的  ｿｹｯﾄの I/O ﾓｰﾄﾞのｺﾝﾄﾛｰﾙを提供します。 

 書式  int ioctlsocket(int fildes, int request …); 

 引数  int fildes 
ﾌｧｲﾙを開くﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  特殊ﾌｧｲﾙの基礎となるﾃﾞﾊﾞｲｽのﾊﾟﾗﾒｰﾀを操作します。 
 特に、ｷｬﾗｸﾀ型特殊ﾌｧｲﾙの多くの動作特性は ioctlsocket()をｺｰﾙするによって制御することがで

きます。 

 参照  fctlsocket 
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listen 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝを接続待ち状態にします。 

 書式  int listen(SOCKET s, int backlog); 

 引数  SOCKET s 
ﾊﾞｲﾝﾄﾞする接続されていないｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   int backlog 
接続待ちｷｭｰ数(ｺﾈｸｼｮﾝ数)。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   struct sockaddr_in name; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       ……………… 
   } 
   memset(&name,0,sizeof(name)); 
   name.sin_family = AF_INET; 
   name.sin_port = htons(3000); 
   if (bind(s, (struct sockaddr*)&name, sizeof(name)) < 0) { 
       printf(“Error in Binding on socket : %d”, s); 
       …………………. 
   } 
    if (listen(s, 1)) { 
       printf(“Error in Listening on socket : %d”, s); 
       ………………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  この関数は、接続指向のｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟは SOCK_STREAM とともに使用されます。ﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝを実

行するためにｺｰﾙされるｼｰｹﾝｽの一部です。listen()は、ｿｹｯﾄをｸﾗｲｱﾝﾄからの接続要求が引数

backlog の数に達するまで待機状態にします。 
 ｿｹｯﾄは着信接続要求を認識し、accept()がﾌﾟﾛｾｽによって保留中の承認をｷｭｰに登録されている

ところでﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝになります。 
 この関数は、通常、一度に複数の接続要求を持つことができるｻｰﾊﾞｰで使用します。接続要求

QUE が満杯の場合、ｸﾗｲｱﾝﾄはｴﾗｰを受信します。 
 使用可能なｿｹｯﾄﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀが存在しない場合、listen()の続行を試みます。ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀが使用可能

になると、listen()または accept()ｺｰﾙに後に、可能であれば、現在または最新の backlog へｷｭｰ

を貯めていき、接続待ち状態となります。 
 listen()がすでにリスニングソケットに対してｺｰﾙされている場合は、backlog を変更せずに成功

を返します。リスニングソケット上で listen()を後続処理でｺｰﾙしで backlog を 0 に設定して

も、特にｿｹｯﾄの接続がある場合は、適切なﾘｾｯﾄとは見なされません。 

 参照  accept, connect 
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recv 
 目的  ｺﾈｸﾄまたはﾊﾞｲﾝﾄﾞしたｿｹｯﾄからﾃﾞｰﾀを受信します。 

 書式  int recv(SOCKET s, char *buf, int len, int flags); 

 引数  SOCKET s 
接続されたｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   char *buff 
ﾃﾞｰﾀを受信するﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
受信する最大ﾊﾞｲﾄ数。 

   int flags 
MSG_OOB 帯域外ﾃﾞｰﾀ受信 
MSG_PEEK ﾃﾞｰﾀの受信を行いますが、ﾊﾞｯﾌｧからﾃﾞｰﾀを削除しません。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   char buf[1024]; 
   int len; 
   …………………………… 
   if (socket_hasdata(s)) { 
       len = recv(s, buf, sizeof(buf),0) 
       if (len < 0) { 
           printf(“recv fails on socket:%d”,s); 
           ……………… 
       } 
   } 

 戻り値  正常終了すると、受信したﾊﾞｲﾄ数を示す 0 以上(>=0)の値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を

返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 説明  ｺﾈｸﾄしたｿｹｯﾄからﾃﾞｰﾀを受信します。 
 select()はより多くのﾃﾞｰﾀがいつ届くかを判断するために使用されることがあります。 
 受信ﾃﾞｰﾀの有無を確認した上で、recv()をｺｰﾙする前に、socket_has_data()をｺｰﾙすると、ﾌﾞﾛｯ

ｷﾝｸﾞを回避することができます。 

 参照  recvfrom, select, send, socket_hasdata 
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recvfrom 
 目的  ｿｹｯﾄからﾃﾞｰﾀを受信し、送信元ｱﾄﾞﾚｽを格納します。 

 書式  int recvfrom(SOCKET s, char *buf, int len, int flags, struct sockaddr *from, int *fromlen); 

 引数  SOCKET s 
接続されたｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   char *buff 
ﾃﾞｰﾀを受信するﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
受信する最大ﾊﾞｲﾄ数。 

   int flags 
MSG_OOB 帯域外ﾃﾞｰﾀ受信 
MSG_PEEK ﾃﾞｰﾀの受信を行いますが、ﾊﾞｯﾌｧからﾃﾞｰﾀを削除しません。 

   struct sockaddr *from 
送信元ｱﾄﾞﾚｽがｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int *fromlen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞを示す整数型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  正常終了すると、受信したﾊﾞｲﾄ数を示す 0 以上(>=0)の値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を

返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 説明  指定されたﾊﾞｯﾌｧ(buf)のからの着信ﾃﾞｰﾀを読込み、ﾃﾞｰﾀが送信されたからｱﾄﾞﾚｽを取得します。通

常、無接続ｿｹｯﾄで使用します。 
 引数 from が Null でない場合、送信元ｱﾄﾞﾚｽがｾｯﾄされます。 
 fromlen は、入力・出力の引数です。引数 from に関連付けられたﾊﾞｯﾌｧのｻｲｽﾞで初期化され、

そこに格納されたｱﾄﾞﾚｽの実際のｻｲｽﾞがﾘｰﾀﾝ時に格納されます。 
 select()はより多くのﾃﾞｰﾀがいつ届くかを判断するために使用されることがあります。 
 受信ﾃﾞｰﾀの有無を確認した上で、recvfrom()をｺｰﾙする前に、socket_has_data()をｺｰﾙすると、

ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞを回避することができます。 

 参照  recv, select, send, socket_hasdata 
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select 
 目的  複数の I/O と同期させます。 

 書式  int select(int nfds, fd_set *readfds, fd_set *writefds,fd_set *exceptfds, struct timeval *timeout); 

 引数  int nfds 
ﾁｪｯｸするｿｹｯﾄの集合を識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   fd_set *readfds, *writefds, *exceptfds 
対象のﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀがない場合、Null ﾎﾟｲﾝﾀを指定することができます。 

   struct timeval *timeout 
ｾﾞﾛ値の timeval 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。select の完了を待機する最大間隔を指定します。 
Null の場合、無期限に待機します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  正常終了すると、準備ができたﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの数を返します。ﾀｲﾑｱｳﾄ時は 0 を返します。ｴﾗｰが発生

した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 説明  引数 readfds、writefds、exceptfds で渡されたﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀのうちのいくつかが送信準備完了、受信

準備完了、例外条件によるﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞになっているかどうか診断します。 
 検出可能な唯一の例外条件は、ｿｹｯﾄで受信される帯域外ﾃﾞｰﾀです。 
 この関数は、引数で渡されたﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ集合を、準備完了となったﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀに置換します。引

数で渡されたﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀのうち、準備完了となったﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの総数を返します。 
ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ集合は、整数配列のﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞとしてｾｯﾄされています。 
 ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ集合を制御するための一覧です。ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの値がｾﾞﾛ未満、またはｼｽﾃﾑでｻﾎﾟｰﾄされ

ているﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの最大数 FD_SETSIZE より大きいの場合の動作は定義されていません。 
FD_SETSIZE 8 ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの最大数は 8 です。 
FD_SET (n, p) ((p) -> fds_bits [(n) >> 3] |= (1 << ((n) & 7))) 
FD_CLR (n, p) ((p) -> fds_bits [(n) >> 3] &= ~(1 << ((n) & 7))) 
FD_ISSET (n, p) ((p) -> fds_bits [(n) >> 3] & (1 << ((n) & 7))) 
FD_ZERO (p) Memset ((void *) (p), 0, sizeof(*(p))) 

 参照  accept, connect, recv, send 
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send 
 目的  ｺﾈｸﾄしたｿｹｯﾄへﾃﾞｰﾀを送信します。 

 書式  int send(SOCKET s, char *buf, int len, int flags); 

 引数  SOCKET s 
接続されたｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   char *buff 
送信ﾃﾞｰﾀを格納するﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
送信する最大ﾊﾞｲﾄ数。 

   int flags 
MSG_OOB 帯域外ﾃﾞｰﾀ受信 
MSG_DONTROUTE ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾃﾞｰﾀを送信。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   char buf[1024]; 
   int len, tlen; 
   ………………………… 
   len = strlen(buf); 
   tlen = send(s, buf, len,0) 
   if (tlen < 0) { 
       printf(“send fails on socket:%d”,s); 
       ……………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、送信したﾊﾞｲﾄ数を示す 0 以上(>=0)の値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を

返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  送信ﾊﾞｯﾌｧ(buf)に格納されたﾃﾞｰﾀをｺﾈｸﾄしたｿｹｯﾄへ送信します。 
 全ﾃﾞｰﾀを一度に送信することはできません。送信ﾊﾞｯﾌｧがｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰしているか戻り値をﾁｪｯｸし

てください。 
 送信ﾃﾞｰﾀの有無を確認した上で、send()をｺｰﾙする前に、socket_has_data()をｺｰﾙすると、ﾌﾞﾛｯ

ｷﾝｸﾞを回避することができます。 

 参照  recv, sendto, socket_cansend 
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sendto 
 目的  ｺﾈｸﾄしたｿｹｯﾄへﾃﾞｰﾀを送信します。 

 書式  int send(SOCKET s, char *buf, int len, int flags); 

 引数  SOCKET s 
接続されたｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   char *buff 
送信ﾃﾞｰﾀを格納するﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int len 
送信する最大ﾊﾞｲﾄ数。 

   int flags 
MSG_OOB 帯域外ﾃﾞｰﾀ受信 
MSG_DONTROUTE ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾃﾞｰﾀを送信。 

   struct sockaddr *to 
送信先ｱﾄﾞﾚｽがｾｯﾄされる sockaddr 構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int *tolen 
sockaddr 構造体のｻｲｽﾞを示す整数型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 
 戻り値  正常終了すると、送信したﾊﾞｲﾄ数を示す 0 以上(>=0)の値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を

返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  送信ﾊﾞｯﾌｧ(buf)に格納されたﾃﾞｰﾀをｺﾈｸﾄしたｿｹｯﾄへ送信します。 
 送信先ｱﾄﾞﾚｽは引数 tolen で指定されたｻｲｽﾞとともに渡されます。通常、無接続ｿｹｯﾄで使用され

ます。 
 全ﾃﾞｰﾀを一度に送信することはできません。送信ﾊﾞｯﾌｧがｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰしているか戻り値をﾁｪｯｸし

てください。 
 送信ﾃﾞｰﾀの有無を確認した上で、send()をｺｰﾙする前に、socket_has_data()をｺｰﾙすると、ﾌﾞﾛｯ

ｷﾝｸﾞを回避することができます。 

 参照  recvfrom, send, socket_cansend 
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setsockopt 
 目的  ｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。 

 書式  int setsockopt(SOCKET s, int level, int optname, char *optval, int *option); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   int level 
ｵﾌﾟｼｮﾝが属するﾚﾍﾞﾙ。 
SOL_SOCKET, IPPROTO_TCP, IPPROTO_IP 

   int optname 
値を設定するｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝ。例えば、以下のｵﾌﾟｼｮﾝが認識されます。 
 SOL_SOCKET 

SO_DEBUG ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報の記録を有効。 
SO_REUSEADDR ﾛｰｶﾙｱﾄﾞﾚｽの再利用あり。 
SO_KEEPALIVE ｷｰﾌﾟｱﾗｲﾌﾞ(Keep Alive)ﾁｪｯｸ送信あり。 
SO_DONTROUTE 送信ﾒｯｾｰｼﾞのﾙｰﾄﾊﾞｲﾊﾟｽ有効。 
SO_BROADCAST ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄﾒｯｾｰｼﾞ送信許可有効。 
SO_BINDTODEVICE (…) 
SO_LINGER 現在のﾘﾝｶﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ。 
SO_OOBINLINE ﾊﾞﾝﾄﾞ内の帯域外ﾃﾞｰﾀの受信有効。 
SO_SNDBUF 送信ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞ取得。 
SO_RCVBUF 受信ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞ取得。 
SO_ERROR ｿｹｯﾄのｴﾗｰ取得&ｸﾘｱ。 
SO_TYPE ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ取得。 
 IPPROTO_TCP 

TCP_MAXSEG TCP 最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞ取得。 
TCP_NODELAY ﾈｰｸﾞﾙｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ無効。 
 IPPROTO_IP 

IP_OPTIONS IP ﾍｯﾀﾞｵﾌﾟｼｮﾝ取得。 
 

   char *optval 
ｵﾌﾟｼｮﾝの値が設定されているﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int *option 
ﾊﾞｲﾄ単位で、ﾊﾞｯﾌｧのｻｲｽﾞを格納した int 型変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  任意の状態、ﾀｲﾌﾟのｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝの現在の値を設定します。ｵﾌﾟｼｮﾝは、複数のﾌﾟﾛﾄｺﾙﾚﾍﾞﾙに存在す

る場合がありますが、それらは最上位ｿｹｯﾄﾚﾍﾞﾙに常駐しています。ｵﾌﾟｼｮﾝは、このようなﾊﾟｹｯﾄﾙ

ｰﾃｨﾝｸﾞおよび OOB ﾃﾞｰﾀ転送などのｿｹｯﾄ操作に影響します。ｿｹｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝを設定するとき、ｵﾌﾟｼｮﾝ

が常駐するﾚﾍﾞﾙおよびｵﾌﾟｼｮﾝの名前を指定する必要があります。 
 ｿｹｯﾄﾚﾍﾞﾙでｵﾌﾟｼｮﾝを操作する場合は、引数 level に SOL_SOCKET を指定します。 
 他のﾚﾍﾞﾙでｵﾌﾟｼｮﾝを操作するために、ｵﾌﾟｼｮﾝを制御する適切なﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾌﾟﾛﾄｺﾙ番号が提供され

ています。 

 参照  getsockopt 
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shutdown 
 目的  TCP ｺﾈｸｼｮﾝをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。 

 書式  int shutdown(SOCKET s, int how); 

 引数  SOCKET s 
ｿｹｯﾄを識別するﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ。 

   int how 
0 受信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。 
1 送信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝし、FIN ﾌﾗｸﾞを送信します。 
2 送信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽと受信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽの両方をｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   ………………………… 
   if (shutdown(s, 2) < 0) { 
       printf(“shutdown fails on socket:%d”,s); 
       ……………… 
   } 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  TCP 接続をｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。 
 この関数によって、ﾃﾞｰﾀ送信ﾊﾟｽと受信ﾊﾟｽの両方をｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝした場合でも、ｿｹｯﾄをｸﾛｰｽﾞする

ために closesocket ()をｺｰﾙしなければいけません。 

 参照  closesocket 

socket 
 目的  ｻｰﾊﾞｰﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞにﾊﾞｲﾝﾄﾞするｿｹｯﾄを作成します。 

 書式  SOCKET socket(int domain, int type, int protocol); 

 引数  int domain 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌｧﾐﾘを指定します。PF_INET または AF_INET を指定します。 

   int type, int protocol 
指定したｿｹｯﾄの種類に応じて、使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙが TCP、UDP、または ICMP となります。 
Type Protocol  
SOCK_STREAM TCP ｽﾄﾘｰﾑｿｹｯﾄ 
SOCK_DGRAM UDP ﾃﾞｰﾀｸﾞﾗﾑｿｹｯﾄ 
SOCK_RAW ICMP Raw ﾌﾟﾛﾄｺﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SOCKET s; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       …………………….. 
   } 

 戻り値  正常終了すると、ｿｹｯﾄ番号を示す正の値(>=0)が返されます。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽ

ﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  通信のｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄを作成し、ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀを返します。 
 引数 domain はﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌｧﾐﾘから通信が行われる通信ﾄﾞﾒｲﾝを選択します。 
 ｿｹｯﾄには通信のｾﾏﾝﾃｨｸｽを指定する引数 type があります。 
 引数 protocol はｿｹｯﾄで使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。通常は単一のﾌﾟﾛﾄｺﾙでは、与えられたﾌﾟ

ﾛﾄｺﾙ·ﾌｧﾐﾘ内の特定のｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟをｻﾎﾟｰﾄするためにあります。しかし、この方法で、ﾌﾟﾛﾄｺﾙを特

定する必要があるﾌﾟﾛﾄｺﾙが存在する可能性があります。使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙ番号は通信を行う"通
信ﾄﾞﾒｲﾝ"に固有です。 

 参照  accept, bind, closesocket, connect, getpeername, getsockname, getsocketopt, ioctlsocket, 
   listen, recv, recvfrom, select, send, sendto, setsockopt, shutdown 
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2.3 ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟ 
 

2.3.1 関数 

htonl 
 目的  指定の値(unsigned long 型)をﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰからﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換します。 

 書式  unsigned long htonl(unsigned long val); 

 引数  unsigned long val 
変換したい unsigned long 型の値。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換された値が返されます。 

 参照  ntohl 

htons 
 目的  指定の値(unsigned short 型)をﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰからﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換します。 

 書式  unsigned short htons(unsigned short val); 

 引数  unsigned short val 
変換したい unsigned short 型の値。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct sockaddr_in name; 
   s = socket(PF_INET, SOCK_STREAM, TCP) 
   if (s < 0) { 
       printf(“SOCKET allocation failed”); 
       ……………… 
   } 
   memset(&name,0,sizeof(name)); 
   name.sin_family = AF_INET; 
   name.sin_port = htons(3000); 

 戻り値  ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換された値が返されます。 

 参照  ntohs 

ntohl 
 目的  指定の値(unsigned long 型)をﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰからﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換します。 

 書式  unsigned long ntohl(unsigned long val); 

 引数  unsigned long val 
変換したい unsigned long 型の値。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  ﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換された値が返されます。 

 参照  htonl 
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ntohs 
 目的  指定の値(unsigned short 型)をﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰからﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換します。 

 書式  unsigned ntohs(unsigned val); 

 引数  unsigned short val 
変換したい unsigned short 型の値。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct sockaddr_in name; 
   int port; 
   ………………………………….. 
   port = ntohs(name.sin_port); 
   printf(“Remote Port : %d”, port); 

 戻り値  ﾎｽﾄﾊﾞｲﾄｵｰﾀﾞｰに変換された値が返されます。 

 参照  htons 
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2.4 補足機能 
追加情報を取得したり、接続の制御を設定したりするのに便利な関数が用意されています。 

DNS_resolver 
 目的  ﾘﾓｰﾄ名からﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽを取得します。 

 書式  int DNS_resolver(const char *remote_host, unsigned char *remote_ip); 

 引数  const char *remote_host 
ﾘﾓｰﾄ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned char *remote_ip 
ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char IP[4]; 
   DNS_resolver (“www.cipherlab.com.tw”,IP); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時はﾏｲﾅｽの値を返します。 

 備考  この関数をｺｰﾙする場合、DNS ｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽが適切に設定されている必要があります。 

 参照  gethostbyname 

Nportno 
 目的  適切なﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号を取得します。 

 書式  int Nportno(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ((conno = Nopen(remote_ip, “TCP/IP”, Nportno( ), 2000, 0)) < 0) 
       printf(“Fail to connect to Host:%s\r\n”, remote_ip); 

 戻り値  適切なﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号を返します。 

 備考  Nopen()でｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝを行う場合に指定する一時的なﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号を取得します。 

 参照  Nopen 

socket_block 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝをﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞにｾｯﾄします。 

 書式  int socket_block(int conn); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  socket_block(conno); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は-1 を返します。 

 備考  ｺﾈｸｼｮﾝをﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞにｾｯﾄします。 
 ﾈｯﾄﾜｰｸでは、ﾃﾞﾌｫﾙﾄがﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞです。ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞの場合、処理が完了するかﾀｲﾑｱｳﾄｴﾗｰ

が発生するまで処理は実行されます。 

 参照  socket_nblock 
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socket_cansend 
 目的  指定したﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀが送信可能かをﾁｪｯｸします。 

 書式  int socket_cansend(int conno, unsigned int len); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

   int len 
送信したいﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_cansend(conno, strlen(buf))) 
       Nwrite(conno, buf, strlen(buf)); 

 戻り値  可能な場合は、0 以外を返します。不可能な場合は、0 を返します。 

 参照  Nwrite 

socket_fin 
 目的  次に送出される TCP ｾｸﾞﾒﾝﾄに FIN ﾌﾗｸﾞをｾｯﾄします。 

 書式  int socket_fin(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  socket_fin(conno);  

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は-1 を返します。 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、次に送出される TCP ｾｸﾞﾒﾝﾄの TCP ﾍｯﾀﾞに FIN ﾌﾗｸﾞがｾｯﾄされます。 
 最後のｾｸﾞﾒﾝﾄが送信されると同時に接続をｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝするのに有効です。その後、接続を切断す

るために Nclose()をｺｰﾙします。 

 参照  Nclose 

socket_hasdata 
 目的  ﾊﾞｯﾌｧに受信ﾃﾞｰﾀがあるかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int socket_hasdata(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_hasdata(conno)) 
       Nread(conno, buf, sizeof(buf)); 

 戻り値  ﾊﾞｯﾌｧに受信ﾃﾞｰﾀある場合は、0 以外を返します。ない場合は、0 以外を返します。 

 参照  Nread, recv 
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socket_ipaddr 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝのﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽを取得します。 

 書式  int socket_ipaddr(int conno, char *ipaddr); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

   char *ip 
ﾘﾓｰﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  unsigned char ip[4]; 
   socket_ipaddr(conno, ip); 
   printf(“Remote IP:%d.%d.%d.%d\r\n”, ip[0], ip[1], ip[2], ip[3]); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は-1 を返します。 

 備考  引数 ipaddr で指定されたﾊﾞｯﾌｧに conno で指定されたｺﾈｸｼｮﾝのﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽをｾｯﾄします。ﾇﾙ

文字は付加されません。 

 参照  getpeername 

socket_isopen 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝのﾘﾓｰﾄｴﾝﾄﾞが接続されているかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int socket_isopen(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_isopen(conno)) printf(“connected!!”); 

 戻り値  ｺﾈｸｼｮﾝのﾘﾓｰﾄｴﾝﾄﾞが確立されている場合は、0 を返します。そうでない場合、0 を返します。 

 備考  ﾘﾓｰﾄｴﾝﾄﾞが ESTABLISHED のｽﾃｰﾀｽになっているかﾁｪｯｸします。(TCP のみ) 

 参照  Nopen 

socket_keepalive 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝへ送信するﾀﾞﾐｰﾊﾟｹｯﾄの送信間隔を設定します。 

 書式  int socket_keepalive(int conno, unsigned long val); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

   long val 
送信間隔(ﾐﾘ秒)。 
 ﾀﾞﾐｰﾊﾟｹｯﾄ送信を行わない場合は、0 を指定します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_keepalive(conno, p); 

 戻り値  0 を返します。 

 説明  ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの中には、ﾀｲﾑｱｳﾄ内に何もﾊﾟｹｯﾄを受信することができなかった場合に、自動的にｺﾈｸｼ

ｮﾝを切断するものが幾つかあります。その自動切断を回避したい場合に、この関数で適当な間隔

でﾀﾞﾐｰﾊﾟｹｯﾄを送信するように設定します。(TCP のみ) 
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socket_noblock 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝをﾉﾝﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞにｾｯﾄします。 

 書式  int socket_noblock(int conn); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_noblock(conno); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は-1 を返します。 

 備考  ｺﾈｸｼｮﾝをﾉﾝﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞにｾｯﾄします。ﾉﾝﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾓｰﾄﾞにｾｯﾄした状態で、recv 関数のようなﾌﾞﾛｯ

ｷﾝｸﾞ関数を実行すると、EWOULDBLOCK ｴﾗｰが発生します。 

 参照  socket_block 

socket_push 
 目的  次に送出される TCP ｾｸﾞﾒﾝﾄに PSH ﾌﾗｸﾞをｾｯﾄします。 

 書式  int socket_push(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_push(conno); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は-1 を返します。 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、次に送出される TCP ｾｸﾞﾒﾝﾄの TCP ﾍｯﾀﾞに PSH ﾌﾗｸﾞがｾｯﾄされます。 
 このｾｸﾞﾒﾝﾄを介して、すべての内部ﾊﾞｯﾌｧのｾｸﾞﾒﾝﾄを、できるだけ早くｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに配信するﾘﾓ

ｰﾄ·ｼｽﾃﾑで有効です。 

 参照  socket_fin 

socket_rxstat 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝの受信ｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  int socket_rxstat(int conn); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  socket_rxstat(conno); 

 戻り値  下記のｽﾃｰﾀｽが返されます。 
0x01 S_EOF FIN ﾌﾗｸﾞを受信しました。 
0x02 S_UNREA 宛先は、到達不可能な ICMP です。 
0x04 S_FATAL 致命的なｴﾗｰが発生しました。 
0x08 S_RST ﾘｽﾀｰﾄﾒｯｾｰｼﾞを受信しました。 
0x10 S_SHUTRECV 受信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽはｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝしました。(FIN ﾌﾗｸﾞ受信無し) 

 参照  socket_txstat 
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socket_rxtout 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝの受信ﾀｲﾑｱｳﾄを設定します。 

 書式  int socket_rxtout(int conno, unsigned long val); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

   unsigned long val 
ﾀｲﾑｱｳﾄ値(ﾐﾘ秒)。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_rxtout(conno,timeout); 

 戻り値  正常終了すると、0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 errno に発生

したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙのｴﾗｰｺｰﾄﾞを参照してください。 

socket_state 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝのｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  char socket_state(int conn); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_state(conno); 

 戻り値  下記のｽﾃｰﾀｽが返されます。 
1 ESTABLISHED  
2 SYN_SENT  
3 SYN_RECEIVED  
4 LISTEN  
5 CLOSING  

 参照  socket_rxstat, socket_txstat 

socket_testfin 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝのﾘﾓｰﾄｴﾝﾄﾞがｸﾛｰｽﾞしているかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int socket_testfin(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (socket_testfin(conno)) Nclose(conno); 

 戻り値  ｸﾛｰｽﾞしている場合は、0 以外をを返します。そうでない場合は、0 を返します。 

 参照  Nclose 

socket_txstat 
 目的  ｺﾈｸｼｮﾝの送信ｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  int socket_txstat(int conno); 

 引数  int conn 
ｺﾈｸｼｮﾝ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = socket_txstat(conno); 

 戻り値  下記のｽﾃｰﾀｽが返されます。 
0x01 S_PSH PSH ﾌﾗｸﾞが送信されました。 
0x08 S_FIN_SENT FIN ﾌﾗｸﾞが送信されました。 
0x10 S_FIN_ACKED 送信した FIN ﾌﾗｸﾞに対する ACK が返されました。 
0x20 S_PASSIVEOPEN 元のｵｰﾌﾟﾝﾓｰﾄﾞはﾊﾟｯｼﾌﾞｵｰﾌﾟﾝです。(同時にｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝが存在) 

 参照  socket_rxstat 
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3 ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ 
ここでは、ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ構成に関連する機能について説明します。これらの関数は、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成が対応しているﾊﾝﾃﾞｨﾀｰ

ﾐﾅﾙでのみの適用となります。『付録 4 使用例』を参照してください。 

 WLAN  IEEE 802.11b/g。 
 SPP  Bluetooth のｼﾘｱﾙ･ﾎﾟｰﾄ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 DUN  Bluetooth ﾓﾃﾞﾑ接続のﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 DUN-GPRS 携帯電話 GPRS 起動用 Bluetooth のﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 HID  Bluetooth のﾋｭｰﾏﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ･ﾃﾞﾊﾞｲｽ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 HSP  Bluetooth のﾍｯﾄﾞｾｯﾄ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 FTP  Bluetooth のﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛﾄｺﾙ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 
 GSM  FDD-TDMA 方式で実現されている第 2 世代携帯電話 の 規格。 
 GPRS  汎用ﾊﾟｹｯﾄ無線ｼｽﾃﾑ。 
 UMTS  ﾖｰﾛｯﾊﾟ第 3 世代移動通信ｼｽﾃﾑ「IMT-2000」準拠の通信方式。 
 HSDPA 第 3 世代携帯電話方式「W-CDMA」のﾃﾞｰﾀ通信を高速化した規格。 

ﾜｲﾔﾚｽ製品一覧 
 8000 8200 8300 8400 8500 8700 
Bluetooth のみ 8062 8260 8362 8400 8500 8700 
WLAN (802.11b/g) のみ 8071  8370    
Bluetooth ＋ WLAN  8230 8330 8470 8570 8770 
Bluetooth ＋ WWAN      8780 
Bluetooth ＋ WLAN ＋ WWAN      8790 
(1) Bluetooth と GSM のﾎﾟｰﾄ対応表は前章を参照してください。 
(2) GSM/GPRS/EDGE または UMTS/HSDPA ｻｰﾋﾞｽは 8700 ｼﾘｰｽﾞでｻﾎﾟｰﾄしています。 
(3) Bluetooth での HSP と FTP は 8200 ｼﾘｰｽﾞのみｻﾎﾟｰﾄしています。 

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 
TCP / IP ｽﾀｯｸの関数を呼び出すﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、以下のｲﾝｸﾙｰﾄﾞ宣言を記述する必要があります。 

#include <8xtcpip.h> 

このﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ"8xtcpip.h"には関数ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ(宣言)、ｴﾗｰｺｰﾄﾞ定義が含まれています。このﾌｧｲﾙは通常、C ｺﾝﾊﾟｲﾗ

の”INCLUDE”ﾌｫﾙﾀﾞの下にあります。－C:\C_Compiler\INCLUDE\ 

ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ 
すべての TCP / IP ｽﾀｯｸの処理は、"83WLAN.lib"、 "83BNEP.lib"、"80WLAN.lib"、 "80BNEP.lib"などのﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙに組み

込まれています。このﾌｧｲﾙは、ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでﾘﾝｸﾌｧｲﾙとして指定する必要があります。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾘﾝｸ時に TCP/IP ﾈｯﾄﾜｰ

ｸの処理を検索します。このﾌｧｲﾙは通常、C ｺﾝﾊﾟｲﾗの”LIB”ﾌｫﾙﾀﾞの下にあります。－C:\C_Compiler\LIB\ 

ﾘﾝｸﾌｧｲﾙ 
下記はﾘﾝｸﾌｧｲﾙの一例です。(抜粋) 

/*** Link File ***/ 
 -lm –lg –ll 
 tnet.rel 
 83wlan.lib 
 8300lib.lib 
 C900ml.lib 

3 つのﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙは、上記並びでなければなりません。すなわち、 "83WLAN.lib"は最初に、その次に"8300lib.lib"、最後

に、標準 C ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙである"c90Oml.lib"と指定する必要があります。 
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3.1 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 
ﾈｯﾄﾜｰｸを立ち上げる前に、いくつかの関連するﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定する必要があります。これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀは、NETCONFIG、

BTCONFIG、GSMCONFIG、PPPCONFIG といった構造体にｸﾞﾙｰﾌﾟ化され、ｼｽﾃﾑに保存されています。それらは通常操

作時、電源ｵﾝ/ｵﾌ時にｼｽﾃﾑによって保持されます。 
『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀの索引』を参照してください。 
 

3.1.1 実装 
ﾈｯﾄﾜｰｸ設定のﾊﾟﾗﾒｰﾀは、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰまたはｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ·ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｱｸｾｽすることができます(GetNetParameter、
SetNetParameter、以下に示すようにいくつかの特定の関数で)。 
※ ｶｰﾈﾙを更新すると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀはﾃﾞﾌｫﾙﾄ値に戻ります。 
 

3.1.2 関数 

GetNetParameter 
 目的  ｼｽﾃﾑからﾈｯﾄﾜｰｸ設定を取得します。 

 書式  void GetNetParameter(void * return-value, int index); 

 引数  『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀの索引』を参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int DhcpEnable; 
   unsigned char IP[4]; 
   …………………….. 
   DhcpEnable=1; 
   SetNetParameter((void*)&DhcpEnable , P_DHCP_ENABLE ); 
    
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   do { 
       OSTimeDly(10); 
       GetNetStatus(&ns); 
   } while (!ns.IPReady);  
   GetNetParameter((void*)&IP, P_LOCAL_IP); 
   printf(“IP=%d.%d.%d.%d”,IP[0],IP[1],IP[2],IP[3]); 

 戻り値  無し 

 説明  ｼｽﾃﾑからﾈｯﾄﾜｰｸ設定を取得します。 
 取得しようとするﾈｯﾄﾜｰｸ設定のｻｲｽﾞに合った引数を指定するよう注意してください。 
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SetNetParameter 
 目的  ｼｽﾃﾑにﾈｯﾄﾜｰｸ設定を書き込みます。 

 書式  void SetNetParameter(void *setting, int index); 

 引数  『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀの索引』を参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int DhcpEnable; 
   unsigned char IP[4]; 
   …………………….. 
   DhcpEnable=1; 
   SetNetParameter((void*)&DhcpEnable , P_DHCP_ENABLE ); 
    
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   do { 
       OSTimeDly(10); 
       GetNetStatus(&ns); 
   } while (!ns.IPReady);  
   GetNetParameter((void*)&IP, P_LOCAL_IP); 
   printf(“IP=%d.%d.%d.%d”,IP[0],IP[1],IP[2],IP[3]); 

 戻り値  無し 

 説明  ｼｽﾃﾑにﾈｯﾄﾜｰｸ設定を書き込みます。  
 全てのﾈｯﾄﾜｰｸ設定書き込みが終了すれば、NetInit()をｺｰﾙしてﾈｯﾄﾜｰｸを初期化します。 
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3.2 初期化と終了 
ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀを正しく設定した後、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ·ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、任意のﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙ(802.11b/g、Bluetooth、または

GSM/GPRS)とﾈｯﾄﾜｰｸ·ﾌﾟﾛﾄｺﾙ·ｽﾀｯｸを初期化する NetInit()をｺｰﾙすことができます。 
 ﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙは NetInit()がｺｰﾙされるまで起動されません。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ﾈｯﾄﾜｰｸの使用を停止する必要がある場合、ﾈｯﾄﾜｰｸをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝするために Netclose()をｺｰﾙする必

要があります(使用電力を節約することができます)。もう一度ﾈｯﾄﾜｰｸを有効にするには、再度 NetInit()をｺｰﾙする必要

があります。 
※ 以前のﾈｯﾄﾜｰｸ接続およびﾃﾞｰﾀは、Netclose()ｺｰﾙ後に失われます。 
 

3.2.1 概要 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 
8062 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8071 NetInit() 802.11b/g 有効。(WLAN) 
8200 ｼﾘｰｽﾞ 
8230 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8260 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8300 ｼﾘｰｽﾞ 
8330 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8362 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8370 NetInit() 802.11b/g 有効。(WLAN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8400 ｼﾘｰｽﾞ 
8400 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 

NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 
8470 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
NetInit(5L) RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 

8500 ｼﾘｰｽﾞ 
8500 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8570 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8700 ｼﾘｰｽﾞ 
8700 NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8770 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8780 NetInit(2L) 3.5G 有効。 

NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 
8790 NetInit() 

NetInit(0L) 
802.11b/g 有効。(WLAN) 

NetInit(2L) 3.5G 有効。 
NetInit(3L) Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。(DUN) 

全ｼﾘｰｽﾞ 
ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙ経由 NetInit(4L) ｸﾚｰﾄﾞﾙ IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由の PPP 接続有効。 
ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙ経由 NetInit(6L) ｸﾚｰﾄﾞﾙ IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由のｲｰｻﾈｯﾄ接続有効。 
※ NetInit(7L)は 8400GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の GPRS 接続を有効にするときに使用します。 
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3.2.2 関数 

NetInit 
 目的  ﾈｯﾄﾜｰｸの初期化を行います。 

 書式  int NetInit(void); 
   int NetInit(unsigned long mode); 

 引数  unsigned long mode 
0L WLAN_NETWORKING 802.11b/g 有効。(WLAN) 
1L BLUETOOTH_NETWORKING 予約 
2L GPRS_NETWORKING GPRS 有効。 
3L BT_GPRS_NETWORKING Bluetooth 経由のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ GPRS を機能的に有効。

(DUN) 
4L IR_PPP_NETWORKING 

CRADLE_PPP_NETWORKING 
ｸﾚｰﾄﾞﾙ IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由の PPP 接続有効。 

5L RS232_PPP_NETWORKING RS-232 経由の PPP 接続有効。(通常ﾓﾃﾞﾑ) 
6L IR_MODE_NETWORKING 

CRADLE_MODE_NETWORKING 
ｸﾚｰﾄﾞﾙ IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由のｲｰｻﾈｯﾄ接続有効。 

7L GPRS_CRADLE_NETWORKING GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の GPRS 接続有効。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct NETSTATUS ns; 
   …………………….. 
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   do { 
       OSTimeDly(10); 
       GetNetStatus(&ns); 
   } while (!ns.IPReady); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時(ﾊｰﾄﾞｳｪｱに問題がある場合など)は、-1 を返しま

す。 

 備考  無線ﾓｼﾞｭｰﾙと TCP / IP ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸを初期化します。初期化処理の一部は、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞのｼ

ｽﾃﾑﾀｽｸで実行されます。そのため、処理に戻ったときに、初期化がまだ終わってない場合があり

ます。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはﾈｯﾄﾜｰｸ操作を実行する前に IPReady(NetStatus 参照)のｽﾃｰﾀｽをﾁｪｯｸする必要があ

ります。 
 8400 の GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙの場合、NetInit(7L)でｺｰﾙした時、以下の条件で-1 を返します。 

(1) PIN ｺｰﾄﾞと GPRS AP 名が、AT ｺﾏﾝﾄﾞ経由で正しく設定されてない場合。 
(2) CHAP が 8400 上で正しく設定されてない場合。 

 参照  CheckNetStatus, NetClose 

NetClose 
 目的  ﾈｯﾄﾜｰｸ接続を閉じます。 

 書式  int NetClose(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = NetClose( ); 

 戻り値  常に 0 を返します。 

 備考  ﾈｯﾄﾜｰｸ接続を閉じします。 
 ﾈｯﾄﾜｰｸを再開する場合は、NetInit()をｺｰﾙします。 

 参照  NetInit 
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3.3 ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾃｰﾀｽ 
ﾈｯﾄﾜｰｸが初期化された後、ﾈｯﾄﾜｰｸの状態に関する情報は、ｼｽﾃﾑから取得することができます。ｽﾃｰﾀｽ情報は

NETSTATUS、RADIOSTATUS、BTSTATUS、GSMSTATUS にｸﾞﾙｰﾌﾟ化され、ｼｽﾃﾑが定期的に更新します。使用する

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで最新の状態を取得するためには CheckNetStatus()をｺｰﾙします。『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参照してくださ

い。 
 

3.3.1 関数 

CheckNetStatus 
 目的  ﾈｯﾄﾜｰｸの初期化を行います。 

 書式  int CheckNetStatus(int index); 

 引数  『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int DhcpEnable; 
   unsigned char IP[4]; 
   …………………….. 
   DhcpEnable = 1; 
   SetNetParameter((void *)&DhcpEnable, P_DHCP_ENABLE); 
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   while (!CheckNetStatus(NET_IPReady))  OSTimeDly(10); 
   GetNetParameter((void *)&IP, P_LOCAL); 
   printf(“IP = %d.%d.%d.%d”, IP[0], IP[1], IP[2], IP[3]); 

 戻り値  NETSTATUS、RADIOSTATUS、BTSTATUS、GSMSTATUS 構造体ﾘｽﾄ参照。 

 参照  GetBTStatus, GetNetStatus 
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4 IEEE 802.11B/G 
IEEE802.11b/g は、長距離無線通信を可能にするﾜｲﾔﾚｽﾛｰｶﾙｴﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ(WLAN)の工業用標準規格です。2 つの無線ﾃﾞﾊﾞｲｽ

間の通信速度は範囲と品質によります。 
信頼性の高い接続を維持するために、802.11b/g ｼｽﾃﾑのﾃﾞｰﾀ·ﾚｰﾄは信号品質を増幅したり、減少したりします。 

802.11 仕様 
周波数範囲 2.4GHz 
接続ﾃﾞﾊﾞｲｽ 802.11b – 1, 2, 5.5, 11Mbps 

802.11g – 6, 9, 12, 18, 24, 36, 48, 54Mbps 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ IP/TCP/UDP 
最大出力 50mW (802.11b) 
速度ｽﾍﾟｸﾄﾙ DSSS 
変調 802.11b – DBPSK(1 Mbps), DQPSK(2Mbps), CCK(5.5 & 11Mbps) 

802.11g – OFDM 
規格 IEEE 802.11b/g, W-Fi との互換性あり 
※ 仕様は予告なく変更されることがります。 
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4.1 構造体 
 

4.1.1 NETCONFIG 構造体 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀの索引』を

参照してください。 

struct NETCONFIG { 
    int  DhcpEnable;  
    unsigned char IpAddr[4]; 
    unsigned char SubnetMask[4]; 
    unsigned char DefaultGateway[4]; 
    unsigned char DnsServer[4]; 
    char DomainName[129]; 
    char LocalName[33]; 
    char SSID[33]; 
    int  SystemScale;  
    WLAN_FLAG Flag;  
    int  WepLen;  
    int  DefaultKey;  
    unsigned char WepKey[4][14]; 
    char EapID[33]; 
    char EapPassword[33]; 
    char WPAPassphrase[64];  
    unsigned char WPApmk[32]; 
    unsigned char WPAchk[2]; 
    unsigned char CurrentBSSID[6]; 
    unsigned char FixedBSSID[6]; 
    int  iRoamingTxLimit_11b;  
    int  iRoamingTxLimit_11g; 
    char ReservedByte[293]; 
}; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
int  DhcpEnable 1 0:DHCP 無効 

1:DHCP 有効 
11 

unsigned char IpAddr[4] 0.0.0.0 ﾛｰｶﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽ。 1 
unsigned char SubnetMask[4] 0.0.0.0 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ。 2 
unsigned char DefaultGateway[4] 0.0.0.0 ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ。 3 
unsigned char DnsServer[4] 0.0.0.0 DNS ｻｰﾊﾞｰ。 4 
char DomainName[129] Null ﾄﾞﾒｲﾝ名(読取り専用)。 16 
char LocalName[33] S/N ﾛｰｶﾙﾎｽﾄ名。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは製品のｼﾘｱﾙ番号です。 5 
char SSID[33] Null SSID。 6 
int  SystemScale 2 他のｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄをｻｰﾁする場合の目安となるｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの設

置密度を設定します。 
1 : 低密度 
2 : 中密度 
3 : 高密度 
4 : ｶｽﾀﾑ 

14 

WLAN_FLAG Flag 0x19 WLAN_FLAG 構造体を参照。 12,17,18, 
21,22,30, 
33,39 

int  WepLen 1 0 : 64 bits(5 ﾊﾞｲﾄ WEP ｷｰ) 
1 : 128 bits(13 ﾊﾞｲﾄ WEP ｷｰ) 

13 

int  DefaultKey 0 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ WEP ｷｰ 15 
unsigned char WepKey[4][14] Null WEP ｷｰ 7～10 
char EapID[33] Null Cisco APs の ID 19 
char EapPassword[33] Null Cisco APs のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 20 
unsigned char WPAPassphrase[64] Null WPA-PSK, WPA2-PSK (事前共通ｷｰﾓｰﾄﾞ) 

ﾈｯﾄﾜｰｸにｱｸｾｽするﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞ。 
34 

unsigned char WPApmk[32] Null SSID とﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞに基づいて生成された保存されている事

前共有ｷｰ。 
 

43 



 
unsigned char WPAchk[2] Null SSID またはﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞの変更を検出するﾁｪｯｸｻﾑ。(変更さ

れた場合、事前共有ｷｰが再生成されます。) 
 

unsigned char CurrentBSSID[6] Null 現在の基本 SSID。 35 
unsigned char FixedBSSID[6] Null 現在の基本 SSID として AP の MAC ｱﾄﾞﾚｽを使用。 36 
int  iRoamingTxLimit_11b 2 このﾊﾟﾗﾒｰﾀは、"ｶｽﾀﾏｲｽﾞ"ｼｽﾃﾑ規模に対応しています。 

ﾃﾞｰﾀ伝送ﾚｰﾄが指定した値より低くなると、ﾛｰﾐﾝｸﾞが始ま

ります。 
1 : 1Mbps 
2 : 2Mbps 
4 : 5.5Mbps 
8 : 11Mbps 

37 

int  iRoamingTxLimit_11g 8 このﾊﾟﾗﾒｰﾀは、"ｶｽﾀﾏｲｽﾞ"ｼｽﾃﾑ規模に対応しています。 
ﾃﾞｰﾀ伝送ﾚｰﾄが指定した値より低くなると、ﾛｰﾐﾝｸﾞが始ま

ります。 
1 : 1Mbps 
2 : 2Mbps 
4 : 5.5Mbps 
8 : 11Mbps 
16 : 6Mbps 
32 : 9Mbps 
48 : 12Mbps 
64 : 18Mbps 
80 : 24Mbps 
96 : 36Mbps 
112 : 48Mbps 
128 : 54Mbps 

38 

char ReservedByte[293] Null 予備  
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4.1.2 WLAN_FLAG 構造体 
typedef struct  { 
    unsigned int Authen:1;  
    unsigned int Wep:1;  
    unsigned int Eap:1; 
    unsigned int PWRSave:1; 
    unsigned int Preamble:2; 
    unsigned int AdHoc:1; 
    unsigned int WPA_PSK:1; 
    unsigned int WPA2_PSK:1; 
    unsigned int Reservedflag:7; 
} WLAN_FLAG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned int Authen 0 1 0 : 共通ｷｰ 

1 : ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ 
12 

unsigned int Wep 1 0 0 : WEP ｷｰなし 
1 : WEP ｷｰあり 

17 

unsigned int Eap 2 0 0 : EAP なし 
1 : EAP あり 

18 

unsigned int PWRSave 3 1 0 : ﾊﾟﾜｰｾｰﾋﾞﾝｸﾞあり 
1 : ﾊﾟﾜｰｾｰﾋﾞﾝｸﾞなし 

21 

unsigned int Preamble 4～5 1 0 : 予約 
1 : ﾛﾝｸﾞ 
2 : ｼｮｰﾄ 
3 : 両方 

22 

unsigned int AdHoc 6 0 Ad-hoc ﾓｰﾄﾞ 
0 : 無効 
1 : 有効 

30 

nsigned int WPA_PSK 7 0 0 : WPA-PSK 有効 
1 : WPA-PSK 無効 

33 

unsigned int WPA2_PSK 8 0 0 : WPA2-PSK 有効 
1 : WPA2-PSK 無効 

39 

unsigned int Reservedflag 9～15 0 予備  
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4.1.3 NETSTATUS 構造体 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで、CheckNetStatus をｺｰﾙすることで、最新の状態を取得することができます。『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参

照してください。 

struct NETSTATUS { 
    int  State; 
    int  Quality; 
    int  Signal; 
    int  Noise; 
    int  Channel; 
    int  TxRate;  
    int  IPReady;  
}; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記事 値 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
int  State 接続状態 0 

1 
切断 
接続 

0 

int  Quality ﾘﾝｸ品質 0～10 
10～15 
15～30 
30～50 
50～80 

非常に悪い 
悪い 
普通 
良い 
非常に良い 

1 

int  Signal ｼｸﾞﾅﾙﾚﾍﾞﾙ 0～30 
30～60 
61 以上 

弱い 
普通 
強い 

2 

int  Noise ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ 1 
2～3 
4～5 

弱い 
普通 
強い 

3 

int  Channel ﾁｬﾝﾈﾙ番号 1～11  4 
int  TxRate ﾃﾞｰﾀ転送速度 1 

2 
4 
8 
16 
32 
48 
64 
80 
96 
112 
128 

1Mbps 
2Mbps 
5.5Mbps 
11Mbps 
6Mbps 
9Mbps 
12Mbps 
18Mbps 
24Mbps 
36Mbps 
48Mbps 
54Mbps 

5 

int  IPReady WLAN と Bluetooth の IP ｽﾃｰﾀｽ -1 
0 
1 

ｴﾗｰ 
準備待ち 
準備完了 

6 

※ 802.11b/g では、1～3 のｲﾝﾃﾞｯｸｽを使用する代わりに、14～16 のｲﾝﾃﾞｯｸｽを使用することをお勧めします。 
※ CheckNetStatus(IPREady)が-1 を返す場合、が PPP、DUN-GPRS、または GPRS 接続で異常な中断が発生している

ことを意味します。ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙが通信圏外にいるなどが原因となっているかもしれません。 
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4.1.4 RADIOSTATUS 構造体 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで、CheckNetStatus をｺｰﾙすることで、最新の状態を取得することができます。『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参

照してください。 

struct RADIOSTATUS { 
    int  SNR;  
    int  RSSI; 
    int  NoiseFloor;  
}; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記事 値 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
int  SNR ﾉｲｽﾞ比(dB) 0～10 

10～20 
20～30 
30～40 
41 以上 

非常に悪い 
悪い 
普通 
良い 
非常に良い 

14 

int  RSSI 信号強度表示(-dBm) 0～60 
60～75 
76 以上 

強い 
普通 
弱い 

15 

int  NoiseFloor ﾉｲｽﾞﾌﾛｱ 0～92 
92～98 
99 以上 

強い 
普通 
弱い 

16 

※ 14～16 のｲﾝﾃﾞｯｸｽは 8000/8200/8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞの 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙでのみ有効です。 
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4.2 関数 
 

4.2.1 廃止された関数 
※ 安定性と互換性のためにも、GetNetParameter()、SetNetParameter()、CheckNetStatus()を使用することをお勧めし

ます。 

GetNetStatus           8000, 8300, 8500 
 目的  ｼｽﾃﾑからﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸのｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  void GetNetStatus(struct NETSTATUS *ns); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct NETSTATUS ns; 

   …………………….. 

   GetNetStatus(&ns); 

   printf(“Link Quality:%d”,ns.Quality);  

 戻り値  無し 

 備考  将来的には、安定性と互換性のためにも、CheckNetStatus()を使用することをお勧めします。 

 参照  CheckNetStatus 

GetNetConfig           8000, 8300, 8500 
 目的  ｼｽﾃﾑから全ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を取得します。 

 書式  void GetNetConfig(struct NETCONFIG *nc); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct NETCONFIG nc; 
   struct NETSTATUS ns; 
   …………………….. 
   GetNetConfig(&nc); 
   nc.DhcpEnable = 1; 
   SetNetConfig(&nc); 
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   do { 
       OSTimeDly(10); 
       GetNetStatus(&ns); 
   } while (!ns.IPReady);  

 戻り値  無し 

 備考  ｼｽﾃﾑから全ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を取得します。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでﾈｯﾄﾜｰｸ設定の一部を変更したい場合に、この

関数を使用すると便利です。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、NETCONFIG 構造体を格納するのに十分なｽﾀｯｸ領域または静的変数を定義する

必要があります。 
 将来的には、安定性と互換性のためにも、GetNetParameter()を使用することをお勧めしま

す。 

 参照  GetNetParameter, SetNetConfig 

48 



 

SetNetConfig           8000, 8300, 8500 
 目的  ｼｽﾃﾑに全ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を書き込みます。 

 書式  void SetNetConfig(struct NETCONFIG *nc); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  struct NETCONFIG nc; 
   struct NETSTATUS ns; 
   …………………….. 
   GetNetConfig(&nc); 
   nc.DhcpEnable = 1; 
   SetNetConfig(&nc); 
   if (NetInit( ) < 0) { 
       printf(“Initialization Fail”); 
       ………………………… 
   } 
   do { 
       OSTimeDly(10); 
       GetNetStatus(&ns); 
   } while (!ns.IPReady);  

 戻り値  無し 

 説明  ｼｽﾃﾑに全ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を書き込みます。すべて重要な設定であることを確認した上で更新してくだ

さい。最良の方法は、最初に GetNetConfig()で元の設定を取得し、取得したﾃﾞｰﾀを元に変更する

ことです。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、NETCONFIG 構造体を格納するのに十分なｽﾀｯｸ領域または静的変数を定義する

必要があります。 
 将来的には、安定性と互換性のためにも、SetNetParameter()を使用することをお勧めしま

す。実際のﾈｯﾄﾜｰｸの初期化は、NetInit()で行います。 

 参照  GetNetConfig, SetNetParameter 
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5 BLUETOOTH 
DUN-GPRS ﾓｰﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄする使用可能なﾗｲﾌﾞﾗﾘは以下の通りです。『付録 4 使用例』を参照してください。 
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成  必要な外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 8062 – Bluetooth 80PPP.lib または 80BNEP.lib 
8200 ｼﾘｰｽﾞ 8230 – Bluetooth + 802.11b/g  

8260 – Bluetooth  
8300 ｼﾘｰｽﾞ 8330 – Bluetooth + 802.11b/g 83PPP.lib または 83NetCombo.lib 

8362 – Bluetooth 83PPP.lib または 83BNEP.lib 
8400 ｼﾘｰｽﾞ 8400 – Bluetooth 84PPP.lib 

8470 – Bluetooth + 802.11b/g 84PPP.lib または 84WLAN.lib 
8500 ｼﾘｰｽﾞ 8500 – Bluetooth  

8570 – Bluetooth + 802.11b/g  
8700 ｼﾘｰｽﾞ 8700 – Bluetooth 87PPP.lib 

8770, 8790 – Bluetooth + 802.11b/g 87PPP.lib または 87WLAN.lib 

Bluetooth 仕様 
周波数範囲 2.4GHz 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ SPP, DUN, HID, HSP, FTP 
速度ｽﾍﾟｸﾄﾙ FHSS 
変調 GPSK 
規格 Bluetooth version 2.0 + EDR 
※ 仕様は予告なく変更されることがります。 
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5.1 対応している Bluetooth ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

Serial Port Profile (SPP) 
仮想ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを用いて 2 台のﾃﾞﾊﾞｲｽを接続するためのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 

Dial-Up Networking Profile (DUN) 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどにﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ接続するためのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 

Human Interface Device Profile (HID) 
ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞのような入力機器を接続するためのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 

Headset Profile (HSP) 
ﾍｯﾄﾞｾｯﾄを接続するためのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 

File Transfer Protocol Profile (FTP) 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間でﾌｧｲﾙを転送するためのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。 

※ Bluetooth HSP と FTP は 8200 ｼﾘｰｽﾞでのみｻﾎﾟｰﾄしています。 
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5.2 構造体 
 

5.2.1 BTCONFIG 構造体 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀの索引』を

参照してください。 

typedef struct  { 
    char BTRemoteName[20]; 
    unsigned char BTPINCode[16]; 
    unsigned char BTLinkKey[16]; 
    BTSearchInfo Dev[8];  
    BT_FLAG Flag; 
    unsigned char BTGPRSAPname[20]; 
    char ReservedByte[220]; 
} BTCONFIG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
char BTRemoteName[20] Null ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの関連付けに使用される ID。 25 
unsigned char BTPINCode[16] Null ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ用のﾋﾟﾝｺｰﾄﾞ(通常、ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞで使用)。 27 
unsigned char BTLinkKey[16] Null ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ時に生成されたﾘﾝｸｷｰ。  
BTSearchInfo Dev[8] Null BTSearchInfo 構造体参照。 40～47 
BT_FLAG Flag  BT_FLAG 構造体参照。 26,28,29 
unsigned char BTGPRSAPname[20] Null BluetoothDUN-GPRS 接続用のｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの名前。 32 
char ReservedByte[220] Null 予備  
 

5.2.2 BT_FLAG 構造体 
typedef struct  { 
    unsigned int BTPWRSaveON:1; 
    unsigned int BTSecurity:1;  
    unsigned int BTBroadcastON:1; 
    unsigned int Reservedflag:13; 
} BT_FLAG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned int BTPWRSaveON 0 1 Bluetooth 省電力 

0 : 無効 
1 : 有効 

29 

unsigned int BTSecurity 1 0 Bluetooth ｾｷｭﾘﾃｨ 
0 : 無効 
1 : 有効 

26 

unsigned int BTBroadcastON 2 1 Bluetooth ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ 
0 : 無効 
1 : 有効 

28 

unsigned int Reservedflag 3～15 0 予備  
※ 事前に設定した PIN ｺｰﾄﾞなしに、Bluetooth のｾｷｭﾘﾃｨが有効になっている場合、PIN ｺｰﾄﾞの動的な入力が提供されま

す。 
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5.2.3 BTSEARCH 構造体 
typedef struct { 
    unsigned char Machine;  
    unsigned char ADDR[6]; 
    unsigned char Name[12]; 
    unsigned char PINCode[16]; 
    unsigned char LinkKey[16]; 
} BTSearchInfo;  

size = 51bytes 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned char Machine 0 ﾎｽﾄﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ適用。 

0 : なし 
1 : AP 
3 : SPP 
4 : DUN 
6: HSP 
7: FTP 
ﾋﾞｯﾄ 7ON はﾃﾞﾊﾞｲｽが接続中を意味します。 

40～47 

unsigned char ADDR[6] Null ﾎｽﾄ MAC ID。 
unsigned char Name[12] Null ﾎｽﾄ名。 
unsigned char PINCode[16] Null ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ時の PIN ｺｰﾄﾞ(ﾏｽﾀ時)。 
unsigned char LinkKey[16] Null ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ時に生成されたﾘﾝｸｷｰ。 
 

5.2.4 BTSTATUS 構造体 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで、CheckNetStatus をｺｰﾙすることで、最新の状態を取得することができます。『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参

照してください。 

typedef struct { 
int  State; 
int  Signal; 

    int  Reserved[10]; 
} BTSTATUS; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記事 値  ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
int  State 接続ｽﾃｰﾀｽ 0 

1 
BT_DISCONNECTED 
BT_CONNECTED 

7 

int  Signal RSSI ｼｸﾞﾅﾙﾚﾍﾞﾙ -10～-6 
-6～5 
6 以上 

弱い 
普通 
強い 

8 

int  Reserved[10] 予備 Null   
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5.3 関数 
※ 安定性と互換性のためにも、GetNetParameter()、SetNetParameter()、CheckNetStatus()を使用することをお勧めし

ます。 
 

5.3.1 常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ処理によって、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは認証の有無にかかわらず Bluetooth 接続の複数のﾃﾞﾊﾞｲｽを保存しておくことができ

ます。このﾘｽﾄを”常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ”と呼んでいます。 

種別  常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ 
ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ SPP 1 ﾃﾞﾊﾞｲｽのみｸｲｯｸｺﾈｯｸｼｮﾝにﾘｽﾄされています。 
ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸ DUN 1 ﾃﾞﾊﾞｲｽのみｸｲｯｸｺﾈｯｸｼｮﾝにﾘｽﾄされています。 
ﾋｭｰﾏﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ･ﾃﾞﾊﾞｲｽ HID 1 ﾃﾞﾊﾞｲｽのみｸｲｯｸｺﾈｯｸｼｮﾝにﾘｽﾄされています。 
ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ HSP 1 ﾃﾞﾊﾞｲｽのみｸｲｯｸｺﾈｯｸｼｮﾝにﾘｽﾄされています。 
ﾌｧｲﾙ転送 FTP 1 ﾃﾞﾊﾞｲｽのみｸｲｯｸｺﾈｯｸｼｮﾝにﾘｽﾄされています。 

詳細は、『5.2.3 BTSEARCH 構造体』を参照してください。 

常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ取得 
GetNetParameter()で取得する常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄの長さは 51 ﾊﾞｲﾄです。 

 BTSearchInfo DeviceA; 
 GetNetParameter(&DeviceA, 40); 

常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ設定 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ処理を簡略化して特定のﾃﾞﾊﾞｲｽと迅速に接続するには、SetNetParameter()をｺｰﾙしてﾕｰｻﾞｰ定義可能な常用ﾃﾞﾊﾞｲ

ｽﾘｽﾄから取得することができます。 
 問い合わせとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ手順から生成された常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄがある場合、一部または全部が更新される場合があります。 
 種別、MAC ID、ﾃﾞﾊﾞｲｽ名、PIN ｺｰﾄﾞ、ﾘﾝｸｷｰの 5 つのﾌｨｰﾙﾄﾞがあります。認証が無効になっている場合、最初の 3 つ

を設定する必要があります。それ以外の場合、PIN ｺｰﾄﾞはﾘﾝｸｷｰを生成するのに必要です。 
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5.3.2 問い合わせ 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞの手順は次の通りです。 
(1) 範囲内にある Bluetooth の検出 
(2) 該当接続先と接続 
それぞれ、BTInquiryDevice()と BTPairingTest()で処理されます。 
 ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ処理が行われ、ﾘｽﾄが生成されると、次回からﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ処理を行わずにﾘｽﾄにあるﾃﾞﾊﾞｲｽと接続で

きます。 

BTInquiryDevice 
 目的  近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

 書式  int BTInquiryDevice(BTSearchInfo *info, int max); 

 引数  BTSearchInfo *info 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞするﾃﾞﾊﾞｲｽの情報が格納される構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int max 
問い合わせで格納する Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽの最大数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  BTSearchInfo info[4]; 
   int Rst; 
   …………………….. 
   Rst = BTInquiryDevice(BTSearchInfo info, 4); 
   If (Rst) { 
       printf(“Find %d device in range”, Rst); 
       …………………….. 
   } 

 戻り値  検出したﾃﾞﾊﾞｲｽ数と情報を返します。『5.2.3 BTSEARCH 構造体』を参照してください。 

 備考  近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検出します。 
 ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索するのに約 20 秒かかります。 

 参照  BTPairingTest 
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5.3.3 ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
Bluetooth の検出結果から、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは BTPairingTest()をｺｰﾙすることによって、ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽのいずれかとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを試

みることができます。 

BTPairingTest 
 目的  近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

 書式  int BTPairingTest(BTSearchInfo *info, int TargetMacine); 

 引数  BTSearchInfo *info 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞするﾃﾞﾊﾞｲｽの情報が格納されている構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int TargetMacine 
1 BTNetworkAccessPoint 予約 
3 BTSerialPort Bluetooth ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ (SPP) 
4 BTDialUpNetworking Bluetooth ﾀﾞｲｱﾙﾈｯﾄﾜｰｸ(DUN) 
6 BTHeadset Bluetooth ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ(HSP) 
7 BTOBEXFTPServer Bluetooth ﾌｧｲﾙ転送(FTP) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  BTSearchInfo info[4]; 
   int Rst; 
   …………………….. 
   Rst = BTInquiryDevice(BTSearchInfo info, 4); 
   if (Rst) { 
       printf(“Find %d device in range”, Rst); 
       Rst = BTPairingTest(&info[0], BTSerialPort); 
       if (Rst) printf(“Pair OK”); 
       else printf(“Pair NG”); 
       …………………….. 
   } 

 戻り値  正常終了の場合は、1 を返します。ｴﾗｰ発生時は、0 を返します。 

 備考  引数 TargetMachine によって指定されたｻｰﾋﾞｽ種別(SPP, DUN,HSP,FTP)の Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾍﾟ

ｱﾘﾝｸﾞしようとします。 
 一度成功したﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ情報(MAC ID、PIN ｺｰﾄﾞ、ﾘﾝｸｷｰ)は、常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄに更新

されます。 

 参照  BTInquiryDevice 
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5.3.4 便利な関数 
Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽと簡単にﾍﾟｱﾘﾝｸﾞする関数を用意しています。 

BTPairingTestMenu 
 目的  近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾘｽﾄを作成し、選択したﾃﾞﾊﾞｲｽとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします。 

 書式  void BTPairingTestMenu(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ参照 

 戻り値  なし。 

 備考  一度ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞに成功すると、常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄのﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの MAC ID は更新されます。 

 参照  BTPairingTest, FreqDevListMenu 

FreqDevListMenu 
 目的  常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄを表示し、選択したﾃﾞﾊﾞｲｽと再接続します。 

 書式  void FreqDevListMenu (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ参照 

 戻り値  なし。 

 参照  BTPairingTest, FreqDevListMenu 

 
 

ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ 
 
#include <8000lib.h> 
#include <ucos.h> 
 
static const MENU_ENTRY PAIRING_ENTRY; 
static const MENU_ENTRY DEVICELIST_ENTRY; 
 
MENU SPP_MENU =  
{2, 1, 0, “Bluetooth”, {(void *)&PAIRING_ENTRY, (void *)&DEVICELIST_ENTRY}}; 
static const MENU_ENTRY PAIRING_ENTRY = {0, 1, “1 Pairing”, BTPairingTestMenu, 0}; 
static const MENU_ENTRY DEVICELIST_ENTRY = {0, 1, “2 Dev.List”, FreqDevListMenu, 0}; 
 
main() 
{ 
    while (1) prc_menu((void *)&SPP_MENU); 
} 
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5.3.5 廃止された関数 

GetBTStatus           8000,8300,8500 
 目的  ｼｽﾃﾑから Bluetooth ﾈｯﾄﾜｰｸのｽﾃｰﾀｽ情報を取得します。 

 書式  void GetBTStatus(BTSTATUS *bs); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  なし。 

 備考  将来的には、安定性と互換性のためにも、CheckNetStatus()を使用することをお勧めします。 

 参照  CheckNetStatus 

GetBTConfig           8000,8300,8500 
 目的  ｼｽﾃﾑから Bluetooth 設定情報を取得します。 

 書式  void GetBTConfig(BTCONFIG *config); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  なし。 

 備考  ｼｽﾃﾑから Bluetooth 設定全体を取得します。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの複数箇所を変更するのに便

利です。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、BTCONFIG 構造体を格納するのに十分なｽﾀｯｸ領域または静的変数を定義する必

要があります。 
 将来的には、安定性と互換性のためにも、GetNetParameter()を使用することをお勧めしま

す。 

 参照  GetNetParameter, SetBTConfig 

SetBTConfig           8000, 8300, 8500 
 目的  ｼｽﾃﾑに全 Bluetooth 設定を書き込みます。 

 書式  void SetBTConfig(BTCONFIG *config); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  (…) 

 戻り値  無し 

 説明  ｼｽﾃﾑに全 Bluetooth 設定を書き込みます。すべて重要な設定であることを確認した上で更新して

ください。最良の方法は、最初に GetBTConfig()で元の設定を取得し、取得したﾃﾞｰﾀを元に変更

することです。 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、BTCONFIG 構造体を格納するのに十分なｽﾀｯｸ領域または静的変数を定義する必

要があります。 
 将来的には、安定性と互換性のためにも、SetNetParameter()を使用することをお勧めしま

す。実際のﾈｯﾄﾜｰｸの初期化は、NetInit()で行います。 

 参照  GetNetConfig, SetNetParameter 
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6 GSM/GPRS 
SMS(ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ)とﾃﾞｰﾀ通信を含む GSM のﾃﾞｰﾀｻｰﾋﾞｽは、ﾃﾞｰﾀを受信し、送信するために提供されています。通

信は、仮想 COM ﾎﾟｰﾄ、COM3 で行われます。最初に、通信の種類、SMS のための COMM_SMS とﾃﾞｰﾀ通信のための

COMM_GSMMODEM を、SetCommType()をｺｰﾙして設定する必要があります。SCOMM_SMS は、圧縮されていない

PDU(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ記述単位)ﾒｯｾｰｼﾞ·ﾓｰﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄしています。7 ﾋﾞｯﾄ標準ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄと 8 ﾋﾞｯﾄ両方のﾃﾞｰﾀを扱うことが可能です。

さらに連結ﾒｯｾｰｼﾞもｻﾎﾟｰﾄしています。『付録 4 使用例』を参照してください。 
※ GSM/GPRS/EDGE または UMTS/HSDPA は 8700 ｼﾘｰｽﾞでのみｻﾎﾟｰﾄしています。 
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6.1 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 

read_com 関数ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
SMS ｻｰﾋﾞｽは、ｼﾝｸﾞﾙﾒｯｾｰｼﾞと連結ﾒｯｾｰｼﾞとではﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄが異なっています。ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞは読み出された後、SIM ｶｰﾄﾞ

から削除されます。受信したﾃﾞｰﾀを保存する必要がある場合、DAT や DBF ﾌｧｲﾙのようなﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ構造をお勧めしま

す。 
ﾒｯｾｰｼﾞ種別 ｼﾝｸﾞﾙﾒｯｾｰｼﾞ 連結ﾒｯｾｰｼﾞ 
7 ﾋﾞｯﾄ標準ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 160 文字以下 161 文字以上 
8 ﾋﾞｯﾄ 140 文字以下 141 文字以上 
16 ﾋﾞｯﾄ 70 文字以下 71 文字以上 

 ｼﾝｸﾞﾙﾒｯｾｰｼﾞ 
下図は、read_com()をｺｰﾙして受信したｼﾝｸﾞﾙﾒｯｾｰｼﾞのﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを表しています。ﾃﾞｰﾀ長はﾃﾞｰﾀのｵｸﾃｯﾄの数です。 

例： 
20050401140506+32<0x0d><0x0a>+886920123456<0x0d><0x0a><0x0A>HelloHello 
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 連結ﾒｯｾｰｼﾞ 
ﾃﾞｰﾀ全体は、いくつかのｾｸｼｮﾝに分かれています。下図は、read_com をｺｰﾙして受信した連結ﾒｯｾｰｼﾞのﾃﾞｰﾀ形式を表し

ています。ﾃﾞｰﾀ長はﾃﾞｰﾀのｵｸﾃｯﾄの数です。 

例： 
#<0x40><0x02><0x02><0x0d><0x0a>20050401140506+32<0x0d><0x0a>+886920123456<0x0d><0x0a><0x0A>Hello
Hello 

 

nwrite_com 関数ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
送信できるﾒｯｾｰｼﾞの長さの上限は 255 文字までです。 
 長いﾒｯｾｰｼﾞの場合、ﾃﾞｰﾀは nwrite_com を使用して正常に送信され、その後、各ﾒｯｾｰｼﾞは、意図的にｾｸｼｮﾝに分割され

ます。 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾊﾞｯﾌｧは com_eot(3)が送信完了を意味する 1 を返すまで上書きされません。 
ﾒｯｾｰｼﾞを送信するﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄは以下の通りです。 

例： 
0920123456<0x0d><0x0a><0x0A>HelloHello 
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6.2 ｾｷｭﾘﾃｨ 
PIN(個人識別番号)は SIM ｶｰﾄﾞを保護するための 4〜8 桁のｱｸｾｽｺｰﾄﾞです。誤った PIN を 3 回以上入力すると、SIM ｶｰﾄﾞ

はﾛｯｸされます。PUK(ﾊﾟｰｿﾅﾙﾛｯｸ解除ｷｰ)は、SIM ｶｰﾄﾞがﾛｯｸされている場合、PIN ｺｰﾄﾞのﾛｯｸを解除するのに使用する 8
桁のｺｰﾄﾞです。誤った PUK を連続で 10 回入力すると、ﾃﾞﾊﾞｲｽは永久にﾛｯｸされ、復旧不能となり、新しい SIM ｶｰﾄﾞが

必要になります。 
 

6.2.1 PIN 入力手順 

 

PIN 
入力手順 

PIN 
初期設定 

2 秒後 

 
処理継続 

PIN ﾛｯｸ 
解除ﾌﾛｰ 

2 秒後 

入力誤り 
3 回? 

現在の 
PIN ｺｰﾄﾞ? 

警告ﾒｯｾｰｼﾞ 
3 回誤った PIN ｺｰﾄﾞを入力する

と、SIN ｶｰﾄﾞはﾛｯｸされます。 
[ESC 以外]：PIN ｺｰﾄﾞ入力 
[ESC]：ｷｬﾝｾﾙ 
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6.2.2 PUK 手順 

 

PIN ﾛｯｸ 
解除ﾌﾛｰ 

入力誤り 
10 回? 

同一の 
PIN? 

 
処理継続 

現在の 
PUK? 

PUK(ﾊﾟｰｿﾅﾙﾛｯｸ解除ｷｰ) 

 
永久ﾛｯｸ 

2 秒後 
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6.3 GSM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾛｰ 
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6.4 構造体 
 

6.4.1 GSMCONFIG 構造体(GSM/GPRS) 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ索引』を参

照してください。 

typedef struct  { 
    unsigned char SMServiceCenter[21]; 
    unsigned char PINCode[9]; 
    unsigned char GPRSAccessPoint[21]; 
    unsigned char NET[21]; 
    unsigned char ModemDialNum[21]; 
    GPRS_FLAG Flag; 
    char CHAPPassword[33]; 
    char CHAPUserName[33]; 
    char ReservedByte[95]; 
} GSMCONFIG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned char SMServiceCenter[21] Null SIM ｶｰﾄﾞに格納された SMSC(ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ)

のｱﾄﾞﾚｽ。 
60 

unsigned char PINCode[9] Null SIM ｶｰﾄﾞの PIN(個人認証番号)。4～8 桁 61 
unsigned char GPRSAccessPoint[21] Null GRPS の AP 名 62 
unsigned char NET[21] Null GSM ﾈｯﾄﾜｰｸｵﾍﾟﾚｰﾀの名前 63 
unsigned char ModemDialNum[21] Null GSM ﾃﾞｰﾀｻｰﾋﾞｽ受信者の電話番号 64 
GPRS_FLAG Flag  GPRS_FLAG 構造体参照 65 
char CHAPPassword[33] Null ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 66 
char CHAPUserName[33] Null ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾕｰｻﾞｰ名 67 
char ReservedByte[95] Null 予備  
 

6.4.2 GPRS_FLAG 構造体 
typedef struct  { 
    unsigned int CHAPEnable:1; 
    unsigned int Reservedflag:15; 
} GPRS_FLAG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned int CHAPEnable 0 0 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

0 : 無効 
1 : 有効 
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unsigned int Reservedflag 1～14  予備  
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6.4.3 GSMSTATUS 構造体(GSM/GPRS) 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで、CheckNetStatus をｺｰﾙすることで、最新の状態を取得することができます。『付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引』を参

照してください。 

typedef struct { 
int  GSMstatus; 

    int  GSMRSSIlevel; 
    int  PINstatus; 
    int  Reserved[9]; 
} GSMSTATUS; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記事 値  ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
int  GSMstatus 接続ｽﾃｰﾀｽ 0 

1 
GSMGPRS_DISCONNECTED 
GSMGPRS_CONNECTED 

11 

int  GSMRSSIlevel GSM/GPRS 
RSSI ｼｸﾞﾅﾙﾚﾍﾞﾙ 

0 
1 
2 
(3～29) 
30 
31 
99 

-113dbm またはそれ以下 
-111dbm 
-109dbm 
(+2dbm すつ増加) 
-53dbm 
-51dbm 
不明または検出不可 

12 

int  PINstatus GSM/GPRS 
PIN ｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽ 

0 
1 

無効 
PIN ｺｰﾄﾞ必須 

13 

int  Reserved[9] 予備 Null   
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6.5 関数 
 

6.5.1 PIN 関連 

GSMChangePINCode          8780,8790 
 目的  SIM ｶｰﾄﾞの PIN ｺｰﾄﾞを変更します。 

 書式  int GSMChangePINCode (const char *old, const char *new); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GSMChangePINCode(PIN1, PIN2);  //PIN ｺｰﾄﾞを PIN1 から PIN2 に変更 

 戻り値  以下の戻り値が返ります。 
1 PINCODE_PASSED 新しい PIN ｺｰﾄﾞが承認されました。 
0 INVALID_PINCODE 変更前 PIN ｺｰﾄﾞが誤っています。 
-1 MODULE_RUNNING GSM/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙは動作中です。 
-2 HARDWARE_ERR ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰが発生しました。 
-5 CONNECT_TIMEOUT 要求はﾀｲﾑｱｳﾄしました。 

 備考  以下の制約があります。 
 GSM/GPRS 動作中は実行できません。 
 引数 old の PIN ｺｰﾄﾞは変更前ののものを入力します。新しい PIN ｺｰﾄﾞに変更されると PIN ｺｰﾄﾞ

入力ﾘﾄﾗｲｶｳﾝﾀが 3 に戻ります。 
 変更前 PIN ｺｰﾄﾞが誤っている場合、PIN ｺｰﾄﾞが変更できないだけでなく、PIN ｺｰﾄﾞ入力ﾘﾄﾗｲｶｳ

ﾝﾀが 1 ずつ減ります。 

 参照  GSMCheckPINCode, GSMSetPINCodeLock 

GSMCheckPINCode          8780,8790 
 目的  SIM ｶｰﾄﾞの PIN ｺｰﾄﾞを確認します。 

 書式  int GSMCheckPINCode (const char *pincode); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GSMCheckPINCode(Pinarray); 

 戻り値  以下の戻り値が返ります。 
2 PINCODE_UNNECESSARY PIN ｺｰﾄﾞは不要です。 
1 PINCODE_PASSED 新しい PIN ｺｰﾄﾞが承認されました。 
0 INVALID_PINCODE 変更前 PIN ｺｰﾄﾞが誤っています。 
-1 MODULE_RUNNING GSM/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙは動作中です。 
-2 HARDWARE_ERR ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰが発生しました。 
-6 PUK_REQUIRED PUK 手順が必要です。 

 備考  以下の制約があります。 
 GSM/GPRS 動作中は実行できません。 
 入力した PIN ｺｰﾄﾞが正しい場合、PIN ｺｰﾄﾞ入力ﾘﾄﾗｲｶｳﾝﾀが 3 に戻ります。 
 PIN ｺｰﾄﾞが誤っている場合、PIN ｺｰﾄﾞ入力ﾘﾄﾗｲｶｳﾝﾀが 1 ずつ減ります。 

 参照  GSMChangePINCode, GSMSetPINCodeLock 
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GSMSetPINCodeLock          8780,8790 
 目的  SIM ｶｰﾄﾞをﾛｯｸするかどうか設定します。 

 書式  int GSMSetPINCodeLock (const char *pincode, int mode); 

 引数  const char *pincode 
SIM ｶｰﾄﾞの PIN ｺｰﾄﾞ 

   int mode 
0 SIM ｶｰﾄﾞのﾛｯｸ解除 
1 SIM ｶｰﾄﾞをﾛｯｸ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  revel = GSMSetPINCodeLock (“codeA”, 1);  // lock the SIM card, using PIN code “codeA” 

 戻り値  以下の戻り値が返ります。 
1 PINCODE_PASSED 新しい PIN ｺｰﾄﾞが承認されました。 
0 INVALID_PINCODE 変更前 PIN ｺｰﾄﾞが誤っています。 
-1 MODULE_RUNNING GSM/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙは動作中です。 
-2 HARDWARE_ERR ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰが発生しました。 
-3 PINALREADY_LOCKED PIN ｺｰﾄﾞはすでにﾛｯｸされています。 
-4 PINALREADY_UNLOCKED PIN ｺｰﾄﾞはすでにﾛｯｸ解除されています。 
-5 CONNECT_TIMEOUT 要求はﾀｲﾑｱｳﾄしました。 

 備考  以下の制約があります。 
 GSM/GPRS 動作中は実行できません。 
 ﾛｯｸ、ﾛｯｸ解除では PIN ｺｰﾄﾞが必要です。PIN ｺｰﾄﾞが誤っている場合、PIN ｺｰﾄﾞ入力ﾘﾄﾗｲｶｳﾝﾀが

1 ずつ減ります。 

 参照  GSMChangePINCode, GSMCheckPINCode 

 

68 



 
 

6.5.2 GSM 信号品質(RSSI) 

GSMModemGetRSSI          8780,8790 
 目的  GSM ﾓﾃﾞﾑ接続の RSSI 値を取得します。 

 書式  int GSMModemGetRSSI(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GSMModemGetRSSI(); 

 戻り値  以下の戻り値が返ります。 
0～ RSSI 値。 
-1 GSM ﾓﾃﾞﾑは接続されていません。 
-2 ﾃﾞｰﾀ接続は中断できません。 
-3 ﾃﾞｰﾀ接続を終了できません。 

 備考  以下の制約があります。 
 GSM ﾃﾞｰﾀ接続時に RSSI 値を取得します。RSSI 値を取得する間、ｵﾝﾗｲﾝのﾃﾞｰﾀ接続は、数秒

間中断されます。したがって、ﾃﾞｰﾀ通信は、この間無効になります。 
 返された RSSI 値は、自動的に CheckNetStatus(GSM_RSSIQuality)で取得することができる

GSMSTATUS 構造体の GSMRSSIlevel にコピーされます。 
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7 音響ｶﾌﾟﾗ 
音響ｶﾌﾟﾗは、8000/8300 ｼﾘｰｽﾞで、COM2 経由でﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙからﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ列を送信するために使用されま

す。『付録 4 使用例』を参照してください。 
ｼｽﾃﾑは、送信ﾊﾞｯﾌｧを割り当てません。送信する文字列へのﾎﾟｲﾝﾀが記録されています。 
Null 文字(0x00)で送信を終了します。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、独自の送信ﾊﾞｯﾌｧを割り当てる必要があり、通信中には変更

しないようにします。以下はﾄｰﾝ·ﾊﾟﾀｰﾝの使用例です。 

 

ﾓﾃﾞﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ V23 または Bell202 
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7 または 8 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数、偶数、なし 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 0～127 

DTMF ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ DTMF 
ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 0～15 
ｷｬﾗｸﾀｷﾞｬｯﾌﾟ 0～15 
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7.1 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
 

7.1.1 ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ 
音響ｶﾌﾟﾗﾗｲﾌﾞﾗﾘは、2 種類のﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ、V23 と Bel202 をｻﾎﾟｰﾄしています。ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞでは、文字列の内容は、ﾘﾓｰﾄｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀに送信されるﾃﾞｰﾀです。 
 V23 ﾓｰﾄﾞでは、ﾏｰｸの周波数は 2.1 kHz、ｽﾍﾟｰｽの周波数は 1.3 kHz です。 
 Bell202 ﾓｰﾄﾞでは、ﾏｰｸの周波数は 2.2 kHz、ｽﾍﾟｰｽの周波数は 1.2 kHz です。 

 
 

7.1.2 DTMF ﾓｰﾄﾞ 
DTMF(ﾃﾞｭｱﾙﾄｰﾝﾏﾙﾁ周波数)ﾓｰﾄﾞは、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙによって生成された DTMF 音声でﾘﾓｰﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾀﾞｲﾔﾙすることをｻﾎﾟｰﾄ

しています。DTMF ﾓｰﾄﾞでは、文字列の内容は、電話番号でなければなりません。 
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7.2 関数 

open_com 
 目的  指定された COM ﾎﾟｰﾄを有効にし、通信を初期化します。 

 書式  int open_com (int port, int setting); 

 引数  int port 
8000/8300 ｼﾘｰｽﾞの音響ｶﾌﾟﾗでは COM2 を使用します。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   int setting 
ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ 
0x0000 
0x8000 

STOP_BIT1 
STOP_BIT2 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 

0x00-- 
0x01-- 
・・・ 
0x7f-- 

ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 1 ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲは約 10ms です。 
0～127 の範囲で設定します。 

0x00 
0x40 
0x80 

BELL202MODE 
V23MODE 
DTMFMODE 

ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞ 

0x00 
0x10 
0x30 

PARITY_NOE 
PARITY_ODD 
PARITY_EVEN 

ﾊﾟﾘﾃｨ 

0x00 
0x08 

DATA_BIT7 
DATA_BIT8 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 

0x00 
0x01 
0x02 
0x03 

AC_VOL0 
AC_VOL1 
AC_VOL2 
AC_VOL3 

音響ｶﾌﾟﾗのﾎﾞﾘｭｰﾑ 

DTMF ﾓｰﾄﾞ(旧ﾓｼﾞｭｰﾙには対応していません) 
0x0--- 
0x1--- 
・・・ 
0xf--- 

ｷｬﾗｸﾀｷﾞｬｯﾌﾟ 1 ｷｬﾗｸﾀｷﾞｬｯﾌﾟは約 25ms です。 
0～15 の範囲で設定します。 

0x-0-- 
0x-1-- 
・・・ 
0x-f-- 

ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 1 ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲは約 25ms です。 
0～15 の範囲で設定します。 

0x80 
0x00 
0x01 
0x02 
0x03 

DTMFMODE 
AC_VOL0 
AC_VOL1 
AC_VOL2 
AC_VOL3 

DTMF ﾓｰﾄﾞ 
音響ｶﾌﾟﾗのﾎﾞﾘｭｰﾑ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  open_com (2, 0x000b); 
   // COM2 ｵｰﾌﾟﾝ : V23, AC_VOL3, 8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ, ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1, ﾊﾟﾘﾃｨ無し, ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ無し 
   open_com (2, 0x8280); 
   // COM2 ｵｰﾌﾟﾝ : DTMF, AC_VOL0,ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 8, ｷｬﾗｸﾀｷﾞｬｯﾌﾟ 2 

 戻り値  1=正常終了(旧音響ｶﾌﾟﾗ) 
   2=正常終了(新音響ｶﾌﾟﾗ) 
   0=上記以外(ﾊﾟﾗﾒｰﾀにｴﾗｰあり) 

 備考  引数で指定された COM ﾎﾟｰﾄの初期化、受信ﾊﾞｯﾌｧのｸﾘｱ、処理中の伝送の終了、COM ﾎﾟｰﾄｽﾃｰﾀｽ

のﾘｾｯﾄし、設定に従って COM ﾎﾟｰﾄを設定します。 

 参照  close_com, SetACTone, SetCommType 
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SetACTone            8020,8021,8320 
 目的  音響ｶﾌﾟﾗのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄｰﾝﾊﾟﾀｰﾝを設定します。 

 書式  void SetACTone(int startspace, int startmark, int endmark); 

 引数  音響ｶﾌﾟﾗは、ｽﾍﾟｰｽ(startspace)で始まり、次にｽﾍﾟｰｽ(startspace)、そしてﾃﾞｰﾀ、最後にﾏｰｸ

(endmark)で終わるﾄｰﾝﾊﾟﾀｰﾝでｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ列を送信するのに使用します。 
   これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は 
   startspace : 1000 
   startmark : 600 
   endmark :600 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetACTone(1000, 600, 600); 

 戻り値  なし 

 備考  音響ｶﾌﾟﾗのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄｰﾝﾊﾟﾀｰﾝを設定します。各ﾊﾟﾗﾒｰﾀは 5 ﾐﾘ秒単位で設定します。 

 参照  open_com, SetCommType 

nwrite_com 
 目的  指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを送信します。 

 書式  int nwrite_com (int port, char *s, int count); 

 引数  int port 
8000/8300 ｼﾘｰｽﾞの音響ｶﾌﾟﾗでは COM2 を使用します。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   char *s 
ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞの場合、送信する文字列を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
DTMF ﾓｰﾄﾞの場合、ﾀﾞｲﾔﾙする電話番号を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾀﾞｲﾔﾙする番号 低周波数(Hz) 高周波数(Hz) 
‘1’ 697 1209 
‘2’ 697 1336 
‘3’ 697 1477 
‘4’ 770 1209 
‘5’ 770 1336 
‘6’ 770 1477 
‘7’ 852 1209 
‘8’ 852 1336 
‘9’ 852 1477 
‘0’ 941 1209 
‘*’ 941 1336 
‘#’ 941 1477 
‘A’ 697 1633 
‘B’ 770 1633 
‘C’ 852 1633 
‘D’ 941 1633 

 

   int count 
送信する文字数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char s[ ] = { "Hello\n" }; 
   nwrite_com (2, s, 2);  // COM2 から "He" の 2 ﾊﾞｲﾄを送信 
   char phone[ ] = { "86471166" }; 
   nwrite_com (2, phone, 2);  // COM2 から "86" の 2 ﾊﾞｲﾄを送信 

 戻り値  送信成功の場合、戻り値には送信した文字数がｾｯﾄされます。失敗の場合、戻り値には 0 がｾｯﾄさ

れます。 

 備考  送信は、指定ﾊﾞｲﾄ数に到達するまで、1 ﾊﾞｲﾄずつ行われます。 

 参照  write_com 
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write_com 
 目的  Null 文字に到達するまで文字列を送信します。 

 書式  int write_com (int port, char *s); 

 引数  int port 
8000/8300 ｼﾘｰｽﾞの音響ｶﾌﾟﾗでは COM2 を使用します。COM ﾎﾟｰﾄ対応表を参照してください。 

   char *s 
ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞの場合、送信する文字列を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
DTMF ﾓｰﾄﾞの場合、ﾀﾞｲﾔﾙする電話番号を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。nwrite_com()参照 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char s[ ] = { "Hello\n" }; 
   write_com (2, s);   // COM2 から "Hello\n"を送信 
   char phone[ ] = { "86471166" }; 
   write_com (2, phone);  // COM2 から "86471166"を送信 

 戻り値  送信成功の場合、戻り値には送信した文字数がｾｯﾄされます。失敗の場合、戻り値には 0 がｾｯﾄさ

れます。 

 備考  引数で指定されたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄを通して、文字列を送信します。実行中の送信処理がある場合

は、その処理を強制終了し、送信を行います。送信は、ﾇﾙｷｬﾗｸﾀに到達するまで、1 ﾊﾞｲﾄずつ行わ

れます。実行中の先の送信処理を強制終了させたい場合は、送信ﾃﾞｰﾀとして、空文字列(“”)を指

定します。 

 参照  nwrite_com 
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8 ﾓﾃﾞﾑ、ｲｰｻｰﾈｯﾄ、GPRS 接続 
以下の利用可能なﾗｲﾌﾞﾗﾘがあります。 
(1) ｼﾘｱﾙﾘﾝｸ上で PPP 接続。 
(2) ｲｰｻﾈｯﾄ接続(透過ﾓｰﾄﾞ)。 
(3) GPRS 接続(透過ﾓｰﾄﾞ)。 
『付録 4 使用例』を参照してください。 
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成 必要な外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 8000, 8001 – ﾊﾞｯﾁ式 80PPP.lib 

8062 – Bluetooth 80PPP.lib または 80BNEP.lib 
8071 – 802.11b/g 80PPP.lib または 80WLAN.lib 

8200 ｼﾘｰｽﾞ 8230 – Bluetooth + 802.11b/g  
8260 – Bluetooth  

8300 ｼﾘｰｽﾞ 8300 – ﾊﾞｯﾁ式 83PPP.lib 
8330 – Bluetooth + 802.11b/g 83PPP.lib または 83NetCombo.lib 
8362 – Bluetooth 83PPP.lib または 83BNEP.lib 
8370 – 802.11b/g 83PPP.lib または 83WLAN.lib 

8400 ｼﾘｰｽﾞ 8400 – Bluetooth 84PPP.lib 
8470 – Bluetooth + 802.11b/g 84PPP.lib または 84WLAN.lib 

8500 ｼﾘｰｽﾞ 8500 – Bluetooth  
8570 – Bluetooth + 802.11b/g  

8700 ｼﾘｰｽﾞ 8700 – Bluetooth 87PPP.lib 
8770, 8790 – Bluetooth + 802.11b/g 87PPP.lib または 87WLAN.lib 

※ GPRS 接続(透過ﾓｰﾄﾞ)は現在、8400 ｼﾘｰｽﾞで GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙを使用した場合のみ対応しています。ｸﾚｰﾄﾞﾙのﾌｧｰﾑｳｪｱの

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝは 1.01 以降が必要です。 
(1) 84PPP.lib はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.03 以降が必要です。 
(2) 84WLAN.lib はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.04 以降が必要です。 

 

 
 

GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙ 

電話回線 

電話回線 ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙ 

ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙ 

ﾈｯﾄﾜｰｸｹｰﾌﾞﾙ 
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8.1 ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙ/RS-232 経由の PPP 
PPP(Point-to-Point Protocol)はｼﾘｱﾙﾘﾝｸを介してｲﾝﾀｰﾈｯﾄにﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを接続する方法です。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続したｻｰﾊﾞｰへ

TCP/ IP ﾊﾟｹｯﾄを送信します。 

ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の PPP 
独自のﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙを使用します。ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定について、57600bps(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ)以外の値は IR 制御基板の DIP ｽｲｯﾁで設定

する必要があります。 
※ 8000/8300 ｼﾘｰｽﾞでは、ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙの IR 制御基板のﾊﾞｰｼﾞｮﾝは SV3.01 以降が必要です。 

RS-232 経由の PPP 
通常ﾓﾃﾞﾑ(ﾀﾞｲﾚｸﾄ RS-232)に接続されている場合のみ、8200/8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでｻﾎﾟｰﾄされています。 
 

8.1.1 PPPCONFIG 構造体 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ索引』を参

照してください。 

typedef struct  { 
    unsigned char DialUpPhone[20]; 
    unsigned char LoginName[41]; 
    unsigned char LoginPassword[20]; 
    int ComBaudRate; 
    char ReservedByte[17]; 
} PPPCONFIG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned char DialUpPhone[20] Null ISP 電話番号 70 
unsigned char LoginName[41] Null ISP ﾛｸﾞｲﾝﾕｰｻﾞｰ名 71 
unsigned char LoginPassword[20] Null IPS ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 72 
int ComBaudRate 0x00 ﾎﾞｰﾚｰﾄ 73 
char ReservedByte[17] Null 予備  

『WLAN 使用例(802.11b/g)』と同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾛｰになります。NetInit(4L)または NetInit(5L)をｺｰﾙする前に以下の PPP
ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定してください。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 
70 P_PPP_DIALUPHONE [20] Null ISP 電話番号 
71 P_PPP_LOGINNAME [41] Null ISP ﾛｸﾞｲﾝﾕｰｻﾞｰ名 
72 P_PPP_LOGINPASSWORD [20] Null IPS ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 
73 P_PPP_BAUDRATE 0x00 ﾎﾞｰﾚｰﾄ 
 

8.2 ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由のｲｰｻﾈｯﾄ 
独自のｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙを使用します。まず、ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙは透過ﾓｰﾄﾞで動作するよう設定します。そして、NetInit(6L)を
使用した『WLAN 使用例(802.11b/g)』と同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾛｰになります。 
動作ﾓｰﾄﾞの詳細については、ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 
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8.3 ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の GPRS 
 

8.3.1 GSMCONFIG 構造体 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ索引』を参

照してください。 

typedef struct  { 
    unsigned char Reserved_1[51]; 
    unsigned char NET[21]; 
    unsigned char Reserved_2[21]; 
    GPRS_FLAG Flag; 
    char CHAPPassword[33]; 
    char CHAPUserName[33]; 
    char Reserved_3[95]; 
} GSMCONFIG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned char Reserved_1[51] Null 予備  
unsigned char NET[21] Null GSM ﾈｯﾄﾜｰｸｵﾍﾟﾚｰﾀの名前 63 
unsigned char Reserved_2[21] Null 予備  
GPRS_FLAG Flag  GPRS_FLAG 構造体参照 65 
char CHAPPassword[33] Null ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 66 
char CHAPUserName[33] Null ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾕｰｻﾞｰ名 67 
char Reserved_3[95] Null 予備  
 

8.3.2 GPRS_FLAG 構造体 
typedef struct  { 
    unsigned int CHAPEnable:1; 
    unsigned int Reservedflag:15; 
} GPRS_FLAG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned int CHAPEnable 0 0 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ認証ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

0 : 無効 
1 : 有効 

65 

unsigned int Reservedflag 1～14  予備  
 
8400 GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙでｻﾎﾟｰﾄされています。PIN ｺｰﾄﾞと GPRS AP 名の設定には AT ｺﾏﾝﾄﾞを使用しています。そして、

NetInit(7L)を使用した『WLAN 使用例(802.11b/g)』と同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾛｰになります。次の条件で接続の初期化に失敗し

ます。 
 AT ｺﾏﾝﾄﾞで PIN ｺｰﾄﾞと GPRS AP 名が、正しく設定されていない。 
 8400 で CHAP が正しく設定されていない。 
動作ﾓｰﾄﾞの詳細については、GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 
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9 USB 接続 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、仮想 COM ﾎﾟｰﾄ(COM5)経由でﾃﾞｰﾀを読み書きすることが可能です。通信種別(COMM_USBHID、

COMM_USBVCOM、COMM_USBVCOM_CDC)は、使用前に SetComType()で割り当てる必要があります。 
詳細は『付録 4 使用例』を参照してください。 
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9.1 概要 
 

9.1.1 USB HID 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、USB HID はﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにおけるｷｰﾎﾞｰﾄﾞのように入力ﾃﾞﾊﾞｲｽとして機能します。 
 

9.1.2 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM を使用する場合、USB 経由で PC に複数のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを接続する場合で

も、すべてに対して 1 つの仮想 COM ﾎﾟｰﾄを使用するように設定されています(USB_VCOM_FIXED)。この設定は、一

度に 1 つのﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを接続する必要があり、同一の仮想 COM ﾎﾟｰﾄ(管理者"または工場用)を経由して 8200/8400/8700
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの設定が容易になります。必要であれば、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｼﾘｱﾙ番号ごとに異なる仮想 COM ﾎﾟｰﾄを使用するよ

うに設定することができます(USB_VCOM_BY_SN)。 

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM_CDC 
8200 ｼﾘｰｽﾞでは、USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM_CDC を使用する場合、USB 経由で PC に複数のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを接続する場合でも、

すべてに対して 1 つの仮想 COM ﾎﾟｰﾄを使用するように設定されています(USB_VCOM_FIXED)。この設定は、一度に 1
つのﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを接続する必要があり、同一の仮想 COM ﾎﾟｰﾄ(管理者"または工場用)を経由して 8200 ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの設定

が容易になります。必要であれば、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｼﾘｱﾙ番号ごとに異なる仮想 COM ﾎﾟｰﾄを使用するように設定すること

ができます(USB_VCOM_BY_SN)。 
 

9.1.3 USB ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、SD ｶｰﾄﾞを搭載し、USB ｹｰﾌﾞﾙ経由でｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続すると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰで

の設定により、ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸとして扱うことができます。 
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9.2 構造体 
 

9.2.1 USBCONFIG 構造体 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽで GetNetParameter()と設定を変更する SetNetParameter()を使用します。『付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ索引』を参

照してください。 

typedef struct  { 
    USB_FLAG Flag; 
    unsigned char ReservedByte[126]; 
} USBCONFIG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
USB_FLAG Flag  USB_FLAG 構造体参照 80 
unsigned char ReservedByte[126] Null 予備  
 

9.2.2 USB_FLAG 構造体 
typedef struct  { 
    unsigned int CommBySerial:1; 
    unsigned int Reservedflag:15; 
} USB_FLAG; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
unsigned int CommBySerial 0 0 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 

0 : USB_VCOM_FIXED 
1 : USB_VCOM_BY_SN (ﾎﾟｰﾄ番号がｼﾘｱﾙ番号ごとに

異なる。) 

80 

unsigned int Reservedflag 1～14  予備  
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10 GPS 機能 
GPS ﾓｼﾞｭｰﾙを搭載している 8700 は GPS 機能をｻﾎﾟｰﾄしています。GPS ｽﾃｰﾀｽの戻り値が 1 になるまで、GPS の速度、

緯度、経度、高度の情報は確認できません。 
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10.1 構造体 
 

10.1.1 GPSINFO 構造体 
typedef struct { 
    unsigned char Status; 
    unsigned int  Speed; 
    unsigned char Latitude[11]; 
    unsigned char Longitude[12]; 
    unsigned char SNR; 
    unsigned char SatelliteNum; 
    int Altitude;   
}GPSINFO; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記事 
unsigned char Status 0 : 無効なﾃﾞｰﾀ (位置情報未収得) 

1 : 有効なﾃﾞｰﾀ (位置情報取得済み) 
unsigned int  Speed 走行中の速度(相対速度 km/h) 
unsigned char Latitude[11] 緯度 (N は北緯、S は南緯) 

ﾌｫｰﾏｯﾄは、ddmm.mmmmN または ddmm.mmmmS 
(例) 1211.1111N は、北緯 12°11’6.67’’ 

unsigned char Longitude[12] 経度 (E は東経、W は西経) 
ﾌｫｰﾏｯﾄは、ddmm.mmmmE または ddmm.mmmmW 
(例) 2326.2141E は、西経 23°26’12.85’’ 

unsigned char SNR ﾉｲｽﾞ比、平均 (dB) 
unsigned char SatelliteNum 衛星数 
int Altitude 高度 (ﾒｰﾄﾙ) 
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10.2 関数 

GetGpsInfo              8700 
 目的  GPS 情報を取得します。 

 書式  void GetGpsInfo(void *buf, unsigned char index); 

 引数  void *buf 
GPS 情報を格納するﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned char index 
1 GPS_STATUS GPS ｽﾃｰﾀｽの戻り値が 1 になるまで、GPS の速度、

緯度、経度、高度の情報は確認できません。 2 GPS_SPEED 
3 GPS_LATITUDE 
4 GPS_LONGITUDE 
5 GPS_SNR 
6 GPS_SATELLITE_NUM 
7 GPS_ALTITUDE 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  unsigned char buf[13]; 
   GetGpsInfo(buf, GPS_LATITUDE); 

 戻り値  正常終了の場合は、1 を返します。ｴﾗｰ発生時(GPS 機能が有効でない場合など)は、0 を返しま

す。 

StartGps              8700 
 目的  GPS 機能を有効にします。 

 書式  void StartGps (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  StartGps(); 

 戻り値  なし。 

StopGps              8700 
 目的  GPS 機能を無効にします。 

 書式  void StopGps (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  StopGps(); 

 戻り値  なし。 
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11 FTP 機能 
伝送制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(TCP)上で実行されるﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(FTP)は、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ関係なく、TCP/IP をｻﾎﾟｰﾄするﾈｯﾄﾜｰｸ経

由でﾌｧｲﾙを転送するのに使用されています。ここで提供されている FTP 関数は、8000/8200/8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞのﾊﾝ

ﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙが 802.11b/g の無線ﾈｯﾄﾜｰｸを介して任意の FTP ｻｰﾊﾞｰにﾛｸﾞｲﾝおよびﾛｸﾞｱｳﾄするためのものです。ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、

ｻｰﾊﾞｰ上でﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの作成、変更、削除、ﾌｧｲﾙの削除、ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞなど、特定のﾀｽｸを実行するｻｰﾊﾞｰにｺﾏﾝﾄﾞを発

行することができます。この章では、DOFTP 関数とｽｸﾘﾌﾟﾄで FTP 接続を確立するための基礎を説明します。個別の

FTP 関数の使用方法については、『11.4 高度な FTP 関数』を参照してください。ﾌｧｲﾙ転送が FTP ｻｰﾊﾞｰ上のﾃﾞﾌｫﾙﾄの

作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで行われる場合、FTPOpen()、FTPSend()、FTPRecv()、FTPClose()を個別に使用するのと同じことを、

DOFTP 関数は自動的に行います。すなわち、接続、ﾎｽﾄにﾛｸﾞｲﾝ、ﾌｧｲﾙのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ/ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ、切断を行います。 

 
※ 複数への同時接続はできません。 
 

ﾌｧｲﾙ送受信のための 
ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを実行。 

ｺﾈｸﾄｵｰﾌﾟﾝ時 
優先順位 1 - DoFTP 引数を使用。 
  ﾎｽﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽ、ﾕｰｻﾞｰ名は必須。 
優先順位 2 -  DoFTP の引数が見つからない場合は、ｽｸﾘﾌﾟﾄ

  ﾌｧｲﾙを実行。 
優先順位 3 - 関連ｽｸﾘﾌﾟﾄがない場合、FTP_SETTING 構造

  体を使用。 
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ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 
TCP/IP/FTP の処理をｺｰﾙするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、以下のｲﾝｸﾙｰﾄﾞが必要になります。 

#include <8xxxlib.h> 
#include <8xtcpip.h> 
#include <FTPDirect.h> 

このﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ、"8xtcpip.h"と "FTPDiredct.h"には、関数ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ(宣言)と、ｴﾗｰｺｰﾄﾞの定義があります。これらのﾌｧｲﾙは

通常 C ｺﾝﾊﾟｲﾗの "include"ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下に配置されます。- c:\C_Complier\INCLUDE\ 

ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ 
C 言語で書かれた FTP ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでは、ﾜｲﾔﾚｽ接続が可能なﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに固有のﾗｲﾌﾞﾗﾘの数を必要とします。 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ 8071 8230 8330,8370 8470 
FTP ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 8xFTP.lib  8xFTP.lib 8xFTP.lib 

8xFTP_SD.lib(※) 
TCP/IP ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 80WLAN.lib 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 2.07 以降 
 83WLAN.lib 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 3.05 以降 
84WLAN.lib 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.06 以降 

標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 8000lib.lib 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4.14 以降 

8200lib.lib 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.00 以降 

8300lib.lib 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4.08 以降 

8400lib.lib 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.07 以降 

ﾘﾝｸﾌｧｲﾙは、ﾕｰｻﾞｰ·ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾘﾝｸﾌｧｲﾙで指定する必要があります。ﾘﾝｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ﾌﾟﾛｾｽをﾘﾝｸ時に TCP/IP/FTP ﾈｯﾄﾜｰｸﾙｰ

ﾁﾝを検索します。ﾘﾝｸﾌｧｲﾙは通常、C ｺﾝﾊﾟｲﾗの"lib"ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下に配置されます。 
ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ "FTPDirect.h"で宣言されているの extern 配列の szFTPDirectVersion[]には、FTP ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報が格納

されています。 

※ 8400 ｼﾘｰｽﾞで、SD ｶｰﾄﾞにｱｸｾｽする FTP 接続は 8xFTP_SD.lib が使用されている場合にのみ利用可能です。 

ﾘﾝｸﾌｧｲﾙ 
下記はﾘﾝｸﾌｧｲﾙの一例です。(抜粋) 

/*** Link File ***/ 
 -lm –lg –ll 
 tnet.rel 
 8xftp.lib 
 84wlan.lib 
 8400lib.lib 
 C900ml.lib 

4 つのﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙは、上記並びでなければなりません。すなわち、 "8xftp.lib"は最初に、その次に"84wlan.lib"、
"8400lib.lib"、最後に、標準 C ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙである"c90Oml.lib"と指定する必要があります。 
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11.1 DoFTP 関数の使用 
 

11.1.1 関数 

DoFTP           8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  FTPOpen()、FTPSend()、FTPRecv()、FTPClose()をｺｰﾙするのと同じ処理を自動的に行いま

す。 

 書式  int DoFTP(int IFMode, char *HostIP, char *UserName, char *Password, char *Port); 

 引数  int IFMode 
via802dot11 802.11b/g 
viaEthernetCradle ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙ (8200 ｼﾘｰｽﾞのみ) 

   char *HostIP 
FTP ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *UserName 
ﾕｰｻﾞｰ名文字列(最大 64 文字)が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *Password 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ文字列(最大 64 文字)が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *Port 
ﾎﾟｰﾄ番号が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 
 通常は、ｻｰﾊﾞｰの TCP ﾎﾟｰﾄ 21 が使用されます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  DoFTP(via802dot11, (char *)”192.168.17.6”, (char *)”test4669”, (char *)”1234”, (char *)”21”); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
-1 FTPOpen に失敗、または他で DoFTP()実行中です。 
-2 FTP.dat の更新か受信に失敗、またはｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙからﾊﾟﾗﾒｰﾀの取得に失敗し

ました。 
-3 ﾎｽﾄ名→ﾊﾞｲﾅﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽの解決に失敗しました。 
-4 ﾎｽﾄに接続できませんでした。 
-5 不正なﾕｰｻﾞｰ名です。 
-6 不正なﾊﾟｽﾜｰﾄﾞです。 
-7 新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙで指定されている別のｻｰﾊﾞｰに切り替えることができませ

んでした。 
-8 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄに失敗しました。 
-10 ﾊﾞｲﾅﾘ転送ﾓｰﾄﾞに設定できませんでした。 
-20 ﾎｽﾄ IP が入力されていません。 
-21 ﾕｰｻﾞｰ名が入力されていません。 
-1001 ～ -1999 ﾌｧｲﾙの送受信に失敗しました。 

最後の 3 桁がﾌｧｲﾙ数を意味します。例えば、”-1003”は 3 つのﾌｧｲﾙが送受信

に失敗したことを意味します。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 
 DoFTP()では、ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列である szFTPResponseTbl[1024]に格納されます。ｴﾗｰが

発生すると、ｴﾗｰｺｰﾄﾞが発生したｴﾗｰ状態を示すﾒｯｾｰｼﾞに付加されます。 
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11.1.2 ﾛｸﾞ 
DoFTP によって実行される様々な処理の結果はすべて履歴や配列 szFTPResponseTbl[DOFTP_RECODE_SIZE(1024)]
に保存されます。ﾊﾞｯﾌｧは満杯になると、配列は最近のｴﾝﾄﾘを保存する前にｸﾘｱされます。別の DoFTP の処理が行われ

る場合には、配列もｸﾘｱされます。 

ﾛｸﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 
処理、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3、結果 
ｲﾍﾞﾝﾄ 処理 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 例 
ﾛｸﾞｲﾝ L ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : IP 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾕｰｻﾞｰ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3 : ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

成功： 
L:192.168.6.24:UserTest:1234:o 
失敗： 
L:192.168.6.24:UserTest:1234:x 

通信確立 E ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : IP 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾕｰｻﾞｰ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3 : ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

成功： 
E:192.168.6.24:UserTest:1234:o 
失敗： 
E:192.168.6.24:UserTest:1234:x 

ｻｰﾊﾞｰ切り替え W ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : IP 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾕｰｻﾞｰ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3 : ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

成功： 
W:192.168.6.24:UserTest:1234:o 
失敗： 
W:192.168.6.24:UserTest:1234:x 
E:192.168.6.24:UserTest:1234:x 
または 
W:192.168.6.24:UserTest:1234:x 
L:192.168.6.24:UserTest:1234:x 

ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙから IP 取得 P ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : IP 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾕｰｻﾞｰ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3 : ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

成功： 
P:192.168.6.24:UserTest:1234:o 
失敗： 
P:192.168.6.24:UserTest:1234:x 

ｻｰﾊﾞｰからﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ S ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名 

成功： 
S:test:test20000111061852::o 
失敗： 
S:test:test20000111061852::x 

ｻｰﾊﾞｰへﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ R ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 : ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2 : ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名 

成功： 
R:test:FTPTest/test.txt::o 
失敗： 
R:test:FTPTest/test.txt::x 

ﾈｯﾄﾜｰｸ初期化 I ﾊﾟﾗﾒｰﾀ無し 成功：I::::o 
失敗：I::::x 

ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙのｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ U 成功：U::::o 
失敗：U::::x 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報取得 D 成功：D::::o 
失敗：D::::x 
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11.2 ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙの編集 
ｽｸﾘﾌﾟﾄは、以下のﾌｫｰﾏｯﾄで FTP.dat というﾌｧｲﾙに保存される必要があります。 
 接続の引数が DoFTP 関数に渡された場合は、正常に FTP ｾｯｼｮﾝを確立した後にﾌｧｲﾙの送受信を行うｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを実

行します。 
 DoFTP 関数の引数がない場合は、FTP ｾｯｼｮﾝの確立ととﾌｧｲﾙ転送のためにｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを実行します。 

ﾌｧｲﾙ名 
FTP.dat /* 

 “FTP.dat”というﾌｧｲﾙ名はｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙ名として予約されています。”rfile=”
や、”tFile = “で使用しないでください。ﾊｰﾄﾞｺｰﾄﾞされているため、ﾌｧｲﾙの

拡張子は小文字で、ﾌｧｲﾙ名は大文字でなければなりません。 
*/ 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 
ServerIP= 
TCPport= 
Username= 
Password= 
UpdateScript, <Version control>, <mandatory> 
rFile=<Local file name1>, <Remote file name>, <version control>, <Mandatory> 
rFile=<Local file name2>, <Remote file name>, <version control>, <Mandatory> 
rFile=<Local file name3>, <Remote file name>, <version control>, <Mandatory> 
・・・ 
rFile=<Local file nameX>, <Remote file name>, 0, <Mandatory> 
rFile=<Local file name10>, <Remote file name>, <version control>, <Mandatory> 
・・・ 

使用例 
ServerIP=192.168.17.6 
TCPport=21 
Username=test4669 
Password=1234 
UpdateScript, 1, M 
rFile=Rcv1.txt, Lookup1.txt, 0,  
rFile=Rcv2.txt, Lookup2.txt, 1,  
rFile=Rcv3.txt, Lookup3.txt, 1,  
・・・ 
tFile=A:\\TestFile, Txac, 0,    /* 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞは SD ｶｰﾄﾞへのｱｸｾｽも可 */ 
rFile=TestFile, Txac, -1, 
・・・ 

新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙが利用可能であるかどうかを確認します。 
ｻｰﾊﾞｰ上にｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙがない場合は、ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行を停止します。 
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行 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 
ServerIP Null FTP ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽ。 
TCPport Null ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号 

 通常は、ｻｰﾊﾞｰの TCP ﾎﾟｰﾄ 21 が使用されます。 
Username Null FTP ｻｰﾊﾞｰにﾛｸﾞｲﾝする時のﾕｰｻﾞｰ名。 
Password Null FTP ｻｰﾊﾞｰにﾛｸﾞｲﾝする時のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ。 
UpdateScript Null "UpdateScript,(1/0)"は、ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙの更新ﾁｪｯｸを行うためにあります。この行は、ﾌｧｲﾙを

送受信する前に実行する必要があります。 
 別のｻｰﾊﾞｰを指定している場合は、次の接続で新しいｻｰﾊﾞｰに接続します。 
 すぐに別のｻｰﾊﾞｰに切り替える必要がある場合は、SWTICH ｺﾏﾝﾄﾞを使用します。 

rFile Null 指定されたﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理で、ﾌｧｲﾙを受信します。 
 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名：拡張子の有無にかかわらず、ﾌｧｲﾙ名は 8 文字まで、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字と小

文字を区別します。 
 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名：FTP ｻｰﾊﾞｰを使用しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの規則に従う必要がありま

す。ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞはｻﾎﾟｰﾄされています。 
 ﾌｧｲﾙ名が文字"〜"で始まっている場合、ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの更新が許可されます。また、ﾊﾞｰ

ｼﾞｮﾝ管理は無視されます。 
tFile Null ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理を無視して、ﾌｧｲﾙを送信します。 

 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名：拡張子の有無にかかわらず、ﾌｧｲﾙ名は 8 文字まで、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字と小

文字を区別します。 
 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名：FTP ｻｰﾊﾞｰを使用しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの規則に従う必要がありま

す。ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞはｻﾎﾟｰﾄされています。 
 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理は常に 0 です。 

※ 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、SD ｶｰﾄﾞの使用が可能です。ただし、ﾌｧｲﾙ名でｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字と小文字を区別しませ

ん。『11.6 SD ｶｰﾄﾞ』を参照してください。ﾌｧｲﾙ名は、ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ上で大文字と小文字が区別されるかもしれませんが、

SD ｶｰﾄﾞで使用するためにも、"AAA.txt"と"aaa.txt"のように、大文字小文字が違うだけのﾌｧｲﾙ名は避けることが推奨

されています。 
 

11.2.1 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報 
DoFTP の実行が完了し、接続が閉じられる前に、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ上のﾌｧｲﾙ DIRList にﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報が自動的に保存されます。

この最新情報は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄの作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のﾌｧｲﾙｴﾝﾄﾘを一覧表示します。 

ﾌｧｲﾙｴﾝﾄﾘﾌｫｰﾏｯﾄ 
各ｴﾝﾄﾘは次のﾌｫｰﾏｯﾄで保存されます。 

YYYYMMDDhhmmss<file name>(0x0d) 

以下の構成となっています。 
(1) 14 文字のﾌｧｲﾙがｻｰﾊﾞｰ上で作成された日付。 
(2) ﾌｧｲﾙ名、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字小文字を区別し、拡張子の有無を問わず最大 8 文字。例として、”TestFile”、”Svr1.txt”。 
 
FTPRecv を使用して別のﾌｧｲﾙにﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報を保存することができます。ﾌｧｲﾙのｴﾝﾄﾘ形式は、保存する場所によって異

なります。例えば、 

FTPRecv((char *)”FileList”, (char *)””, (char *)””); //SRAM に保存、ﾌｧｲﾙ名の大文字と小文字を区別 
FTPRecv((char *)”A:\\FileList”, (char *)””, (char *)””); //SD に保存、ﾌｧｲﾙ名の大文字と小文字は区別されない 
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11.2.2 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ情報 
DoFTP()でﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了時に、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ上のﾌｧｲﾙ RCVList にｴﾝﾄﾘを自動的に追加、または更新します。 

ﾌｧｲﾙｴﾝﾄﾘﾌｫｰﾏｯﾄ 
各ｴﾝﾄﾘは次のﾌｫｰﾏｯﾄで保存されます。 

YYYYMMDDhhmmss<file name>YYYYMMDDhhmmss(0x0d) 

以下の構成となっています。 
(1) 14 文字のﾌｧｲﾙがｻｰﾊﾞｰ上で作成された日付。 
(2) ﾌｧｲﾙ名、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字小文字を区別し、拡張子の有無を問わず最大 8 文字。例として、”TestFile”、”Rcv1.txt”。 
(3) 14 文字のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされた日付。 
 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、SD ｶｰﾄﾞも使用できます。『11.6 SD ｶｰﾄﾞ』を参照してください。RCVList ﾌｧｲﾙのｴﾝﾄﾘはﾌﾙ

ﾊﾟｽになります。例えば、 

YYYYMMDDhhmmssA:/FTP/Test/8x00.TXTYYYYMMDDhhmmss(0x0d) 
YYYYMMDDhhmmssA:/FTP/Test/8x00.TXT00000000000000(0x0d) 
 

11.2.3 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理 
次の 2 つの条件が満たされた場合のみ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理が有効となります。 
 ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙが、ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ(802.11b/g)経由で DoFTP()の FTP ｾｯｼｮﾝを開始した。 
 ｽｸﾘﾌﾟﾄ行は、ﾌｧｲﾙを受信する、またはﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙを削除するには、"rFile="で始まる必要があります。 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理 記事 
0 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理無効 

 "tFile="で始まる行のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理は、0 に設定します。 
1 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理有効 

 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報とﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ情報を確認します。 
 ﾌｧｲﾙが見つからない、またはﾌｧｲﾙがﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ上のﾌｧｲﾙ RCVList に記録されていない場合、"rFile="

で始まる行は、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理を無視して、指定したﾌｧｲﾙを受信することになります。 
-1 ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙからﾌｧｲﾙを削除 

ﾌｧｲﾙ RCVList にあるｴﾝﾄﾘは 
YYYYMMDDhhmmss<file name>YYYYMMDDhhmmss(0x0d) から 
YYYYMMDDhhmmss<file name>00000000000000(0x0d) に更新されます。 

 

11.2.4 必須ﾌﾗｸﾞ 
ﾌﾗｸﾞは、ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄを設定するために使用されます。ｽｸﾘﾌﾟﾄを実行していて、ﾌｧｲﾙの送受信に失敗した場合は、ﾌﾗｸﾞの

ある行で停止することがあります。例えば 

UpdateScript,1,M 
tFile=Test.txt,SvrTest.txt,0,M 
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11.2.5 ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙの更新 
“UpdateScript,(1/0)”はｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙへの更新をﾁｪｯｸするために必要になります。この行は、ﾌｧｲﾙを送信または受信する前

に実行する必要があります。 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 
UpdateScript,(1/0),<Mandatory> 

新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙが利用可能な場合、最初にｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを更新し、その後以下のように、新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙ内の行は、ﾌ

ｧｲﾙを送受信するために実行されます。 

 
現状のｽｸﾘﾌﾟﾄ      新しいｽｸﾘﾌﾟﾄ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 新しいｽｸﾘﾌﾟﾄで、別のｻｰﾊﾞｰを指定している場合は、次の接続で新しいｻｰﾊﾞｰに接続します。すぐに別のｻｰﾊﾞｰに切り

替える必要がある場合は、SWTICH ｺﾏﾝﾄﾞを使用します。 
 

11.2.6 ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの更新 
ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを正しくｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙで指定すると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.bin)の更新を DoFTP()経由で行うことができます。DoFTP()の
実行が完了すると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは自動的に更新されます。 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 
rFile=~<Local file name>,<Remote file name>,<version control>,<Mandatory> 

使用例 
rFile=~CipherAP,NewAP,0, /* SRAM に保存、ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名は大文字小文字の区別あり */ 
rFile=~A:/FTP/user.bin,NewAP,0,  

/* 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞは SD ｶｰﾄﾞにｱｸｾｽ可、ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名は大文字小文字を区別しない */ 
 
等号の右側は次の構成となります。 
(1) “~” 
(2) ﾌｧｲﾙ名、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字小文字を区別し、拡張子の有無を問わず最大 8 文字。例として、”CipherAP”、”User.bin”。 
(3) ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理は無視されます。 

ServerIP=192.168.17.6 

TCPport=21 

Username=test4669 

Password=1234 

UpdateScript,1,M 

SWITCH 

rFile=Rcv1.txt,Svr1.txt,0, 

rFile=Rcv2.txt,Svr2.txt,1, 

rFile=Rcv3.txt,Svr3.txt,1, 

・・・ 

tFile=TestFile,Svr21.txt,0, 

rFile=TestFile,Svr22.txt,-1, 

・・・ 

ServerIP=192.168.1.1 

TCPport=21 

Username=test4669 

Password=1234 

UpdateScript,1, 

rFile=Rcv4.txt,Svr4.txt,0, 

rFile=Rcv5.txt,Svr5.txt,1, 

rFile=Rcv6.txt,Svr6.txt,1, 

・・・ 

tFile=TestFile,Svr50.txt,0, 

rFile=TestFile,Svr60.txt,-1, 

・・・ 

① 

② 

③ 
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11.2.7 別ｻｰﾊﾞｰへの切替え 
"SWITCH"ｺﾏﾝﾄﾞは、新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙで指定されている別ｻｰﾊﾞｰへの即時切替えをｻﾎﾟｰﾄしています。この行は、接続の

設定と"UpdateScript"の後に実行する必要があります。 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 
すべて大文字で”SWITCH”と記述します。 
 
新しいｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙが利用可能な場合、最初にｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを更新し、元のｽｸﾘﾌﾟﾄと接続設定が同じであるかどうかを比較

します。 
 ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽまたはﾕｰｻﾞｰ名が異なる場合、すぐに現在の接続を切断し、新しい接続を確立するために更新された

接続設定を使用します。 
 次の接続で新しいｻｰﾊﾞｰに接続するまで、"UpdateScript"行は実行されません。 
 "SWITCH"ｺﾏﾝﾄﾞの実行に失敗した場合、"SWITCH"行以降の行の処理は行われません。 
 複数の"SWITCH"行以上がある場合、最初のひとつだけが実行されます。 
 

現状のｽｸﾘﾌﾟﾄ      新しいｽｸﾘﾌﾟﾄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ServerIP=192.168.17.6 

TCPport=21 

Username=test4669 

Password=1234 

UpdateScript,1,M 

SWITCH 

rFile=Rcv1.txt,Svr1.txt,0, 

rFile=Rcv2.txt,Svr2.txt,1, 

rFile=Rcv3.txt,Svr3.txt,1, 

・・・ 

tFile=TestFile,Svr21.txt,0, 

rFile=TestFile,Svr22.txt,-1, 

・・・ 

ServerIP=192.168.1.1 

TCPport=21 

Username=test4669 

Password=1234 

UpdateScript,1, 

rFile=Rcv4.txt,Svr4.txt,0, 

rFile=Rcv5.txt,Svr5.txt,1, 

rFile=Rcv6.txt,Svr6.txt,1, 

・・・ 

SWITCH 

tFile=TestFile,Svr50.txt,0, 

rFile=TestFile,Svr60.txt,-1, 

・・・ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

92 



 
 

11.2.8 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名のﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ 
ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ文字は、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙから FTP ｻｰﾊﾞｰへ送信されたﾌｧｲﾙを区別するためにｻﾎﾟｰﾄされています。 
“%”で始まり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字が続きます。%T、%N、%I 
ﾘﾓｰﾄのﾌｧｲﾙ名に対してのみ有効です。 
ﾌｧｲﾙ名の任意の場所に指定することができます。 
複数回ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞを使用できますが、ﾌｧｲﾙ名は最大 256 文字までです。それ以上のﾌｧｲﾙ名は、自動的に切り詰められま

す。拡張子を含むﾌｧｲﾙ名の場合は、それを除いた分となります。 
ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名で、3 つのﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞに対応しています。 

%T 
ｻｰﾊﾞｰに送信するﾌｧｲﾙ名前にﾃﾞﾊﾞｲｽのｼｽﾃﾑ時刻(14 文字)を挿入するには、"％T"を使用します。 

%N 
ｻｰﾊﾞｰに送信するﾌｧｲﾙ名前にﾃﾞﾊﾞｲｽのｼﾘｱﾙ番号(工場出荷時のﾃﾞﾌｫﾙﾄは、9 文字)を挿入するには、"％N"を使用します。 

%I 
ｻｰﾊﾞｰに送信するﾌｧｲﾙ名前にﾕｰｻﾞｰ指定の文字列(最大 16 文字)を挿入するには、 "％I"を使用します。『11.4.8 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ

名のﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ(ﾕｰｻﾞｰ指定文字列)』を参照してください。 

使用例 
tFile=test,test%T.txt,0,M  /* ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名、例)test20000111061852.txt */ 
tFile=test,test%I.txt,0,M  /* ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名、例)testCipherlab.txt */ 
tFile=test,test%N.txt,0,M  /* ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名、例)testDB9001999.txt */ 
tFile=test,test%N+%I+%T.txt,0,M /* ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名、例)testDB9001999+Cipherlab+20000111061852.txt */ 
 

93 



 
 

11.3 構造体 
 

11.3.1 FTP_SETTING 構造体 
この構造体にﾃﾞﾌｫﾙﾄの設定を格納しておくことができます。 
 この設定は、DoFTP で引数がなかった場合、かつｽｸﾘﾌﾟﾄに接続設定がなかった場合のみ有効です。 

typedef struct 
{ 

char  ServerIP[254]; 
char  FTPPort[8]; 
char  Username[65]; 
char  Password[65]; 

} FTP_SETTINGS; 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 
char  ServerIP[254] Null FTP ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽ、またはﾎｽﾄ名(Null 文字で終わる)。 
char  FTPPort[8] Null ﾘﾓｰﾄのﾎﾟｰﾄ番号 

 通常は、ｻｰﾊﾞｰの TCP ﾎﾟｰﾄ 21 が使用されます。 
char  Username[65] Null FTP ｻｰﾊﾞｰにﾛｸﾞｲﾝするﾕｰｻﾞｰ名。 
char  Password[65] Null FTP ｻｰﾊﾞｰにﾛｸﾞｲﾝするﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ。 
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11.4 高度な FTP 関数 
下記の個々のﾗｲﾌﾞﾗﾘは、高度な FTP 関数の一覧です。ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ(802.11b/g)経由で FTP ｾｯｼｮﾝを行う場合、DoFTP 関

数を使用する代わりにこれらの関数を使用することができます。 

 FTPOpen()をｺｰﾙすると、ｺﾈｸｼｮﾝをｵｰﾌﾟﾝし、ﾎｽﾄにﾛｸﾞｲﾝします。 
 FTPClose()をｺｰﾙすると、ｺﾈｸｼｮﾝをｸﾛｰｽﾞします。 
 FTPDir()をｺｰﾙすると、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに、ｶﾚﾝﾄ作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報の DIRList ﾌｧｲﾙを保存します。 
 FTPCwd()をｺｰﾙすると、ｶﾚﾝﾄ作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを変更します。 
 FTPSend()または FTPAppend()をｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞします。 
 FTPRecv()をｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
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11.4.1 接続：FTPOpen 

FTPOpen          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ(802.11b/g)経由でﾎｽﾄに接続し、ﾛｸﾞｲﾝします。 

 書式  int FTPOpen(char *HostIP, char *UserName, char *Password, unsigned int nPort); 

 引数  char *HostIP 
FTP ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽまたはﾎｽﾄ名(最大 253 文字)が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *UserName 
ﾕｰｻﾞｰ名文字列(最大 64 文字)が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *Password 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ文字列(最大 64 文字)が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned int *Port 
ﾎﾟｰﾄ番号。 
 通常は、ｻｰﾊﾞｰの TCP ﾎﾟｰﾄ 21 が使用されます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)  FTPOpen((char *)”192.168.17.6”, (char *)”test4669”, (char *)”1234”, 21); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)  char c = ‘\0’ 
   FTPOpen((void *)”0.0.0.0”, &c, &c, 0);  // Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ電源 ON、FTP ｻｰﾊﾞｰに接続 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
-3 ﾎｽﾄ名→ﾊﾞｲﾅﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽの解決に失敗しました。 
-4 ﾎｽﾄに接続できませんでした。 
-5 不正なﾕｰｻﾞｰ名です。 
-6 不正なﾊﾟｽﾜｰﾄﾞです。 
-10 ﾊﾞｲﾅﾘ転送ﾓｰﾄﾞに設定できませんでした。 
-20 ﾎｽﾄ IP が空です。 
-21 ﾕｰｻﾞｰ名が空です。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPClose 

 

11.4.2 切断：FTPClose 

FTPClose          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  接続をｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  void FTPClose(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FTPClose(); 

 戻り値  なし。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPOpen 
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11.4.3 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ取得：FTPDir 

FTPDir           8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに、ｶﾚﾝﾄ作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報の DIRList ﾌｧｲﾙを保存します。 

 書式  int FTPDir(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)  FTPDir(); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
-131 DIRList のｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。 
-133 作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘからのﾌｧｲﾙ情報のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに失敗しました。 

 備考  この関数は、ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報を取得するために、LIST ｺﾏﾝﾄﾞを発行します。ﾌｧｲﾙｴﾝﾄﾘの形式は、

FTP ｻｰﾊﾞｰに依存しています。ﾌｧｲﾙｴﾝﾄﾘの形式については『11.2.1 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ情報』を参照してく

ださい。 
   『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 

 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPCwd 

 

11.4.4 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変更：FTPCwd 

FTPCwd          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ｶﾚﾝﾄ作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを変更します。 

 書式  int FTPCwd(char *NewDir); 

 引数  char *NewDir 
新しいﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。下記ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例参照。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)  FTPCwd ((char *)”123”); // 現在ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのの親ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにある”123”に変更 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)  FTPCwd ((char *)”/Root/Temp”); // 絶対ﾊﾟｽを指定しで”Temp”に変更 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(3)  FTPCwd ((void *)”..”); // ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのひとつ上に戻る 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(4)  FTPCwd ((void *)”/”); // ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに戻る 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
-132 作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの変更に失敗しました。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPDir 
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11.4.5 ﾌｧｲﾙのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ：FTPSend、FTPAppend 

FTPSend          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞします。 

 書式  int FTPSend(char *LocalFile, char *RemoteFile, char *ProcessOption); 

 引数  char *LocalFile 
ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *RemoteFile 
ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *ProcessOption(将来) 
ﾌﾟﾛｾｽｵﾌﾟｼｮﾝが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FTPSend ((char *)”Tx1.TXT”, (char *)”Tx1.TXT”, (char *)””); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 
-134 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙが見つかりません。 
-135 ﾎｽﾄにﾌｧｲﾙを送信できませんでした。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPAppend, FTPRecv 

FTPAppend          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄのﾌｧｲﾙに追加書込みします。 

 書式  int FTPAppend(char *LocalFile, char *RemoteFile, char *ProcessOption); 

 引数  char *LocalFile 
ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *RemoteFile 
ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *ProcessOption(将来) 
ﾌﾟﾛｾｽｵﾌﾟｼｮﾝが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FTPAppend ((char *)”Tx1.TXT”, (char *)”Tx1.TXT”, (char *)””); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 
-134 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙが見つかりません。 
-135 ﾎｽﾄにﾌｧｲﾙを送信できませんでした。 

 備考  この関数は、Bluetooth FTP ではｻﾎﾟｰﾄされていません。FTPAppend()をｺｰﾙすると、FTPSend()
をｺｰﾙした場合と同じ結果となります。 

   『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPSend, FTPRecv 
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11.4.6 ﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ：FTPRecv 

FTPRecv          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 

 書式  int FTPRecv(char *LocalFile, char *RemoteFile, char *ProcessOption); 

 引数  char *LocalFile 
ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *RemoteFile 
ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char *ProcessOption(将来) 
ﾌﾟﾛｾｽｵﾌﾟｼｮﾝが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FTPRecv ((char *)”Tx1.TXT”, (char *)”Tx1.TXT”, (char *)””); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 を返します。ｴﾗｰ発生時は、ｴﾗｰ状態を意味する 0 以外の値 を返します。 
1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 
-131 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝできませんでした。(ﾃﾞｰﾀを保存できませんでした。) 
-133 ﾎｽﾄからﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできませんでした。 

 備考  『付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ』を参照してください。 
 FTP ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列 szFTPReplyCode[256]に格納されます。 

 参照  FTPAppend, FTPRecv 
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11.4.7 DBF の復元 

UnpackDBF          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  PC のﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で作成した DBF ﾌｧｲﾙを復元します。 

 書式  int UnpackDBF(const char *FilenameSource); 

 引数  char *FilenameSource 
元ﾌｧｲﾙ名が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)  unpack_file_count = UnpackDBF(“packdata”);   // ﾌｧｲﾙが SRAM にある場合 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)  unpack_file_count = UnpackDBF(“a:\\packdata”);  // ﾌｧｲﾙが SD(8200/8400/8700)にある場合 

 戻り値  正常終了の場合は、復元した DBF ﾌｧｲﾙ数を返します。ｴﾗｰ発生時は、0 を返します。ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

fErrorCode に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。read_error_code をｺｰﾙすると、ｴﾗｰｺｰﾄﾞを取得で

きます。 
ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 意味 
2 SRAM に元ﾌｧｲﾙがありません。 
4 元ﾌｧｲﾙのﾌｫｰﾏｯﾄが不正です。 
10 SRAM に空き容量がありません。 
31 SD ｶｰﾄﾞにあるﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝできませんでした。詳細は ferrno を見てくださ

い。 

 備考  ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの SRAM または SD に保存するために RS-232 や FTP でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする前に、PC のﾕｰ

ﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe で梱包ﾌｧｲﾙを作成(=packDBF)します。ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでは、UnpackDBF()
をｺｰﾙすることにより、ﾌｧｲﾙを復元します。 
 梱包ﾌｧｲﾙを SRAM に保存している場合、ﾌｧｲﾙは復元完了後、自動的に削除されます。 

 

11.4.8 ﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名のﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ(ﾕｰｻﾞｰ指定文字列) 

GetUserWildCard         8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ﾕｰｻﾞｰ指定文字列を取得します。 

 書式  char *GetUserWildCard(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char *pUserString; 
   pUserString = GetUserWildCard(); 
   printf(“UserDefinedString:%s.\r\n”, pUserString); 

 戻り値  正常終了の場合は、”%I”の値が格納されたﾎﾟｲﾝﾀが戻ります。 

SetUserWildCard         8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  ｽｸﾘﾌﾟﾄのﾘﾓｰﾄﾌｧｲﾙ名で使用するﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ”%I”で使用する文字列を設定します。 

 書式  char *SetUserWildCard(char *UserString); 

 引数  char * UserString 
文字列が格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetUserWildCard((char *)”Cipherlab”); 

 戻り値  正常終了の場合は、0 が戻ります。文字列が 16 文字を超えている、またはﾎﾟｲﾝﾀが NULL の場

合、ｴﾗｰとして-1 が戻ります。 
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11.5 ﾌｧｲﾙ操作 
 

11.5.1 DAT ﾌｧｲﾙ 
FTP でｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ      前処理 
 

 
 
 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ、ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞでの SD ｶｰﾄﾞ  前処理 
 

 
 
 
 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ： 

なし 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ： 

なし 
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11.5.2 DAT ﾌｧｲﾙ 
FTP でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ      前処理 
 

 
 
 
 
 
FTP でｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ      前処理 
 

 
 
 
 
 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞ、ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞでの SD ｶｰﾄﾞ  前処理 
 

 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ： 

ﾘﾓｰﾄ： 
PC ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で梱包ﾌｧｲﾙを作成
(packDBF) 
ﾛｰｶﾙ： 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで、UnpackDBF を実行。 
『11.4.7 DBF の復元』参照。 

ﾘﾓｰﾄのみ： 
PC ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で梱包ﾌｧｲﾙを作成(DB0;
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ DB1～8) 

なし 

ﾘﾓｰﾄのみ： 
PC ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で SD ﾌｧｲﾙ(DB0;ｲﾝﾃﾞｯｸ

ｽﾌｧｲﾙ DB1～8)を梱包ﾌｧｲﾙに変換 

ﾘﾓｰﾄのみ： 
PC ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で梱包ﾌｧｲﾙを作成(DB0;
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ DB1～8) 

ﾘﾓｰﾄのみ： 
PC ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ”DataConverter.exe”で SD ﾌｧｲﾙ(DB0;ｲﾝﾃﾞｯｸ

ｽﾌｧｲﾙ DB1～8)を梱包ﾌｧｲﾙに変換 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ： 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ： 
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11.6 SD ｶｰﾄﾞ 
8200/8400/8700 の場合は、SD ｶｰﾄﾞが使用可能です。以下に示すように、ﾌｧｲﾙ名は関数呼び出しに渡される引数として

の場合、ﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。絶対ﾊﾟｽのみｻﾎﾟｰﾄされており、ﾌｧｲﾙ名はｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字・小文字を区別し

ません。 

※ ﾌｧｲﾙ名は、ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ上で大文字と小文字が区別されるかもしれませんが、SD ｶｰﾄﾞで使用するためにも、"AAA.txt"と
"aaa.txt"のように、大文字小文字が違うだけのﾌｧｲﾙ名は避けることが推奨されています。 

ﾌﾙﾊﾞｽﾌｧｲﾙ名の長さは 255 文字まで、内、ﾌｧｲﾙ名部分は 8 文字までです。『11.6.2 ﾌｧｲﾙ名』を参照してください。 

ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにあるﾌｧｲﾙ ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにあるﾌｧｲﾙ 
A:\\... A:\\UserFile A:\\SubDir\\UserFile 
a:\\... a:\\UserFile a:\\SubDir\\UserFile 
A:/… A:/UserFile A:/SubDir/UserFile 
a:/… a:/UserFile a:/SubDir/UserFile 
(1) DAT ﾌｧｲﾙは、ﾌｧｲﾙ名に拡張子があってもなくても有効です。 
(2) DBF ﾌｧｲﾙはﾌｧｲﾙ名に拡張子は不要です。 
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11.6.1 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
SRAM 上のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑとは異なり、SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、階層ﾂﾘｰのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ構造をｻﾎﾟｰﾄし、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成するこ

とができます。いくつかのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは、特定の用途のために予約されています。 
予約ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 関連する機能 備考 
\Program  System Menu → Load Program 

 Program Manager → Download 
 Program Manager → Activate 
 Kernel Menu → Load Program 
 Kernel Menu → Kernel Update 
 UPDATE_BASIC() 

このﾌｫﾙﾀﾞに保存しているﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを 8200/8400/8700 に

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。 
 C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・*.shx 
 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・*.ini と+.syn 

\BasicRun BASIC ﾗﾝﾀｲﾑ BASIC ﾗﾝﾀｲﾑで作成およびｱｸｾｽされる DAT、DBF ﾌｧｲﾙが

保存されています。 
それらのﾌｧｲﾙ名は次の通りです。 
DAT ﾌｧｲﾙ名 

DAT file #1 TXACT1.DAT 
DAT file #2 TXACT2.DAT 
DAT file #3 TXACT3.DAT 
DAT file #4 TXACT4.DAT 
DAT file #5 TXACT5.DAT 
DAT file #6 TXACT6.DAT 

DBF ﾌｧｲﾙ名 
DBF file #1 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F1.DB0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F1.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F1.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F1.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F1.DB4 

DBF file #2 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F2.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F2.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F2.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F2.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F2.DB4 

DBF file #3 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F3.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F3.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F3.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F3.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F3.DB4 

DBF file #4 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F4.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F4.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F4.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F4.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F4.DB4 

DBF file #5 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F5.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F5.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F5.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F5.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F5.DB4 

 

\AG\DBF 
\AG\DAT 
\AG\EXPORT 
\AG\IMPORT 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ(別名、AG) ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｼﾞｪﾈﾚｰﾀで作成および/またはｱｸｾｽされる

DAT、DBF、参照ﾌｧｲﾙが保存されています。 
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11.6.2 ﾌｧｲﾙ名 
ﾌｧｲﾙ名は最大 8 文字まで、ﾌｧｲﾙの拡張子は最大 3 文字まで - ﾌｧｲﾙ名は 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄ(=短いﾌｧｲﾙ名)となります。 
「"」「*」「+」「,」「:」「;」「<」「=」「>」「?」「|」「[」「]」はﾌｧｲﾙ名に使用できません。 
 1～8 文字のﾌｧｲﾙ名(null 文字は不可)が表示され、拡張子があればそれも表示されます。ﾌｧｲﾙ名が 8 文字以上の場合、8

文字に切り詰められます。 
 ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽとして SD ｶｰﾄﾞを搭載したﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの場合、長いﾌｧｲﾙ名では、最大で 255 文字まで可能です。例え

ば、ﾊﾟｿｺﾝで作成したﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は、”123456789.txt”である場合もあります。ただし、同じﾌｧｲﾙを直接ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

でｱｸｾｽすると、ﾌｧｲﾙ名は"123456~1.TXT"に切り詰められます。 
 ﾌｧｲﾙ名に ASCII 文字以外がある場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙがﾌｧｲﾙ名を正しく表示するためには、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに該当のﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ

をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしておく必要があります。 
 ﾌｧｲﾙ名はｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字・小文字を区別しません。 
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付録 1 ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞのﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用することができます。 
例えば、 
 SetCommType(1, COMM_IR)をｺｰﾙして COM1 をｼﾘｱﾙ IR 接続に設定します。 
 ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙ経由でｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞの発行を有効にするには、 

open_com(1,BAUD_115200 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | CRADLE_COMMAND) 
とｺｰﾙし、 
ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙ経由でｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞの発行を有効にするには、 
open_com(1,BAUD_57600 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | CRADLE_COMMAND) 
とｺｰﾙします。 

(1) ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞの DIP ｽｲｯﾁでﾎﾞｰﾚｰﾄの設定を変更しない限り、工場出荷時の初期設定では、ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙは、

BAUD_115200、ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙは BAUD_57600 に設定されています。 
(2) RS-232 のｹｰﾌﾞﾙを抜き差しするたびに、ﾎﾞｰﾚｰﾄは DIP ｽｲｯﾁの設定にﾘｾｯﾄされます。 

#fOrMaT:x           ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ 

 目的  ｸﾚｰﾄﾞﾙのｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ設定を変更します。 

 書式  write_com(int port, “#fOrMaT:x\r”); 

 引数  int port 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの IR ﾎﾟｰﾄ番号。 

   #fOrMaT:x\r  
0 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ「8,N,1」 
1 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ「7,N,2」 
2 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ「7,O,2」 
3 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ「7,E,2」 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCommType(1, COMM_IR); 
   open_com(1,BAUD_57600 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | 

CRADLE_COMMAND); 
   write_com(1, “fOrMaT:2\r”); // set to 7,0,2 mode 
   while(!com_eot(1)); 

 戻り値  正常終了の場合は、”#DONE”が戻ります。 

 備考  このｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞは、ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 3.50 以降で対応しています。 

 参照  #SeRiAl 

#mOdEm           ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ 

 目的  ｸﾚｰﾄﾞﾙをﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞに設定します。 

 書式  write_com(int port, “#mOdEm\r”); 

 引数  int port 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの IR ﾎﾟｰﾄ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCommType(1, COMM_IR); 
   open_com(1,BAUD_57600 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | 

CRADLE_COMMAND); 
   write_com(1, “mOdEm\r”); // set to MODEM mode 
   while(!com_eot(1)); 

 戻り値  正常終了の場合は、”#DONE”が戻ります。 

 備考  ｺﾏﾝﾄﾞ発効後、ｸﾚｰﾄﾞﾙのﾎﾞｰﾚｰﾄは DIP ｽｲｯﾁの設定にﾘｾｯﾄされます。 

※ ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙでは、ﾓﾃﾞﾑﾎﾞｰﾄﾞではなくｲｰｻｰﾈｯﾄﾎﾞｰﾄﾞになっているため、”#mOdEm”は「ｲｰｻﾈｯﾄを選択」を意味しま

す。 
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#SeRiAl            ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ 

 目的  ｸﾚｰﾄﾞﾙのｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの設定をﾃﾞﾌｫﾙﾄにﾘｾｯﾄします。 

 書式  write_com(int port, “#SeRiAl\r”); 

 引数  int port 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの IR ﾎﾟｰﾄ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCommType(1, COMM_IR); 
   open_com(1,BAUD_57600 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | 

CRADLE_COMMAND); 
   write_com(1, “SeRiAl\r”); // set to default 
   while(!com_eot(1)); 

 戻り値  正常終了の場合は、”#DONE”が戻ります。異常終了の場合、RS-232 ｹｰﾌﾞﾙが検出されないことを

意味する”#CABLE”が戻ります。 

 備考  このｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞは、ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 3.30 以降で対応しています。ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの設定はﾃﾞﾌｫﾙﾄの

「N,8,1」にﾘｾｯﾄされます。ただし、ﾎﾞｰﾚｰﾄは現在の DIP ｽｲｯﾁの設定となります。(ﾃﾞﾌｫﾙﾄは
57600bps) 

※ RS-232 のｹｰﾌﾞﾙを抜き差しするたびに、ﾎﾞｰﾚｰﾄは DIP ｽｲｯﾁの設定にﾘｾｯﾄされます。 

#vErSiOn?           ｸﾚｰﾄﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞ 

 目的  IR ﾎﾞｰﾄﾞのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  write_com(int port, “#vErSiOn?\r”); 

 引数  int port 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの IR ﾎﾟｰﾄ番号。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCommType(1, COMM_IR); 
   open_com(1,BAUD_57600 | DATA_BIT8 | PARITY_NONE | HANDSHAKE_NONE | 

CRADLE_COMMAND); 
   write_com(1, “vErSiOn\r”); 
   while(!com_eot(1)); 

 戻り値  正常終了の場合、例えば、”#Ver03.20”のようなﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報が戻ります。 

※ IR ﾎﾞｰﾄﾞのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが v3.00 より古い場合、応答はありません。 

上記以外のｺﾏﾝﾄﾞ 

“#NAK”が戻ります。 
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付録 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ索引 
NETCONFIG と BTCONFIG 
 

ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ 
『4.1.1 NETCONFIG 構造体』を参照してください。ただし、背景がｸﾞﾚｰのものは構造体に含まれていません。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞｰﾀ型 WLAN  
1 P_LOCAL_IP unsigned char [4] ○  
2 P_SUBNET_MASK unsigned char [4] ○  
3 P_DEFAULT_GATEWAY unsigned char [4] ○  
4 P_DNS_SERVER unsigned char [4] ○  
5 P_LOCAL_NAME char [33] ○  
6 P_SS_ID char [33] ○  
7 P_WEPKEY_0 unsigned char [14] ○  
8 P_WEPKEY_1 unsigned char [14] ○  
9 P_WEPKEY_2 unsigned char [14] ○  
10 P_WEPKEY_3 unsigned char [14] ○  
11 P_DHCP_ENABLE int ○  
12 P_AUTHEN_ENABLE unsigned int ○  
13 P_WEP_LEN Int ○  
14 P_SYSTEMSCALE Int ○  
15 P_DEFAULTWEPKEY Int ○  
16 P_DOMAINNAME char [129] 読取りのみ  
17 P_WEP_ENABLE unsigned int ○  
18 P_EAP_ENABLE unsigned int ○  
19 P_EAP_ID char [33] ○  
20 P_EAP_PASSWORD char [33] ○  
21 P_POWER_SAVE_ENABLE unsigned int ○  
22 P_PREAMBLE unsigned int ○  
23 P_MACID unsigned char [6] 読取りのみ  
30 P_ADHOC unsigned int ○  
31 P_FIRMWARE_VERSION char [4] 読取りのみ  
33 P_WPA_ENABLE 

P_WPA_PSK_ENABLE 
unsigned int ○  

34 P_WPA_PASSPHRASE unsigned char [64] ○  
35 P_BSSID unsigned char [6] 読取りのみ  
36 P_FIXED_BSSID unsigned char [6] ○  
37 P_ROAM_TXRATE_11B int ○  
38 P_ROAM_TXRATE_11G int ○  
39 P_WPA2_PSK_ENABLE unsigned int ○  
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Bluetooth SPP、HSP、FTP、DUN 
『5.2.1 BTCONFIG 構造体』を参照してください。ただし、背景がｸﾞﾚｰのものは構造体に含まれていません。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞｰﾀ型 SPP HSP FTP DUN 
5 P_LOCAL_NAME char [33] ○ ○ ○ ○ 
24 P_BT_MACID unsigned char [6] 読取り 

のみ 
読取り 
のみ 

読取り 
のみ 

読取り 
のみ 

25 P_BT_REMOTE_NAME unsigned char [20] ○ ○ ○ ○ 
26 P_BT_SECURITY unsigned int ○ ○ ○ ○ 
27 P_BT_PIN_CODE unsigned char [16] ○ ○ ○ ○ 
28 P_BT_BROADCAST_ON unsigned int ○ ○ ○ ○ 
29 P_BT_POWER_SAVE_ON unsigned int ○ ○ ○ ○ 
32 P_BT_GPRS_APNAME unsigned char [20]    ○ 
40 P_BT_FREQUENT_DEVICE1 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
41 P_BT_FREQUENT_DEVICE2 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
42 P_BT_FREQUENT_DEVICE3 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
43 P_BT_FREQUENT_DEVICE4 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
44 P_BT_FREQUENT_DEVICE5 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
45 P_BT_FREQUENT_DEVICE6 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
46 P_BT_FREQUENT_DEVICE7 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
47 P_BT_FREQUENT_DEVICE8 BTSearchInfo 構造体 ○ ○ ○ ○ 
 

GSMCONFIG 
『6.4.1 GSMCONFIG 構造体(GSM/GPRS)』を参照してください。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞｰﾀ型 GSM GPRS 
60 P_GSM_SERVICE_CENTER unsigned char [21] 読取りのみ  
61 P_GSM_PIN_CODE unsigned char [9] ○ ○ 
62 P_GPRS_AP unsigned char [21]  ○ 
63 P_GSM_NET unsigned char [21] 読取りのみ  
64 P_GSM_MODEM_DIAL_NUM unsigned char [21] ○  
65 P_GPRS_CHAP_ENABLE unsigned int  ○ 
66 P_GPRS_CHAP_PASSWORD char [33]  ○ 
67 P_GPRS_CHAP_USERNAME char [33]  ○ 
 

PPPCONFIG 
『8.1.1 PPPCONFIG 構造体』を参照してください。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞｰﾀ型 PPP  
70 P_PPP_DIALUPHONE unsigned char [20] ○  
71 P_PPP_LOGINNAME unsigned char [41] ○  
72 P_PPP_LOGINPASSWORD unsigned char [20] ○  
73 P_PPP_BAUDRATE int ○  
 

USBCONFIG 
『9.2.1 USBCONFIG 構造体』を参照してください。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞｰﾀ型 USB  
80 P_USB_VCOM_BY_SN unsigned int ○  
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付録 3 ﾈｯﾄｽﾃｰﾀｽ索引 
関連の構造と機能については、次の項を参照してください。 
 4.1.3 NETSTATUS 構造体 
 4.1.4 RADIOSTATUS 構造体 
 5.2.4 BTSTATUS 構造体 
 6.4.3 GSMSTATUS 構造体(GSM/GPRS) 
 

ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ 
8000/8200/8300/8400/8700 の 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙでは、ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 2～4 の代わりに 14～16 を使用することをお勧めします。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 備考 802.11b のみ 802.11b/g 
0 WLAN_State NETSTATUS 構造体 ○ ○ 
1 WLAN_Quality ○ ○ 
2 WLAN_Signal ○ ○ 
3 WLAN_Noise ○ ○ 
4 WLAN_Channel ○ ○ 
5 WLAN_TxRate ○ ○ 
6 NET_IPReady ○ ○ 
14 WLAN_SNR RADIOSTATUS 構造体  ○ 
15 WLAN_RSSI  ○ 
16 WLAN_NOISEFLOOR  ○ 
※ ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 14～16 は 8000/8200/8300/8400/8700 の 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙでのみ有効です。 
 

Bluetooth SPP、HSP、FTP、DUN 
DUN1 は、ﾓﾃﾞﾑを接続するための Bluetooth DUN のことです。 
DUN2 は、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの GPRS を起動するための Bluetooth DUN-GPRS のことです。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 備考 SPP HSP FTP DUN1 DUN2 
6 NET_IPReady NETSTATUS 構造体     ○ 
7 BT_State BTSTATUS 構造体 ○ ○ ○ ○ ○ 
8 BT_Signal ○ ○ ○ ○ ○ 
 

GPS/GPRS 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 備考 GSM GPRS 
11 GSM_state GSMSTATUS 構造体 ○ ○ 
12 GSM_RSSIQuality ○ ○ 
13 GSM_PINstate ○ ○ 
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付録 4 使用例 
 

WLAN 使用例(802.11b/g) 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 
通常、ﾈｯﾄﾜｰｸ設定は、GetNetParemeter()と SetNetParameter()をｺｰﾙする前に行う必要があります。 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸとﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙの初期化 
802.11b/g、Bluetooth、GSM/GPRS のようなﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙは NetInit()をｺｰﾙすることにより使用可能となります。 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ WLAN 

(802.11b/g) 
GPRS Bluetooth 

DUN-GPRS 
RS-232 経由の PPP 

8062   NetInit(3L)  
8071 NetInit()    
8230 NetInit() 

NetInit(0L) 
 NetInit(3L) NetInit(5L) 

8260   NetInit(3L) NetInit(5L) 
8330 NetInit() 

NetInit(0L) 
 NetInit(3L) NetInit(5L) 

8362   NetInit(3L) NetInit(5L) 
8370 NetInit()   NetInit(5L) 
8400   NetInit(3L) NetInit(5L) 
8470 NetInit() 

NetInit(0L) 
 NetInit(3L) NetInit(5L) 

8500   NetInit(3L)  
8570 NetInit() 

NetInit(0L) 
 NetInit(3L)  

8700   NetInit(3L)  
8770 NetInit() 

NetInit(0L) 
 NetInit(3L)  

8780  NetInit(2L) NetInit(3L)  
8790 NetInit() 

NetInit(0L) 
NetInit(2L) NetInit(3L)  

(1) ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙでの IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由の PPP では NetInit(4L)を使用すます。 
(2) ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙでの IR またはﾀﾞｲﾚｸﾄ接続経由のｲｰｻﾈｯﾄでは NetInit(6L)を使用します。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ状態のﾁｪｯｸ 
初期化ﾌﾟﾛｾｽが完了すると、ﾈｯﾄﾜｰｸ状態は、ｼｽﾃﾑから取得することができます。ﾈｯﾄﾜｰｸ状態は、定期的にｼｽﾃﾑによって更

新されます。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで CheckNetStatus をｺｰﾙするたびに、その時点の最新の状態を取得することができます。 

接続ｵｰﾌﾟﾝ 
ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄと送受信する前に、接続を確立する必要があります。Nopen()をｺｰﾙし、接続をｵｰﾌﾟﾝします。例えば、 

conno = Nopen(“*”, “TCP/IP”, 2000, 0, 0); 

ﾃﾞｰﾀ送信 
 socket_cansend() 

ﾃﾞｰﾀをﾈｯﾄﾜｰｸへ送信する前に、socket_cansend()をｺｰﾙし、ﾃﾞｰﾀを直ちに送信するための十分なﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞがあるか

ﾁｪｯｸします。また、ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄから応答がないとき、4 ﾊﾟｹｯﾄ以上のﾃﾞｰﾀが送信されたかどうかﾁｪｯｸするのにも使用さ

れます。そして、Nwrite()をｺｰﾙし、ﾈｯﾄﾜｰｸにﾃﾞｰﾀを送信します。 
 socket_hasdata() 

ﾃﾞｰﾀをﾈｯﾄﾜｰｸから受信する前に、socket_hasdata()をｺｰﾙし、ﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀがあるかどうかﾁｪｯｸします。そして、

Nread()をｺｰﾙして、ﾈｯﾄﾜｰｸからﾃﾞｰﾀを受信します。 
※ PPP、DUN-GPRS または GPRS 接続で異常中断が発生した場合、ChekNetStatus(IPReady)は-1 が戻ります。 

その他の関数 
『2.4 補足機能』を参照してください。 

111 



 

接続ｸﾛｰｽﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで、通信を必要としなくなったときは、Nopen()の戻り値の conno で特定されている接続を Nclose()で終了し

ます。 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸとﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙの終了 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでﾈｯﾄﾜｰｸの使用を終了する場合は、NetCose()をｺｰﾙします。これにより、ﾈｯﾄﾜｰｸが終了、ﾓｼﾞｭｰﾙへをｼｬｯﾄﾀﾞｳ

ﾝして、ﾊﾞｯﾃﾘｰの節約になります。再度ﾈｯﾄﾜｰｸを使用する場合は、NetInit()を再度ｺｰﾙします。 
※ NetColse()のｺｰﾙ後は、ｺｰﾙ前のﾈｯﾄﾜｰｸ接続やﾃﾞｰﾀはすべて失われます。 
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WPA ｾｷｭﾘﾃｨ 
ｾｷｭﾘﾃｨで、WPA-PSK/WPA2-PSK が有効な場合、SSID とﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞは事前共通鍵を生成するために処理されます。SSID
またはﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞを変更した場合、事前共通鍵は再生成されます。 
(1) ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄとの最初の関連付けのあいだ、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでは画面に事前共通鍵の処理中であることを示すｱﾝﾃﾅｱｲｺﾝが表

示されます。 

 
(2) 事前共通鍵生成後、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄとの接続処理に移行し、ｱﾝﾃﾅが点滅表示になります。 
(3) ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙが正常にｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄに接続されると、ｱﾝﾃﾅ全体と電波状況が表示されます。 
これらのｱｲｺﾝは、NetInit()がｺｰﾙされた後画面に表示されることに注意してください。(まず、WPA-PSK / WPA2-PSK が

有効である必要があります。) 
 
 

 
ｱｲｺﾝの変化は事前共通鍵の処理中を意

味します。 

数秒待ちます。 
ｱｲｺﾝ  の点滅は、同じ SSID でｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

に接続していることを示します。 
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Bluetooth 使用例 
 

SPP ﾏｽﾀ 

問い合わせ 
BTInquiryDevice(BTSerchInfo *Info, int max)をｺｰﾙし、近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
BTPairingTest(BTSerchInfo *Info, BTSerialPort)をｺｰﾙし、Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COMM_RF)をｺｰﾙし、COM2 を Bluetooth 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(2, BT_SERIALPORT_MASTER)をｺｰﾙし、Bluetooth SPP ﾏｽﾀで初期化します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(2)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送受信 
write_com()と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (!com_eot(2)) printf(“Connection break”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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SPP ｽﾚｰﾌﾞ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COMM_RF)をｺｰﾙし、COM2 を Bluetooth 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(2, BT_SERIALPORT_SLAVE)をｺｰﾙし、Bluetooth SPP ｽﾚｰﾌﾞで初期化します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(2)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送受信 
write_com()と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (!com_eot(2)) printf(“Connection break”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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SPP 経由のｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ 
Part1 の『2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞ』と『2.4.3 ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ』を参照してください。 
 
ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ 
#include <8300.h> 
#include <ucos.h> 
static const int beep[] = {32, 5, 0, 0}; 
 
main() 
{ 

SetCommType(2, COMM_RF);   // Add WEDGE_EMULATOR flag to open_com 
open_com(2, BT_SERIALPORT_SLAVE | WEDGE_EMULATOR); 
clr_scr(); 
gotoxy(0, 0); printf(“   Virtual  Wedge   ”); 
gotoxy(0, 1); printf(“====================”); 
gotoxy(0, 2); printf(“        Wait        ”); 
gotoxy(0, 3); printf(“   Connecting…    ”); 
gotoxy(0, 4); printf(“====================”); 
while(1) { 
  if (WedgeReady()) break; 
  OSTimeDly(4); 
} 
clr_scr(); 
gotoxy(0, 0); printf(“   Virtual  Wedge   ”); 
gotoxy(0, 1); printf(“====================”); 
gotoxy(0, 2); printf(“        Ready       ”); 
gotoxy(0, 3); printf(“Press a key to start”); 
gotoxy(0, 4); printf(“====================”); 
on_beeper(beep); 
while (!getchar()) OSTimeDly(4); 
while (1) { 
  if (getchar()) 
    SendData(“1234567890abcdefghijklmnopqrstuvwxyz”); 
  OPTimeDly(4); 
} 

} 
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HID 

ｳｪｯｼﾞ設定 
Bluetooth HID は HID 操作を管理する WedgeSetteing 配列を使用しています。Part1 の『2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞ』を参照して

ください。 
配列 ﾋﾞｯﾄ位置 説明 
0 7 - 0 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 

1 7 1 : CAPS ﾛｯｸ自動検出有り 
0 : CAPS ﾛｯｸ自動検出無し 

1 6 1 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾝ 
0 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾌ 

1 5 1 : 大文字/小文字を無視 
0 : 大文字/小文字を認識 

1 4 - 3 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : 下段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : 上段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 2-1 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : CAPS ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : SHIFT ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 0 1 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 
0 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 

2 7 - 0 
HID ｷｬﾗｸﾀ送信ﾓｰﾄﾞ 
0 : ｷｬﾗｸﾀ 
1 : ﾊﾞｯﾁ処理 

WedgeSetting[0] 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞﾀｲﾌﾟを指定します。設定可能な値は次の通りです。 
設定値あああ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 設定値あああ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 

0 Null (ﾃﾞｰﾀ送信無し) 7 PCAT (UK) 
1 PC AT (USA) 8 PCAT (ﾍﾞﾙｷﾞｰ) 
2 PC AT (ﾌﾗﾝｽ) 9 PCAT (ｽﾍﾟｲﾝ) 
3 PC AT (ﾄﾞｲﾂ) 10 PCAT (ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) 
4 PC AT (ｲﾀﾘｱ) 11 IBM A01-1 (日本語 106/109 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
5 PC AT (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ) 12 PCAT (ﾄﾙｺ) 
6 PC AT (ﾉﾙｳｪｰ)   

WedgeSetting[1] 
詳細は Part1 の『2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞ』を参照してください。 

WedgeSetting[2] 
ｷｬﾗｸﾀ、またはﾊﾞｯﾁ処理のいずれかで、ﾎｽﾄにﾃﾞｰﾀを送信する方法を指定します。 
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COMM_RF)をｺｰﾙし、COM2 を Bluetooth 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(2, BT_HID_DEVICE)をｺｰﾙし、Bluetooth HID 機能で初期化します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(2)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ 
常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄに記録されているﾎｽﾄ·ﾃﾞﾊﾞｲｽがある場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ(SPP ﾏｽﾀｰなど)は自動的に接続します。接続に失敗

した場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはﾘﾄﾗｲします。2 度失敗したすると、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは別のﾎｽﾄへの接続を開始するために 7 秒を待ち

ます。それでも接続が確立しない場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはこの処理を繰り返します。 
常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄに登録されているﾃﾞﾊﾞｲｽがない場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは(SPP ｽﾚｰﾌﾞとして)単純に接続を開始する(SPP ﾏｽﾀな

どの)ﾎｽﾄ·ﾃﾞﾊﾞｲｽを待機する必要があります。 
※ HID の入力ﾃﾞﾊﾞｲｽ(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)として接続する場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは接続してくるﾎｽﾄを待機する必要があります。HID 接

続が確立されると、ﾎｽﾄ·ﾃﾞﾊﾞｲｽが HID 接続として認識され、常用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄに記録されます。 

ﾃﾞｰﾀ送信 
write_com(2, *data)または nwrite_com(2, *data, len)をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (!com_eot(2)) printf(“Connection break”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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DUN 

問い合わせ 
BTInquiryDevice(BTSerchInfo *Info, int max)をｺｰﾙし、近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
BTPairingTest(BTSerchInfo *Info, BTSerialPort)をｺｰﾙし、Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COMM_RF)をｺｰﾙし、COM2 を Bluetooth 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(2, BT_DIALUP_NETWORKING)をｺｰﾙし、Bluetooth DUN 機能で初期化します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(2)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送受信 
write_com()と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (!com_eot(2)) printf(“Connection break”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
 

DUN-GPRS 
内蔵の Bluetooth ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸ技術で携帯電話の GPRS 機能を有効にするには、『WLAN 使用例(802.11b/g)』と同

じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの流れになります。 
 NetInit(BT_GPRS_NETWORKING)を呼び出す前に、DUN-GPRS の次のﾊﾟﾗﾒｰﾀを指定する必要があります。 

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 
32 P_BT_GPRS_NETWORKING Null Bluetooth DUN-GPRS のｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの名前 
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HSP(8200 のみ) 

問い合わせ 
BTInquiryDevice(BTSerchInfo *Info, int max)をｺｰﾙし、近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
BTPairingTest(BTSerchInfo *Info, BTSerialPort)をｺｰﾙし、Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COMM_RF)をｺｰﾙし、COM2 を Bluetooth 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(2, BT_HEADSET)をｺｰﾙし、Bluetooth HSP で初期化します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(2)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送受信 
write_com()と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (!com_eot(2)) printf(“Connection break”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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FTP(8200 のみ) 

問い合わせ 
BTInquiryDevice(BTSerchInfo *Info, int max)をｺｰﾙし、近くにある Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索します。 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
BTPairingTest(BTSerchInfo *Info, BTSerialPort)をｺｰﾙし、FTP ｻｰﾊﾞｰとﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします。 

FTP 接続ｵｰﾌﾟﾝ 
FTPOpen((char *)”0.0.0.0”, (char *)””, (char *)””, 0)をｺｰﾙし、FTP ｻｰﾊﾞｰと接続します。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(2)をｺｰﾙします。 

if (FTPOpen((char *)”0.0.0.0”, (char *)””, (char *)””, 0) 
    printf(“Fail!\r\n”); 
else 
    printf(“Success!\r\n”); 

作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変更 
FTPCwd(char *NewDir)をｺｰﾙし、ｶﾚﾝﾄの作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを変更します。 

printf(“Move to default path.”); 
if (FTPCwd(“\\”) 
    printf(“Fail!\r\n”); 
else 
    printf(“Success!\r\n”); 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ取得 
FTPDir()をｺｰﾙし、ｶﾚﾝﾄ作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの情報を取得します。取得した内容はﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの DIRList に保存されます。 

if (FTPDir() 
    printf(“Fail!\r\n”); 
else 
    printf(“Success!\r\n”); 
fhd1 = open(“DIRList”); 

ﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
FTPRecv(char *LocalFile, char *RemoteFile, char *ProcessOption)をｺｰﾙし、ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
remove(“prog1”); 
if (FTPRecv((void *)”prog1”, “user1.shx”, (void *)”0”) 
    printf(“Fail!\r\n”); 
else 
    printf(“Success!\r\n”); 

ﾌｧｲﾙｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 
FTPSend(char *LocalFile, char *RemoteFile, char *ProcessOption)をｺｰﾙし、ﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞします。 
if (access(“prog2”) == 1) { 

if (FTPRend((void *)”prog2”, “user2.shx”, (void *)”0”) 
      printf(“Fail!\r\n”); 

else 
      printf(“Success!\r\n”); 
} 

FTP 接続ｸﾛｰｽﾞ 
FTPClose()をｺｰﾙし、通信の終了と、Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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GSM/GPRS 使用例 
 

GPRS 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続し、ｺﾝﾃﾝﾂ·ｻｰﾊﾞｰへの接続を確立するには、『WLAN 使用例(802.11b/g)』と同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの流れとなり

ます。ｸﾗｲｱﾝﾄによって開始される接続のみｻﾎﾟｰﾄされています。 

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ接続 
NetInit(GPRS_NETWORKING)をｺｰﾙする前に、GPRS の以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定する必要があります。 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 記事 
61 P_GSM_PIN_CODE[9] Null GSM/GPRS の PIN ｺｰﾄﾞ 
62 P_GPRS_AP[21] Null GPRS ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの名前 

8400 GPRS ｸﾚｰﾄﾞﾙ接続(透過ﾓｰﾄﾞ) 
NetInit(GPRS_CRADLE_NETWORKING)をｺｰﾙする前に、AT ｺﾏﾝﾄﾞを使用して PIN ｺｰﾄﾞと GPRS AP 名を設定します。 
 CHAP が有効な場合、設定をﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙから行う必要があります。 
 接続の初期化に失敗するのは以下の原因が考えられます。 

(1) PIN ｺｰﾄﾞと GPRS AP 名が AP ｺﾏﾝﾄﾞで正しく設定されていない。 
(2) 8400 で CHAP が正しく設定されていない。 

※ ｸﾗｲｱﾝﾄによって開始される接続は、接続がｸﾗｲｱﾝﾄからの要求に応答して確立した場合に発生します。 
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GSM 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 
SetNetParameter()をｺｰﾙして、PINCode[]、ModemDialNum[]などの変数を設定します。 
GSM ﾎﾟｰﾄをｵｰﾌﾟﾝする前に正しい PIN ｺｰﾄﾞで初期化することをお勧めします。これは、PIN ｺｰﾄﾞが SIM ｶｰﾄﾞを有効にす

るためのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞとなるためです。従って、初期化時の間違った PIN ｺｰﾄﾞの入力は、PIN 入力処理のﾘﾄﾗｲ回数を 1 回無

駄に消費してしまうことになります。PIN 入力処理に 3 回失敗すると、PIN ｺｰﾄﾞ入力はﾛｯｸされます。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(3, COMM_SMS)をｺｰﾙして、COM3 を SMS に設定、または 
SetCommType(3, COMM_GSMMODEN)をｺｰﾙして、COM3 をﾃﾞｰﾀ通信に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
Open_com(3, setting)をｺｰﾙし、GPS/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙを初期化します(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ setting は無視されます)。初期化には約 10 秒

かかります。GSM(GSM_SMS のみ)/GPRS の動作を表すｱﾝﾃﾅｱｲｺﾝが表示され、open_com()が完了するまで点滅状態と

なります。処理が完了すると、電波状況ﾊﾞｰがｱﾝﾃﾅｱｲｺﾝの横に表示され、5 秒ごとに更新されます。電波状況ﾊﾞｰは 0～5
の範囲で表示されます。 
 PIN ｺｰﾄﾞの値は、操作を初期化するために必要なﾊﾟｽﾜｰﾄﾞとして使用されます。 
 PINCode[]のｴﾗｰは『6.2.1 PIN 入力手順』と『6.2.2 PUK 手順』を参照してください。新しい PIN ｺｰﾄﾞの再入力と

PUK 解除の操作が用意されています。 
 一度、PIN ｺｰﾄﾞの入力にﾊﾟｽすると、PINCode[]は入力した値で更新されます。 
 open_com(3, setting)処理完了後、SMSserviceCenter()、NET[]、PlNstatus のような関連情報が取得できます。 
電波状況ﾊﾞｰ RSSI 範囲 
(表示なし) X ＜ 10 ( ＜ -93dbm) 

 10 ≦ X ＜ 12 ( -93 ≦ X ＜ -89dbm) 

 12 ≦ X ＜ 15 ( -89 ≦ X ＜ -83dbm) 

 15 ≦ X ＜ 18 ( -83 ≦ X ＜ -77dbm) 

 18 ≦ X ＜ 21 ( -77 ≦ X ＜ -71dbm) 

 21 ≦ X ( -71 ≦ X) 

GSM_Modem は、GSMModemGetRSSI()を参照してください。最初に GSMModemGetRSSI()をｺｰﾙすると、

CheckNetStatus(GSM_RSSIQuality)は利用可能になります。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(3)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(3)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 
このﾁｪｯｸは、GSM/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙの初期化が完了していることを確認するために行う必要があります。初期化が完了し

ている場合は、1 を返します。 
※ 接続処理中、電源ｷｰは無効になります。ESC ｷｰが接続時の PIN ｺｰﾄﾞﾁｪｯｸを中止するために用意されています。ただ

し、com_eot(3)は 1 を返しません。ﾀｲﾑｱｳﾄﾁｪｯｸ対策として、無限待ちしないことをお勧めします。 
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ﾃﾞｰﾀ送受信 
nwrite_com(3, *buf, len)と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

(例) 
nwrite_com(3, (void *)buf, len); 
while (!com_eot(3)) OSTimeDly(4); 
 : 
(use GSM) 
OR 
fd = open(“DAT”); 
 : 
while (read_com(3, (char *)c) { 
  append(fd, (void *)&c, 1); 
} 
 : 

送信ﾁｪｯｸ 
書込みを行った COM ﾎﾟｰﾄで送信が完了したかどうか、com_eot(3)をｺｰﾙします。 

(例) 
if (com_eot(3)) printf (“Write_Com Complete”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(3)をｺｰﾙし、通信の終了と、GSM/GPRS ﾓｼﾞｭｰﾙのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを行います。 
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音響ｶﾌﾟﾗ使用例 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(2, COM_ACOUSTIC)をｺｰﾙし、COM2 を音響ｶﾌﾟﾗ接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com()をｺｰﾙし、接続をﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞまたは DTMF ﾓｰﾄﾞに設定し、関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

ﾃﾞｰﾀ送信 
nwrite_com()と write_com()をｺｰﾙし、ﾓﾃﾞﾑﾓｰﾄﾞでﾃﾞｰﾀ送信、または DTMF ﾓｰﾄﾞでﾘﾓｰﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾀﾞｲﾔﾙｱｳﾄします。 

送信ﾁｪｯｸ 
com_eot(2)をｺｰﾙし、送信処理中であるかﾁｪｯｸします。 

(例) 
while (!com_eot(2) ;   // wait till prior transmission completed 
write_com(2, “NEXT_STRING”); 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(2)をｺｰﾙし、通信を終了します。 
 

125 



 
 

USB 使用例 
 

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(5, COM_USBVCOM)をｺｰﾙし、COM5 を USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(5, setting)をｺｰﾙし、COM ﾎﾟｰﾄを初期化します。引数 setting は無視されます。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(5)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(5)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送受信 
write_com()と read_com()をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送受信します。 

送信ﾁｪｯｸ 
com_eot(5)をｺｰﾙし、送信処理中であるかﾁｪｯｸします。 

(例) 
while (!com_eot(5) ;   // wait till prior transmission completed 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(5)をｺｰﾙし、USB 接続を終了します。 
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USB HID 

ｳｪｯｼﾞ設定 
Bluetooth HID は HID 操作を管理する WedgeSetteing 配列を使用しています。Part1 の『2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞ』を参照して

ください。 
配列 ﾋﾞｯﾄ位置 説明 
0 7 - 0 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 

1 7 1 : CAPS ﾛｯｸ自動検出有り 
0 : CAPS ﾛｯｸ自動検出無し 

1 6 1 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾝ 
0 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾌ 

1 5 1 : 大文字/小文字を無視 
0 : 大文字/小文字を認識 

1 4 - 3 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : 下段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : 上段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 2-1 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : CAPS ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : SHIFT ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 0 1 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 
0 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 

2 7 - 0 
HID ｷｬﾗｸﾀ送信ﾓｰﾄﾞ 
0 : ｷｬﾗｸﾀ 
1 : ﾊﾞｯﾁ処理 

WedgeSetting[0] 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞﾀｲﾌﾟを指定します。設定可能な値は次の通りです。 
設定値あああ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 設定値あああ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 

0 Null (ﾃﾞｰﾀ送信無し) 7 PCAT (UK) 
1 PC AT (USA) 8 PCAT (ﾍﾞﾙｷﾞｰ) 
2 PC AT (ﾌﾗﾝｽ) 9 PCAT (ｽﾍﾟｲﾝ) 
3 PC AT (ﾄﾞｲﾂ) 10 PCAT (ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) 
4 PC AT (ｲﾀﾘｱ) 11 IBM A01-1 (日本語 106/109 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
5 PC AT (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ) 12 PCAT (ﾄﾙｺ) 
6 PC AT (ﾉﾙｳｪｰ)   

WedgeSetting[1] 
詳細は Part1 の『2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞ』を参照してください。 

WedgeSetting[2] 
ｷｬﾗｸﾀ、またはﾊﾞｯﾁ処理のいずれかで、ﾎｽﾄにﾃﾞｰﾀを送信する方法を指定します。 
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(5, COMM_USBHID)をｺｰﾙし、COM5 を USB HID 接続に設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(5, setting)をｺｰﾙし、COM ﾎﾟｰﾄ初期化します。引数 setting は無視されます。 

接続ﾁｪｯｸ 
接続が完了したかどうか com_eot(5)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (1) { 
    if (com_eot(5)) break; 
    OSTimeDly(4); 
} 

ﾃﾞｰﾀ送信 
write_com(5, *data)または nwrite_com(5, *data, len)をｺｰﾙし、それぞれﾃﾞｰﾀを送信します。 

接続ﾁｪｯｸ  
接続が切れていないかどうか com_eot(5)をｺｰﾙします。 

(例) 
while (com_eot(5));   // wait till prior transmission completed 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(5)をｺｰﾙし、USB 接続を終了します。 
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USB ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟの設定 
SetCommType(5, COM_USBDISK)をｺｰﾙし、COM5 を USB ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸに設定します。 

COM ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 
open_com(5, setting)をｺｰﾙし、COM ﾎﾟｰﾄを初期化します。引数 setting は無視されます。 

COM ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ 
close_com(5)をｺｰﾙし、USB 接続を終了します。 
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付録 5 FTP 応答とｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
FTP 応答 
 

原型 
FTP ﾒｯｾｰｼﾞは、FTP ｺﾏﾝﾄﾞへの応答であり、3 桁の応答ｺｰﾄﾞと説明文で構成されています。ﾒｯｾｰｼﾞは、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列であ

る szFTPReplyCode[256]に格納されます。FTP ｺﾏﾝﾄﾞ実行後、printf()関数でﾒｯｾｰｼﾞを表示することもできます。 

printf("%s", szFTPReplyCode); 
 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ概要 
DoFTP()の場合、ﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ配列である szFTPResponseTbl[1024]に格納されます。ｴﾗｰが発生した場合、発生し

たｴﾗｰ状態を示すｴﾗｰｺｰﾄﾞがﾒｯｾｰｼﾞに付加されます。以下のｴﾗｰｺｰﾄﾞを参照してください。 
例えば、ﾒｯｾｰｼﾞは”DoFTP OPEN OK!”、”FTPOpen Failed”などのようになります。後者はｺﾏﾝﾄﾞが無効で、ｴﾗｰの原因に

なったことを示しています。printf()関数でﾒｯｾｰｼﾞを表示することもできます。 

printf("%s", szFTPResponseTbl); 
 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
 

一般的なｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
すべて 99 無効なｺﾏﾝﾄﾞです。 
 

接続ｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPOpen -3 ﾎｽﾄ名→IP ｱﾄﾞﾚｽの解決に失敗しました。 

-4 ﾎｽﾄに接続できませんでした。 
-5 ﾕｰｻﾞｰ名が正しくありません。 
-6 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが正しくありません。 
-10 ﾊﾞｲﾅﾘ転送ﾓｰﾄﾞに設定できませんでした。 
-20 ﾎｽﾄ IP が入力されていません。 
-21 ﾕｰｻﾞｰ名が入力されていません。 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ取得ｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPDir -131 DIRList のｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。 

-133 作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘからのﾌｧｲﾙ情報のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに失敗しました。 
 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変更ｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPCwd -132 作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの変更に失敗しました。 
 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPSend 1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 

-134 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙが見つかりません。 
-135 ﾎｽﾄにﾌｧｲﾙを送信できませんでした。 

ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPAppend 1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 

-134 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙが見つかりません。 
-135 ﾎｽﾄにﾌｧｲﾙを送信できませんでした。 
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ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｴﾗｰ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 記事 
FTPRecv 1 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙ名が空です。 

-131 ﾛｰｶﾙﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝできませんでした。(ﾃﾞｰﾀを保存できませんでした。) 
-133 ﾎｽﾄからﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできませんでした。 
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